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序

日頃、仙台市の文化財保護行政に対

しまして、多大の御協力をいただき、

担当する仙台市教育委員会にとりまし

ては、誠に感謝にたえません。

近年、仙台市あ市街地は急激に郊外

に広が りつつあります。本遺跡周辺に

つきましても、例外ではなく、開発・

宅地化が急激に進展しているところで

あり、本遺跡地内でも昭和55年度に宅地造成計画に係る発掘調査をいた

しました。調査結果は予想を大きく超え、縄文時代の大規模な遺跡を中

心に、今を遡ること数万年前の前期旧石器時代から、江戸時代にまで至

る一大複合遺跡であることが明らかになりました。その間、各方面より

の御協力をいただきまして、宅地造成による破壊を免かれ、一部は調査

の手を入れずに保存することになり、仙台市によって買い上げ、公有化

することができました。

今後、公有化いたしました遺跡地につきましては、『(仮称)原始古代

村Jと して整備し、その保護と、市民の皆様とともに活用できる施設と

する所存であります。このように、文化遺産を市民の宝として、永 く後

世とこ継承していくことは、これからの「まちづくり」に欠くことのでき

ない大切なことであります。今後とも多 くの皆様の絶大な御協力を念願

いたしまして序といたします。

1987上F3月

仙台市教育委員会

教育長 藤 井 黎



例    言

1。 本書は、仙台市山田上ノ台町地内に所在する山田上ノ台遺跡の昭和55年度に実施した発掘

調査の報告書である。

2.発掘調査は、仙台市教育委員会が主体となり、昭和55年 4月 10日 から同56年 1月 13日 まで

実施した。

3.出土遺物の整理と報告書作成は、主浜光朗が担当し、報告書の編集は主浜が行ない、図版

編集については平間亮輔が、写真図版編集については及川 格が補佐 した。

4.本書における。旧石器時代の記述については、昭和55年度刊行の概報の旧石器時代の部分

を再録した。

5。 本書のm-1「 遺跡の位置と地形」については、昭和59年刊行の発掘調査報告書より、執

筆者の東北大学理学部 豊島正幸氏の御承諾をいただいて転載した。

6.発掘調査におけるグリット基準線、本書におけるグリット基準線は磁北を基準としている。

7.本書で使用した国土地理院発行の地形図は、図名と縮尺を記載した。

8。 本書中の土層の色調については『新版土色帖」 (小山・竹原 1973)に基づいた。

9。 旧石器時代の石器 。礫の石質鑑定は佐々木 隆氏 (仙台市科学館)に よる。

10.縄文時代以降の象U片石器の石材の鑑定は、東北大学院生 森島秀一氏の経験的な識別によっ

た。礫石器については専門家による石材鑑定は行なえなかった。

11.本書における実測図の縮尺は、一部を除いて、遺構実測図は1/60、 遺物実測図のうち、土

器、土製品、礫石器、石製品は1/3、 剣片石器は2/3で ある。

12.本書における遺構実測図のグリットラインについて、南北の基準線 (ア ルファベツト)よ

り北へ+、 南ヘーとし、東西の基準線 (算用数字)よ り東へ+、 西ヘーとして lm単位で表

記してある。

13。 遺構実測図中、土層断面図、エレベーション図中にスクリーントーンを貼付したものは、

所謂地山部分を示し、竪穴住居跡のものは、床面下の状況が不明のためスクリーントンの貼

付はしていない。

14.遺構断面図の上層註記については、各担当者の調査時の所見を記してあり、備考欄の記載

についての語句の統一は行なっていない。

15。 土師器実測図中、スクリーントーンを貼付した部分は黒色処理を示し、象J片石器の斜線部

分は、節理面を示している。

16.調査及び遺物整理に際して、伊東信雄 (仙台市文化財保護委員。東北学院大学文学部 )、 芹

沢長介 (東北大学文学部)、 岡村長雄 (東北歴史資料館)、 鎌田俊昭 (石器文化談話会)、 庄子



貞雄・山田‐郎 (東北大学農学鍋 、中川久雄〔豊島正幸、1板垣直後 (東北大学理学部)竹内

貞子 (斎藤報恩会自然史博物館)、 沢田正照 (奈泉目▼文化財研究所)、 市

'II米

大 (奈良!教育

大学)の方々 (致称略)よ り御指致 御協力をいただきました。

1■ 本調査における出土遺物、実測図、写真等|の資料は、仙台市教育委員会で一猪保管してい

るの
イ
で活用されたい。
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I。 調査に至 る経過

仙台市南西部に位置する山田地区周辺は、近年仙台のベットタウンとして発展が著 しく、急

速に宅地化が進んでいる地域である。その中にあって、山田ノ台遺跡は畑地 として利用されな

がら、良好な保存状態に保たれていた。

昭和54年、本間物産株式会社により、当遺跡地内に宅地造成計画が立案された。仙台市教育

委員会は、提出された開発行為事前協議書にもとづいて開発者である本間物産株式会社と協議

を行った。その結果、開発申請予定地内の埋蔵文化財の保護に必要な措置を検討するための資

料を得ることを目的とした試掘調査を実施することとなった。

試掘調査は年度内に行なわれた。開発予定地内の遺構の分布状況を把握するため、全体に3

m× 3mの グリッドを組み、南北方向に長いグリッド2個分の試掘区を12ヶ 所、計216m2を設定

し遺構確認調査を行ない、開発予定地内の各地域に住居跡、土媛、遺物包含層、濤跡、ピット

等が分布していることが確認された。出土遺物は、縄文時代早期から平安時代 まで断続的に認

められ、特に、縄文時代前期～中期初頭、中期末～後期初頭、平安時代のものが多いという傾

向がみられた。

試掘調査によって縄文時代から平安時代までの遺構、遺物が良好に保存されていることが確

認され、その資料にもとづいて再度協議を行なったところ、記録保存を前提 とした開発地域内

の事前調査を行なうこととなった。

発掘調査は、昭和55年 4月 10日 より実施した。

Ⅲ.調 査 要 項

遺跡の名称 :山田上ノ台遺跡 (仙台市文化財登録番号 C193、 宮城県遺跡登録番号01103)

所 在 地 :仙台市山田上ノ台町地内

調 査 主 体 :仙台市教育委員会

調 査 担 当 :仙台市教育委員会社会教育課文化財調査係

担当職員 試掘調査 佐藤洋、渋谷孝雄 (55。 3退職 )

本調査  佐藤洋、渡部弘美、主浜光朗、結城慎一

篠原信彦、金森安孝、斎野裕彦、柳沢みどり(59.3退 職)

調 査 期 間 :試掘調査 昭和54年 5月 7日 ～ 5月 12日

本調査  昭和55年 4月 10日～昭和56年 1月 13日

調査対象面積 :約16,000m2

発掘調査面積 :約 10,000m2(内 遺構確認面積4,000m2含 む)



調査参加者 :石黒伸一朗、大場拓俊、相沢清利、赤石澤 亮、五十嵐康洋、大友 透、小野正

泰、菊地雅之、木戸春夫、佐々木安志、庄子 敦、白鳥由美、高沢 薫、高橋健

一、晴山 徹、松本 仁、濤口康博、山田しょう、安住和敏、阿部あき子、阿部

きよゑ、阿部 周、阿部徳四郎、阿部 とめよ、阿部とよ子、阿部よね子、飯田清

志、伊藤敦子、伊藤清之助、入間川富市、遠藤いな子、大里美恵子、太田百合子、

大友佳子、小沼ちえ子、小原 ミツヨ、加藤けい子、加藤敏之、北浦静子、小池英

子、郡山和子、小林きゑ子、後藤浩樹、斉藤百合子、佐伯みつゑ、佐藤栄作、佐

藤貢一、佐藤隆典、佐藤 とし子、末永裕子、菅井マツ子、菅原みほ子、鈴木つや

子、鈴木よしゑ、外林伸子、高橋 とし子、千葉郁子、中沢正吉、西村 日出子、沼

田和子、沼田絹子、沼田すい子、沼田スエノ、沼田ツヤ子、沼田廣子、三塚正子、

森 節子、吉岡幸子、横田慶一、渡辺節子、渡辺わきい、和野ともね、鎌田俊昭、

梶原 洋、藤村新一、阿部朝衛、藤原妃敏、小川 出、吉岡恭平、山田晃弘、高

島芳弘、柳沢和明、松川美波、鈴木良則、松山 聡、鈴木博子

整理参加者 :赤澤靖章、森島秀一、安喰真由美、阿部多津子、石川勝子、自井美津子、幸崎早

苗、昆野賢一、斎藤洋美、佐藤 薫、庄子裕子、菅原ひとみ、菅原よし子、菅原

玲子、須佐文恵、千葉きよ子、豊村幸宏、中島敦子、中島いく子



Ⅲ.遺跡の概観

1.遺跡の位置 と地形

豊 島 正 幸

(東北大学理学部地理学教室研究生)

仙台西南部の、広瀬川と名取川にはさまれた一帯は、標高250m～ 200mの丘陵地帯であり、

焦川をはじめとする諸支流がこの丘陵地帯から南東方向にほぼ平行に流下 し、谷を刻んでいる

(第 1図 )。 山田上ノ台遺跡は、この丘陵地帯の南東麓に位置する。

遺跡周囲の土地は全体 として平坦であり、その南端部は、名取川に向って急崖 をなす。この

ように、河川に沿 う平坦面 (段丘面)と 急崖 (段丘崖)の組み合わせからなる地形は、河岸段

丘 と呼ばれる。

この地形の特徴は、名取川に対 して横断方向にきった地形の断面図によく表われる。第 2図

は、2,500分 の 1の地形図に基づいて作成 した断面図である。断面の位置は第 1図 に示すとおり

である。A一 A夕 断面をみると、山田上ノ台遺跡が位置する標高55m付近 と、標高30m付近に平

坦面 (段丘面)が見いだされ、それぞれ、河狽Jに 急崖 (段丘崖)を伴っている。すなわち、こ

の付近には、名取川に沿って二段の河岸段丘が見いだされる。

さらに、同断面図によれば、山田上ノ台遺跡、北前遺跡、および、上野山小学校の位置する

平坦面は、最大30mの 高度差をもつものの、支流によって開析 (侵蝕)さ れた部分 を復元する

と、それらは、連続する断面形 を示す。山田上ノ台遺跡 を通る北西一南東方向の断面(B― B′

断面)に おいても、追跡から丘陵に向って高度が増すが、少なくとも標高82m付近の地点まで

の間に、段丘崖 とみられる急崖は存在 しない。すなわち、山田上ノ台遺跡 と北前遺跡は、地形

的に連続する段丘面上に位置する。

これとほぼ同時期 に形成 された段丘面は、山田上ノ台より東方の鈎取や東原、さらに西ノ平

まで見いだせる (中 川ほか 1961、 中田ほか 1976)。 この段丘面は、魚川等の諸支流によって

開析 (侵蝕)さ れた結果、現在ではいくつかに分断されている。なお、三神峯やその北東方の

電気通信学園付近にみられる平坦面は、西ノ平付近で、上記の段丘面より20m前後高いが、こ

れは、この部分が長町一利府線 と呼ばれる構造線に沿 う隆起帯 (幅 l km弱、長さ約10km)の 一

部にあたり、上記の段丘面が断層を伴って変形 したものと考えられている (中 田ほか 1976)。

河岸段丘面は、かつての氾濫原 (し ばしば洪水時に浸水を受ける部分)が、種々の原因によ

る河床の低下によって、洪水時の浸水を受けなくなった (受 けにくくなった)地形面である。

この状態になった時、氾濫原は段丘化 したと呼ばれ、この時期以降、その土地はヒ トの居住の

場 となり得る。



第 1図 山田上ノ台遺跡の位置と断面図 (A― A′ 、B― B´ )の位置
1は山田上ノ台遺跡 2は北前遺跡
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山田上ノ台遺跡の位置する段丘面がいつ段丘化 したのかについては、まだ確定されていない

が、現在の段階で次のことがわかっている。

この段丘面上には、 2万数千年前と3万数千年前の間のある時期 に降下堆積 した川崎スコリ

ア層 (板垣ほか 1981)が見いだされることから、この段丘面は、約 3万年前ごろにはすでに

段丘イとしてぃたと判断される。

さらに、山田上ノ台周辺の羽黒台や三神睾付近には、降下時期が川崎スコリア層より古い愛

島軽石層が、約 130 cmの厚 さで堆積 しているが (板垣 1985)、 山田上ノ台遺跡の地点では見い

だされない。このことは、山田上ノ台遺跡が位置する段丘面の段丘化の時期が、愛島軽石層の

降下時期 より新 しいことを示す。 (な お、この段丘面の丘陵に近いところでは、一部 に、愛島

軽石層が見いだされるので、段丘化の時期は段丘面の横断方向でずれており、丘陵に近い部分

で段丘化がより早かった可能性が強い。)

以上をまとめると、山田上ノ台遺跡の地点は、今から約 3万年前の時期 に、すでにヒトが居

住 し得る状態であった。今後、愛島軽石層の絶対年代や段丘の構造が判明すれば、この地点の

段丘化の時期 をはじめとするこの地域一帯の地形発達史を、より詳細 に編むことがで きよう。
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:仙台平野西縁・長町―利府線 に沿 う新期地殻変動、東北地理、28巻 2号、

P P lll～ 120



2.歴史的環境

仙台市平野を望む山田上ノ台遺跡の周辺は、北側及び西側に丘陵地帯、南側に名取川と丘陵

地帯、東側には耕土地帯が位置しており、数多 くの遺跡が分布している。これらの遺跡群につ

いては既に述べられている (1985:及川他)。 ここでは本遺跡周辺の概要を述べるにとどめてお

く。

旧石器時代の遺跡には、本遺跡の北方200mに位置する北前遺跡や青葉山丘陵に位置する青

葉山遺跡があり、前期および後期旧石器時代の遺物を出上している。

縄文時代になると大規模な集落が形成されはじめる。前述の北前遺跡では早期・中期の集落

が確認されている。丘陵上には前期の集落跡である三神峯遺跡、中期の集落跡である上野遺跡、

人来田遺跡、中期から晩期の梨野A遺跡などがあり、沖積平野では早期から晩期に亘る山口遺

跡、早期から後期の下ノ内浦遺跡をはじめ、中期から後期に亘る六反田遺跡、下ノ内遺跡など

の遺跡がある。

弥生時代になると沖積平野及び自然堤防上に遺跡が形成される。船渡前遺跡や水田跡が検出

されている富沢遺跡、墓媛が検出されている下ノ内浦遺跡などがある。

古墳時代以降になると遺跡数も増加し、多様性がみられる。高塚古墳では裏町古墳、三神峯

古墳などがみられ、前述の富沢遺跡及び六反田遺跡、下ノ内遺跡では水田跡及び集落跡が検出

されており、富沢窯跡では埴輪窯跡がみられる。

奈良 。平安時代の遺跡は、集落跡として奈良・平安時代に亘る山口遺跡、六反田遺跡、下ノ

内遺跡や平安時代の北前遺跡などがある。生産遺跡として嶺山C遺跡の製鉄遺構や北前遺跡の

窯跡、山口遺跡、富沢遺跡の水田跡などがある。御堂平遺跡は寺院跡と考えられている。

中世になるとけんとう城や高館城跡など、丘陵頂上部に多くの城館が建てられ、平野部でも、

富沢館跡などが見られる。また、山口遺跡や富沢遺跡で水田跡が検出されている。しかし、一

般集落については非常に資料が少ないという状況である。

近世では、杉土手や富沢遺跡などが見られる。また、伊達家の『治家記録』慶長 5年 9月 15

日の記事に「…前略…鈎取山ノ麓上ノ墓 卜云フ所二船テ、…後略…」という部分があり、近世

初め頃には上ノ台と呼ばれていた地であることが知られる。

このように山田上ノ台遺跡の周辺には各時代に亘る遺跡がみられ、仙台市南西部の遺跡群を

かたちづ くっている。
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第 1表 遺 跡 地 名 表

進 枡 名 種  】J 立  地 常 位 置 遺 跡 名 種  71 立  地 代 位 置憲

山日上ノ台遺跡 段丘 旧石晋 縄文 奈良 平安 近世 大館山館跡 城館跡

北前進跡 集跡跡 段丘 旧石吾 総文 平安 近世 藁島館跡 城館跡

奇秦山遺跡 丘陵斜面 町北東遺跡 包合地

梨.BIA遺跡 集落跡 縄文 古墳 平安 商小泉遣跡 集語跡 自然堤防

沼原A還枡 狩猟塚 縄文 弥生 平安 藤口新口遺跡 包合地

沼原B遺跡 包合地 縄文 弥生 今泉退跡 城館跡他 自然堤防 縄文 弥生 古墳 平安

沼原C ttat 包含蠅 縄文 平安 西台畑遺跡 包含地 自然堤VJ 縄文 弥生 古填

嶺山A退跡 縄文 平安 中日lm中 速跡 集落跡 自然堤防 弥■ 奈良 平安

嶺山B遺 跡 佑猟域 縄文 ■口北遺跡 包含地 自然堤肪

教山C遺跡 縄文 平安 中口商遺跡 包含地 自然堤防 奈良 平安

1神華追跡 段丘 縄文 平安 雷東退跡 包含地 自然堤防

山口退跡 集落跡他
自然堤防 隠文弥生 古墳 奈良平安

関場退跡 包含地 自然堤肪 古瑣 奈良 平安

六反田退跡 集落跡 自然堤F/J 絶文 弥生 古墳 奈良 平安 後lll原退跡 米国跡 他 自然堤防

下ノ内遺Ir 葉落跡 自然堤防 穐文 И生 奈良 平安 雷遺跡 包含地 自然発防

上野遺跡 集落跡 穏文 奈良 平安 違見塚古瑣 前方後円墳 沖積平IF

n根退跡 包含地 機文 古墳 平安 法領塚古墳 沖積平野 古猿

人来田C遺跡 包含地 縄文 古墳 平安 猫塚古填 沖積平野

紹木A送跡 包含地 谷底平野 縄文 宗禅寺横穴辞 横穴塞群 丘陵斜面 古墳

佐保山東遺跡 包含地 丘蕨避 縄文 平安 仙台大塚山古墳 河
"I致

古蹟

船滅前送跡 包合地 自然堤防 鷺文 弥生 奈負 平安 城九古墳 自然発筋 古損

安久東遺跡 集落跡古鎮群 自然堤防 称生 古墳 寮良 平安 中世 弁天囲古墳 自然堤筋 古填

人来田B遺跡 包含地 伊豆野権現古填 自然堤防 古颯

町田遺跡 占墳 平安 部山遺跡 官衛跡他 自然堤防 縄文 弥生 古墳 奈良 平安

大野口古墳辞 円墳辞 自然堤防 仙台東郊条里跡 条里退構 沖積平野

三神華古填群 円墳辞 陵奥目分寺跡 寺院跡 沖積平野 奈良 平玄

鰤 集落跡 自然堤防 腔霙国分尼寺跡 寺院跡 自然堤防 平安

安久諏訪古墳 自然堤防 若林城跡 城館跡 自然堤肋 戦国～江戸

裏町古墳 証田城跡 載館跡 自然堤防

狭塚古墳 後背湿地 清水遺跡 集落跡 自然堤防 4岳
誠 奈良平技

兜壕古墳 前方後H壌 自然堤防 上余日遺跡 集落跡 自然堤防 弥生 古墳 奈良 平安

全山窯跡 富沢遺跡 水田跡他 後背湿地 綽蒸:整年 古墳 平安

梨野横穴辞 丘陵斜面 人来日山追跡 集落跡 沖積平野

向根横穴群 横穴塞辞 丘陵斜面 古填 仰堂平遺跡 集落跡 谷底平野 穐文 平安 中tr

養宕山横穴辞 横穴塞辞 丘陵斜面 山口条里遺枡 条塁遺構 沖積平野 奈良 平安

大年寺横穴辞 横穴婆群 丘陵斜面 古墳 南ノ東遺跡 包合地 民塗ぞ協 弥生 奈良 平安

土子内横穴群 横穴墓群 丘陵斜面 六本松遺Pt 包含地 自然堤防 奈良 平安

熊野堂犠穴群 横穴墓辞 丘隊斜面 古墳 茂ケ崎載跡 競館跡 室町 江戸

梨野B退跡 包含地 泉情浦遺跡 集語跡 ? a発暑を 縄文弥生古墳 平安近IL

入幡西退跡 集語跡 自然堤防 靱生台畑遺跡 集落跡 自然堤防 古墳 奈良 平安

けんと,VR跡 颯鐘跡 乗馬遺跡 自然堤防 奈良 平安

茂庭華館跡 載館跡 高期遺跡 包合地 自然堤防 弥生 古墳 茶良 平安

茂庭西館跡 城館跡 鹿野東遺跡 包含地 沖積平野 縄文弥生 古墳 奈良 平安

富沢館跡 城館跡 室町(戦目時代) 真坂遺跡 包含地 沖嶺平野 組文 弥生 古墳 奈良 平安

黒崎城跡 城館跡 北目城跡 自然堤防 室町 江戸

小(古)館跡 競館跡 沖野載跡 自然堤防

熊野堂大館LI 城館跡 丘陵
杉土子

江戸

高館山館跡 城館跡 丘骸 下ノ内浦遺跡 集落跡他 自然堤肪 繕文 弥生 古墳 奈良 平安
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Ⅳ。調査の方法 と経過

1.調査の方法と経過

山田上ノ台遺跡の範囲は台地上の平坦面約35,000m2で ぁる。開発者より提出された開発予定

地範囲は遺跡の南東部の約16,000m2で ぁった。調査は昭和54年に実施した試掘調査の結果より

全面発掘を実施することとなった。

調査の方法 として、磁北を縦軸 とする5m× 5mを 1単位としたグリッドを開発予定地に設定

した。南北軸をアルファベット文字、東西軸をアラビア数字で表わし、両者の組み合わせでグ

リッド名を表すこととした。調査区内は広範囲にわたるため、便宜的に東区、西区、東側道路

部と二地区に分けて調査を行なうこととした。

調査は4月 10日 より東区から開始した。表土層は全面を重機で排除し、後、人手によって遺

構確認を北西部より実施し、順次北西部、南東部、南西部へと進めた。この際、5m× 5mの グ

リッド設定以前に、東区と東側道路部を含めて、調査区東半部に、5m× 5mの グリッド16個分

の20m× 20mグ リッドを設定し、南西部よりElグ リッド、E2グ リッド、E3・ ……と呼称して遺

物の取 り上げを行なった。遺構確認の結果、広範囲に分布する遺構を確認した。確認された遺

構は、住居跡26軒、土墳300余基、竪穴遺構 1基、埋設土器 5基、遺物包含層 2ケ所、濤22条、

掘立柱建物 4棟、基墳 3基、井戸跡 1基等である。確認した遺構には、グリッド名を頭に付し

た名称を用い、グリッド名を呼称しえない遺構については通し番号を用いた。特に東区南半に

おいては縄文時代の住居跡、土F_PRが 密集しており、大規模な集落跡の様相がうかがわれた。 5

月下旬より、東側道路部の調査も併行して行なうことになり、地形に合わせて、3m× 5mの ト

レンチを設定し調査を行なった。その結果、急斜面ではあるが平安時代の住居跡、江戸時代の

墓墳、近代の井戸を確認した。その後、東区の調査終了後西区の調査に移行する準備 として、

8月 中旬より重機を用いて、表土つ,除作業を開始した。

9月 6日 に調査の中間報告として現地説明会を開催した。また、 8月下旬の頃よリローム層

中より石器が検出されはじめ、旧石器時代の文化層の存在が予想されたため、部分的に試掘調

査をおこなった。その結果、旧石器時代の文化層を確認し、その後の調査で遺跡の基盤である

段丘礫層より上位の層から石器が検出され、前期旧石器時代の文化層の存在 も考えうるに至っ

た。このことを受けて、従来の調査体制とは別に旧石器調査の体制を整え、lo月 13日 より後期

旧石器時代、前期旧石器時代の確認調査を開始した。調査はU18区、W19区 を中心に行ない、

後期旧石器時代、前期旧石器時代の文化層を確認した。これらの成果をもとに■月22日 に第 2

回の現地説明会を開催した。旧石器調査は12月 13日 に終了した。

これらの調査成果が明らかになるにつれて、遺跡保存の問題が起こり、仙台市教育委員会で



は遺跡保存の立場から開発側 との話し合いを進めていった。このことに伴つて東区では遺構の

現状をできるだけそこなわないという意図のもとに、埋設土器の取 り上げは最小限にとどめ遺

構 と共に保存することとし、住居跡床面下の掘 り方、炉の構築方法、床面上で確認できなかっ

た柱穴の追求など、細部にわたる精査は残すこととした。西区では南半部の表上を排除した後、

遺構確認のみを実施した。前述の方法を用い現地調査は昭和56年 1月 13日 に終了した。

2.調査の言己録

発掘調査時に作成した記録には実測図、写真、注記カードがある。

検出された遺構については遣 り方測量を基本として、縮尺1/20の 平面図を作成した。平面図

には50cm間隔及び、遺構を復元する際に必要な地点のレベルを記入した。西区の遺構確認部分

の測量には平板測量を用いて、縮尺1/100の平面図を作成した。

住居跡の炉、カマドの細部、住居跡、土墳の遺物出土状況等必要に応じ縮尺1/10の詳細な平

面図を作成した。

断面図は、原則 として縮尺1/20で作成したが、住居跡の炉、カマ ドの細部、遺物出土状況の

エレベーション等必要に応じて縮尺1/10の詳細な断面図を作成した。

写真は、遺跡、遺構の調査状況、発掘状況、遺物の出土状況等を撮影した。 6× 7版モノク

ロ写真、カラープリント写真、35mm版モノクロ写真、カラーリバーサル写真 (ス ライド写真)

を使用した。

注記カードは、略図と文章によって遺構の状況等の調査所見を記載し、実測図、写真による

記録で不足の部分を補おうとしたものである。

3.資料整理

遺構の整理 :遺構平面図は、遣 り方測量の水糸配 り図に遺構平面図を割 り付けて、一連番号を

付して整理した。複数の図面にまたがった遺構は一枚の図面に整理し、平面図と距離や標高に

ついて点検を行なった。

遺物の整理 :出土した遺物は、土器、陶磁器、土製品、石器、石製品に区別し、次のような整

理を行なった。土器 (縄文土器、土師器、須恵器、陶磁器)については、完形品及び図上復元

が可能な資料は全て実測図を作成した。昭和55年の概報作成時に実測図を作成したものは、再

復元して修正実測図を作成した。図上復元が不可能な破片資料は必要に応じて拓本及び破片実

測図を作成した。その他の資料は破片集計表で処理した。土製品 (土製円盤、土偶、耳栓等)|こ

ついては、実測図及び破片実測図を作成した。なお、土器、土製品については、須恵器、陶磁

器以外の資料は、全てバイングーC17に よる強化処理を行なった。

石器 (剣片石器、石核、磨製石器、石皿、砥石)と 石製品 (石製円盤、石刀、石剣、石棒、

線刻礫)については、遺構に伴って出土した資料を中心として実測図を作成した。



V.基 本 層 序

調査区内において、第 1層から第33層 (段丘礫層)ま で確認された。

第 1層 厚さ10～ 40cm。 ほとんどが草木根や耕作によって攪乱されているが、全体的な土色は

暗褐色 (10YR 3/3)で ある。縄文時代・平安時代の遺物を含む。

第 2層 厚さ10～ 20cm。 暗褐色 (10YR 3/4)。 シル ト

質でしまりはない。河ヽ量のローム粒を含む。 a、 b層

に細分される部分がある。東区西側では遺物がまと

まって出土する部分が確認され、遺物包含層であると

判断された。第 2層上面で確認された遺構がある。

第 3層 厚さ10～20伽。にぶい責褐色 (10YR 4/3)。

シル ト質でしまりはない。炭化物・ ローム粒を含む。

第 2層同様東区西側包含層の構成層となっている部分

がある。第 3層上面で確認された遺構がある。

第4層 厚さ10～ 20cm。 にぶい黄褐色 (10YR 5/6)。

火山灰層への漸移層。しまりはなく粘性に乏しい。旧

石器時代、縄文時代の遺物を含む。第 4層上面が大部

分の遺構の確認面になっている。

第 5層 厚さ10～ 20cm。 黄褐色 (10YR 5/6)。 軟質火

山灰層。しまりはあまりない。上面はやや起伏がある。

径 2～ 3 cmの 硬いローム塊を部分的に含む。旧石器

時代の遺物を含む。第 5層上面で確認された遺構があ

る。

第 6層 厚さ約10～ 20cm。 黄褐色 (10YR 5/6)～ 明黄

褐色 (10YR 6/6)。 軟質火山灰層。しまりはややある。

直径 2～ 3 cmの硬いローム塊を多 く含む。旧石器時

代の遺物を含む。

第 7層 厚さ約10～20cm。 明黄褐色 (10YR 6/6)。 硬

質火山灰層。しまりはある。直径 2～ 3 cmの ローム

塊、直径 1～ 2 mmの 砂粒を含む。旧石器時代の遺物

を含む。

第 1文化層

第 2文化層

第 3文化層

第 4文化層

第 5文化層

第6文化層

第 7文化層

第 8文化層

第 9文化層

中石器

第6図 基本層序模式図

第 8層 厚 さ10～ 20 cHl。 明黄褐色 (10YR6/6)。 硬質火山灰層。しまりあり。径 1～ 2 mmの砂粒を



合む。旧石器時代の遺物を包含する。N23区で顕著に見られるが、他の発掘区では明瞭でない。

第 9層 厚さ約 5～ 10cm。 明黄褐色 (10Y R%)。 硬質火山灰層。しまりはある。直径 2 mmの 自

色粒 (長石 ?)や第10層 起源のスコリア粒を含む。旧石器時代の遺物を包合する。

第10層 厚さ約 0～ 13cm。 橙色 (5YR%)。 直径 3 mm以下の赤褐色スコリア粒を含む軽石質火

山灰や、暗黄褐色の砂状の粗粒火山灰層である。この層は「ナII崎スコリア層」を含む固結部に相当

し、その噴出年代は 14c年
代測定によって、 31,500± 盈3)8年 B.P。 (TH-365)か ら26,240

±1;こ :8年 B.P.(TH-309)の 間の時期とされている (板垣ほか、1981)。

第11層 厚さ約 0～ 5 cm。 暗赤褐色 (7.5Y R%)。 やや軟質の大山灰層。粘性があり、土性は

均―である。

第12層 厚さ約 5～ 15cm。 黄褐色 (10Y R%)。 やや硬質の人山灰質層。しまりはある。粘性はあ

まりない。少量のマンガン粒や直径 l mm以下の白色粒、少量の石英粒を含む。黄褐色の砂粒を

多く含む。

第13層 厚さ約 0～ 15cm。 褐色 (10Y R%)シ ル ト質粘土。しまりはないが、粘性がある。多

量のマンガン粒や、黄褐色の砂、少量の石英粒を合む。部分的にマンガン粒の集積が見られる。

第14層 厚さ約 8～ 18cm。 黄褐色 (10Y R%)。やや硬質の火山灰質層。しまりがあり、粘性もあ

る。マンガン粒や黄褐色の砂粒を多量に合む。直径 l llull以 下の白色粒や、極少量の石英粒を含

む。

第 15層 厚さ約 0～ 5 cm。 褐色 (10Y R%)。 シルト質粘土。しまりがある。粘性は第14層 に比

べて弱い。多量のマンガン粒や、石英粒、風化したパ ミス粒を含む。

第16層 厚さ約 5～ 10cm。 明黄褐色 (10Y R%)。 シルト質粘土。しまりはあるが、粘性は弱い。

マンガン粒や石英粒、多量の風化 したパ ミス粒を含む。黄褐色の砂を多量に合む。第15層 と第

16層 は層相がきわめて類似 しており、同一起源の層と把えられる可能′陛がある。

第17層 厚さ約 0～ 8 cm。 明黄褐色 (10Y R%)。 シルト質粘土。しまりがあり、粘性はやや強

い。マンガン粒、自色粒、石英粒を含む。黄褐色の砂も合むが、第16層 ほど多くはない。

第18層 厚さ約 0～ 10cm。 明黄褐色 (10Y R%)。 シルト質粘土。しまりはあり粘性は弱い。マ

ンガン粒、自色粒、石英粒や風化したパ ミス粒を多量に合む。

第19層 厚さ約 0～ 5 cm。 明褐色 (10Y R%)。 シル ト。しまりはある。粘性は弱い。石英粒と

若子のマンガン粒を含む。第17層 起源のシルト質粘土をブロック状に含む。

第20層 厚さ約 0～ 8 cm。 明黄褐色 (10Y R%)。 粘土。しまりはあまりない。少量のマンガン

粒を含む。自色粒と石英粒をやや多く含む。風化したパ ミス粒を含むが、第18層 に比べ少ない。

第21層 厚さ約 0～ 15cm。 にぶい黄橙色 (10Y R%)を 基調とし、明褐色 (2.5Y R%)を 斑点

状に合む。しまりがある。マンガン粒や白色粒を合む。旧石器時代の遺物を包含する。



第22層 厚さ約 0～ 5 cm。 にぶい黄橙色 (10Y R%)を 基調とし、明褐色 (10Y R%)を斑点

状に含む。粘土。しまりはある。マンガン粒と白色粒をわずかに合む。第21層 に層相が類似す

るが、第22層 の色調がより明度が高い点で異なる。旧石器時代の遺物 を包含する。

第23層 厚さ0～ 5 cm。 黄褐色 (10Y R%)。 砂。しまりや粘性はない。多量の石英粒や少量の

マンガン粒、赤い粒子を含む。直径 4～ 5 1nlnの 小礫 を含む。旧石器時代の遺物を包含する。

第24層 厚さ0～ 10cm。 明黄褐色 (10Y R%)。 シルト。しまりはややある。粘性はない。多量

の石英粒を含む。部分的に青灰色粘土をブロック状に含む。旧石器時代の遺物を包合する。

第25層 厚さ0～ 10cm。 明黄褐色 (2.5Y%)で 一部灰白色 (5Y%)を呈す。シル ト。しまり

があり粘′性はない。マンガン粒、石英粒、直径 2～ 3 cmの 礫を多く含む。

第26層 厚さ0～ 10cm。 明黄褐色 (10Y R%)の シルトを基調とし、浅黄色 (5Y%)の砂粒

を含む。第25層 に比べ色調は白っぽい。しまりは強く、粘性はない。石英粒を多量に含む。径

2～ 3 cmの 小円礫を多く含む。

第27層 厚さ0～ 8 cm。 黄褐色 (10Y R%)。 砂。しまりや粘性はない。部分的にマンガン粒が

沈着する。直径 2～ 3 cmの小礫 を合む。旧石器時代の遺物を包含する。

第28層 厚さ0～ 5 cm。 明黄褐色 (10Y R%)。 粘土。しまりや粘性がある。少量のマンガン粒

や石英粒を含む。部分的に青灰色の粘土を含む。

第29層 厚さ0～ 25cm。 浅黄色 (2.5Y/)の シルトを基調とし、灰自色 (5Y%)の粘土を含

む。南東部ではマンガン粒を比較的多く含み黒味を帯び、北西隅では酸化鉄の沈着を見、赤味

を帯びる。しまりはある。石英粒を少量合む。風化した直径 3 cmの小円礫 を含む。部分的に砂

粒を多く合む部分がある。旧石器時代の遺物を包合する。

第罰層 厚さ0～ 40cm。 橙色 (7.5Y R%)を 基調とし、灰白色 (10Y R%)を 含む。シル ト。

第29層 より赤味をおびる。層相は第29層 に近似する。風化 した小円礫 を合む。下部に小円礫を

多量に合む部分がある。一部に橙色 と灰白色とが互層になっている。

第31層 厚さ約10cm橙色 (5R%)の粘土を基調とし、明黄褐色 (2.5Y%)の シル トを含む。

土性は級密で粘性が強くしまりがある。マンガン粒は含まない。第29層や第30層 とは層相が明

確に区ら」される。旧石器時代の遺物を包含する。

第32層 厚さ約 5～ 10cm。 浅黄色 (2.5Y%)の シルトを基調とし、マンガン粒、明黄褐色シル

トを斑状に合む。しまりがある。下部に段丘礫層の浮き上がりである風化 した珂ヽ円礫 を含む。

第33層 (段丘礫層)直径 5～ 30cmの ほとんど中心まで風化 した円礫である。礫間を、淡黄色 (2.5

Y%)粘土と明褐色 (7.5Y R%)粘 土が斑状に埋めている。



小   括

1.各層の成因

第 5層 から第11層 までの層は、降下火山灰層である。なおまれに小亜円礫や刈ヽ円礫 を含むこ

とから、地表流の影響力壻忍められる。

第12層 から第32層のうち、第12層 と第14層は火山灰質であり、その色調から風化帯の可能性

がある。第29層以下の層は背後の支谷から流水により運搬堆積されたものであり、その上をお

おう第28層 から第15層の薄い各層は、支谷からの運搬堆積が弱まる過程で地表流の影響 をも受

けながら堆積されたものと考えられる。

2.火山灰の対比

第10層 が永野火山灰の基底部に近い層準にあたる(中川、他 1960、 1961、 板垣、他 1981)

ことから、第 9層以上の層は永野火山灰に対比されると考えられる。第10層 より下位の人山灰

については、平沢火山灰あるいは愛島火山灰に対比される可能性があるものの、現在のところ

不明である。



Ⅵ.旧石器時代の調査

(1)調査 経過

8月 下旬から9月 上旬にかけて、縄文時代以後の遺構壁面や風倒木痕等から断片的 に旧石器

が発見され、旧石器時代文化層の存在が予測 された。そこでN23区 、 R17区、 S21区、 S・ T

19区、 S・ T17区 、 V・ W18区 (第13図 )を 設定 し、 9月 8日 から調査 を開始 した。一部不整

形な トレンチを設定せざるを得なかったのは、縄文時代以後の遺構が未調査であったことによ

る。

R17区 、 S・ T19区 、 S・ T17区、V・ W18区 は第 4層 から第 6層上面まで調査 したが、第

5層上面、第 6層上面から石器が出土 した。 S21区 は第 6層 から第 7層上面まで調査 したが、

石器は出土 しなかった。 N23区 は第 4層 から第 9層上面まで調査 したが、第 5層上面、第 6層

上面、第 7層上面、第 8層上面、第 9層上面から石器が出土 した。

以上の調査結果の報道関係への発表を 9月 30日 に予定 していたが、当日、 U18区 のほぼ全域

を占めていた風倒木痕の地表下約1.5mの底面、およびW19区 に北東部 に位置 していた縄文時代

の土墳壁面から、各 1点ずつ旧石器が発見 された。これらはいずれも約二万数千年前から約二万

数千年前の年代が与えられている川崎スコリア層をはるかに下回る層準に帰属 していたため、

前期旧石器に属するものと判断された。

当市ではこの重要性にかんがみ、東北大学文学部芹沢長介教授に調査↓旨導 を依頼す るととも

に、宮城県教育庁文化財保護課、東北歴史資料館、東北大学文学部考古学研究室、石器文化談

話会に協力を依頼 し、10月 13日 からU18区、W19区 の二地区の調査 を開始 した。 U18区では第

5層上面、第 6層上面、第 7層上面から後期旧石器が出土 した。前期旧石器は11月 15日 から両

地区で出土 し始めた。 U18区 では第21層 中、第21-27間層上面から出土 した。W19区 では第21

層上面、第22層 上面、第23層 上面、第24層上面、第27層 上面、第29層 上面、第31層 中から出土

した。

上記の調査 と併行 して、12月 9日 から調査区各層の微起伏を把握するため、ハ ン ドオーガー

を用いて調査 を行った。

12月 13日 に旧石器に関する全ての調査 を終 了した。

12月 16日 には現地で、発掘調査の資料に基づ く、考古学、地質学、土壌学、地理学の各分野

の研究者による山田上ノ台遺跡の遺跡検討会 を実施 した。

なお、調査中には関係諸分野の研究者の助言を道宜得、調査の参考とした。



(2)発掘調査結果

1.発掘区の層序

今報告ではU18区 とW19区 の層序に限定 して述べる(第 5～ 7図 )。 層名は基本層序に基づく。

W19区西壁の層序 (第 7図)の特徴

1.段丘礫層上面は北から南へ緩やかに傾斜 しており、礫層上面の起伏は殆ど認められない。

2.第30層 が北寄 りに厚 く、南に傾斜 しながら、しだいに薄 く堆積している。

3.第 29層 が第30層 の傾斜面にやや厚 く堆積 している。

4。 第30層 および第29層 と第14層 の間を10枚の薄い層が埋めている。

U18区西壁潟層序 (第 6図)の特徴

1.段丘礫層上面は南から北へやや傾斜 している。

2.段丘礫層上面から第27層 までの各層の起伏が激 しい。

3.第21-27間層以上の層はほぼ安定 した堆積状況を示 している。

4.第 21層 と第27層の間を第21-27間 層としたのは、これらの土層の一部が基本層の第22～

26層の一部の層に対応していることと、W19区の第22～26層の傾斜の延長上で最も低い位置

にあることから、第22～ 26層の再堆積層である可能性があるのでこのように記載 した。この

層の層相は次のとおりである。

明黄褐色 (10Y R%)の 粘土を基層とし、明黄褐色 (10Y R%)シ ル ト質粘土、砂質シル

ト、浅黄色 (5YR%)シ ルトがレンズ状 に入 り込んでいる。全体にマンガン粒、石英粒を

含む。

W19区南壁の層序 (第 9図)の特徴

1.礫層上面は東から西へ傾斜 している。第32層 から第10層 の各層は、この傾斜にそって平

行に傾斜 している。

2.第29層 が東に薄 く、西に厚く堆積 している。

2.遺物出土状況

個々の遺物の属性観察結果は第 1表でまとめて扱 う。

第 1文化層 (第 5層上面)

R17区 、 S,T19区、 S・ T17区 、 V o w18区 、U18区で、尖頭器、石刃、石核、チップが

総計30数点出土 した。散漫な出土状況を示す。
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第 7図 W-19区西壁断面図

第 8図  U-18区西壁断面図

第 9図 W-19区南壁断面図



第 2文化層 (第 6層上面)

N23区、R17区 、 S o T19区 、 S・ S17区、 V o W18区、U18区で、ナイフ形石器(?)、 石

斧、スクレイパー、石刃、剣片、チップが総計70数点出土 した。石器は、 S・ T17区 の南寄 り

とV・ W18区 の中央からやや西寄 りとに、平面形が 3× 2mの楕円形状のまとまった出土状況

を示す。

第 3文化層 (第 7層上面)

N23区 とU18区で総計 6点出土 した。石核、景」片、チップがある。

第 4文化層 (第 8層上面)

N23区で石斧が 1点出土 した。

第 5文化層 (第 9層上面)

N23区で劉片が3点出土 した。

第 6文化層 (第 21層 上面、第24層 上面の一部)

W19区で確認 した。第20層 を掘 り上げた段階で、区の北西半分に24層 が、南東半分に21層 が分

布 した。この面は北及び北東方向から石器が分布する南西方向へ緩やかに傾斜 している。その

高低差は約35cmで ある。No19、 No22の石器は第24層 上面から出土 し、No10、 Noll、 No12の 石器

は第21層 上面から出土 した (第10図 )。

第10図 W-19区第 6文化層

FI)石 器はNo付番号 で、

礫 は素番号で示 した。
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第 7文化層 (第 22層 上面、第23層 上面、第24層 上面の一部、第21-27間層上面)

W19区 とU18区 で確認 した。

W19区 では第21層 を掘 り上げた段階で、区の全面に24層 が広がり、北東 と南西を結ぶ部分に

第22層 、第23層 が分布 した。この面は北西方向から耳ヒ東 と南西を結ぶ部分に向って緩やかに傾

斜 し、再び東及び北東方向に高 くなっている。前者の高低差は約30cm、 後者は約20cmで ある。

No13、 No14の石器は第22層 上面、No15、 Nα 16、 No17の 石器は第23層 上面から、No18、 No20、 No

21の石器は第24層上面から出土 した(第11図 )。 No19、 No22の 石器は第 6文化層にも合めて記載

してあるが、それは今回の調査範囲で、これらの石器の帰属文化層 を結論づける充分な資料が

得 られなかったことによる。

U18区 では第21層 を掘 り上げた段階で、第21-27間層がほぼ全面に分布 した。No24、 No27、

No28、 No30、 No31の 石器がこの層の上面から出土 した。No28を 除 く石器は区の中央からやや南

東寄 りにまとまって出土 した (第 12図 )。

第 3文化層 (第 27層 上面)

W19区 で確認 した。第24層 を掘 り上げた段階で、区の北西半分に第29層、第30層 が、南東半

分に第27層 が分布する。東寄 りには第31層 が見 え出 している。この面は区の北及び南東から南

西に向って緩かに傾斜 している。No32、 No33、 Nα34、 No35の 石器が第27層上面から出土 した(第

13図 )。

第 9文化層 (第 29層 上面)

W19区 で確認 した。第27層 を掘 り上げた段階で、区の北西部に第30層 、】ヒ西部 と南半部に第

29層 が分布する。No36、 No37、 No38の石器が第29層上面から出土 した (第 14図 )。

(31 各層の微起伏調査

第 1層 から第33層 の各層理面および段丘礫層面の微起状 を把握することを目的に、次の方法

で行った。

調査手段 として、刃先の直径10cmの ポス トホール型ハ ンドオーガーを用いた。台地 を横断・

縦断するように、東―西・南一北・北西―南東 と3本のラインを設定 し、その線上の22地点を

調査 した。第13図はその調査結果である。No 2・ 3・ 4・ 5,22の 土層柱状図は、 U18区 とW

19区の発掘調査 による層序である。試料の分析は基本層序 に基づいたが、それに該当しない層

には新たに番号 を付 し註記 した。ハ ンドオーガーによって採集される試料は、刃先によって“乱

した層"であることから細かい基本層 との対比は困難であるが、特に10層 および段丘礫層上面

は特徴的な層相 を持つことから、非常に有効であった。



調査結果から次のことが明らかとなった。

1.段丘礫層上面は巨視的に見てほぼ平坦である。 しいて言えば、

やや高 く、 U18区 。W19区近辺がほんの少 し低 くなっている。 さ

寄 りの西方部から東方部 に向かって しだいに低 くなってぃる。

2.第 10層 は段丘礫層面の微起伏 とほぼ同 じように堆積 している。

調査区の南半部と北西部が

らに調査区中央よりやや耳ヒ

S・ T-1

R-17区

14       15  16   ]ヤ     屯    19    20

第15図 旧石器調査区及びハンドオーガー調査地点



北西―南東ライン土層柱状図

第17図 北―南ライン土層柱状図

(4)旧石器の年代

今回の調査では、人山灰層中に第 1-9の文化層が確認されたが、第 6～ 9の文化層には約

2.5～3.5万 年前をさらに遡 る年代が与えられた。 3万年前を遡 る文化の存在について諸説があ

るがここでは芹沢氏の時代区分 (芹沢 1962)、 に従って述べる。

第 1～ 4の文化層は後期旧石器時代に属するものである。今から約 3万年前後の年代が与え

られる第 5文化層出土の石器は象」片 3点 にすぎないが、それらの形態には次の特徴がある。第

1に長さに対 し幅が広い。第 2に打角がやや大きく、背面に自然面を残すものがある。将来こ



第18図 西―東ライン土層桂状図

①

②

③

④

⑥

⑥

⑦

③

青灰色。粘性・ しまりがある。

雑色。  砂がまじる。

①、②は第16層 ～第20層 ?

赤っばい。しまりがなヽヽ。砂、礫が混 じる。

白っぽい。砂質シルト

③、④は24～ 25層 ?

白っぽい、一部赤い。粘性はやや強い。

⑤は31層 ?

上位は粘性強、下位にいくほど砂質。

風化礫がまじる。

黄tF」色(10Y R%)。 砂質シルト。

⑥、⑦は32層 ?

直径 5～ 8 cmの 礫、砂で構成される

再堆積層。

0          1

の時期の資料が豊富になれば、この石器の所属時代は自ずと決定されよう。第 6～ 9の 文化層

は前期旧石器時代に属する。石器はいずれも粘土、シルト質粘土、シル ト、砂層の層理面及び

一部層中から出土 した。石器と併出した礫 とは明確に区別される。というのは、石器の石材は

多様で、多くが礫と一致せず、礫は流水で搬入された円礫、亜円礫、風化の著 しい円礫である

からである。また、各層の微起伏調査から礫が自然の営力で破砕 されることも考えられない。

石器の出土量は総計30点 ときわめて少ないが、次の特徴がある。石器の内容から第 6～ 8の文

化層出土石器と、第 9文化層出土石器と二群に分けられる。前者には、背面の一部に自然面を

残す象J片、景J片素材のポイント、礫および剰片素材のチョッピング・ トゥール、スクレイパー、

チップ、石核、節理面を残 した礫・礫片を素材にした二次加工がある石器などがある。それら

には交互象U離技術や両極崇」離技法がみられる。後者には二次加工がある石器、象」片と礫片素材

の大形で重量のある楕円形石器がある。前者は断片的に報告されている中部ローム中に包含さ
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れていたとぃう石器群に類似 し、後者は早水台遺跡出土の石器に類似 している。

これらの石器の年代 を問題 にする時、この段丘礫層の形成時期がかかわって くるが、この段

丘礫層に関 して現在二つの考え方がある。即 ちこれを上町段丘の段丘礫層 (田 山 1933、 中川

他 1960、 1961)と するものと台ノ原段丘の段丘礫層 とするもの (中田他1976)と である。中

'‖

(1961)に よると、上町段丘は関東地方の武蔵野段丘面に対比 され、台ノ原段丘は下木吉段

丘面に対比 されている。町田・鈴木 (1971)に よれば、下末吉段丘面の形成時期 はフィッショ

ン・ トラックの年代測定により 12～ 13万年前とされ、また、杉原他 (1972)や町田・鈴木 (1971)

にもとづけば、武蔵野段丘面の形成時期は 5～ 10万年前と考えられている。今後山田上ノ台の

段丘礫層の堆積時期が決定 されれば、前期旧石器の年代も出土層準の位置からそれに近い年代

が与えられることが予想 される。
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Ⅶ.縄文時代の遺構 と出土遺物

今回の調査の結果、竪穴住居跡や土墳、竪穴遺構、埋設土器、遺物包含層などの遺構と、縄

文土器、土製品、石器、石製品などの遺物が発見された。

竪穴住居跡は、調査地区の南東部から南西部の台地周辺部に分布している。上娯は調査東区

のほぼ全域に見られるが、住居跡の分布に重複するか、その周辺、特に南西部に集中する傾向

がみられる。竪穴遺構は調査区北東部にあり、埋設土器は南半部に点在するが、東区西側遺物

包含層と重複するものも見られる。遺物包含層は調査東区西側、北側、西区の西側の 3ケ所で

検出されている。東区西側遺物包含層は調査地区ほぼ中央部に位置しており、遺跡内平坦部か

らやや北西方向へ傾斜する緩い斜面に形成されている。北側谷部遺物包含層は調査地区北東部

に延びる浅い谷部に形成されている。西区西側遺物包含層は西区中央部から西側へ広がってい

る。

以上のように縄文時代の遺構は、調査地区中央部の平坦部の東側から南西の周辺部に竪穴住

居跡が分布し、土墳群は南西部に集中するが、全体に分布し、竪穴遺構、埋設土器は調査区内

に散在し、北東部から中央部、南半部にかけて遺物包含層が形成されている。という分布状況

を示している。

しかし、調査西区では遺構確認調査のみで掘 り込み精査は一切行なっていない。そのために

本項では、西区確認遺構及び出土遺物は、一括して記載することとする。

また、縄文時代早期の上器群については、遺構の時期を反映するものと考えなければ判断さ

れないため、遺構から切 り離して一括して記載することとする。

出土遺物の註記表における、「出土層位」の項については、「○層」と記載されているもの及

び、「層 No.○」 と記載されているものがある。これは、前者については、遺物取 り上げの際の

記録に大別層名が記載されたのみで、細別層名が不明のもの、あるいは、大別層名が単層で、

細別されないものであり、後者については、同様に細別層名の記載があり、細別層が確認でき

たものである。

1.竪穴住居跡

縄文時代の竪穴住居跡は、38軒確認されている。このうち東区では22軒が確認され、掘 り込

み精査を行っている。この38群のうち、東区で 3軒、西区で 3軒の 6軒では、住居の炉跡のみ

が検出され、竪穴住居跡の平面プラン及び住居跡の施設については不明であるが、ここでは一

軒の住居跡として取 り扱った。

尚、住居跡番号の後の (  )内の名称は、調査時に呼称していた住居跡の旧名称である。



1号住居跡 (N-31b住居跡)

遺構の確認 :MoN-30・ 31に 位置し、24号 (N-31a)住 居跡の床面下で遺構西半部が確認さ

れた。住居跡が調査区外へ延びており、炉は調査区内で検出されず不明である。

重複・改築 :24号住居跡に切られており、本住居跡の方が古い。また、位置的に 4号濤との切

合い関係も考えられるが不明である。

規模 。平面形 :遺構の東側は、調査区外に延びており、全体の規模、平面形は不明であるが、

検出部分より径4.2m程度の円形を基調とした平面形であると推定される。

竪穴層位 :1層 しか残存しない。

壁 :第 5層 を壁 としている。 3～10cmが残存 している。床面から急な角度で立ち上がってい

る。

床面 :ほ ぼ平坦で堅い。全体に東側

に傾斜 している。第 5層 を直接床 と

しているか、掘 り方埋上の上面を床

としているかは、断ち割 り等の精査

を行なっていないため不明である。

周溝 :24号住居跡のピッ トに切 られ

ている著[分、及びピット6の部分を

除いてほぼ全周 している。幅20～ 40

cm、 深さ10～ 19cm、 断面形「 U」 字

形である。底面レベルは一定ではな

柱穴 :床面で 6個のピットが検出さ

れた。いずれも掘 り方のみで柱痕跡

は認められなかった。住居跡全体の

ピット配置が不明であるため、柱穴

となるピットは不明である。

遺物の出土状況 :住居跡堆積土中よ

り縄文土器、石器が出上 している。

またピッ ト2よ り石匙が出土 してい

る。

1号住居跡 (N-31b住居)土層註記表

'目

Ne 色

褐  7 5YR4/6

1号住居跡ピット

No 1 2 3 5 6

形状 楕  円 楕  円 円 橋  円 円 円

深 さ 37

第26図  1号住居跡
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第4表 1号住居跡出土土器破片集計表       第5表 1号住居跡出土石器集計表

芥 4El― 出 十備 炸 橋 十

体

部

A IX 4 4

B 15 15

C 21

分類― 出上位置 J子不責―十 ピット2 計

石        匙

ス ク レ イ パ ー 〕

二次加工のあるよJ片 1

剣  片 (チ ノブ含 ) 3

5 l 6

礫 4

4 4

合      計 9 10

第27図  1号住居跡出土土器



2号住居跡 (M-30住居跡)

遺構の確認 :L・ M-29。 30に位置し、第 4層上面で確認された。

重複 。改築 :53号・56号土墳に切られており、本住居跡の方が古い。周濤が 2条検出されてい

ること、柱穴に重複関係が認められること、炉が新旧の 2基検出されていることなどから、本

住居跡は拡張されたものであると考えられる。

規模・平面形 :長軸5,95m、 短軸5.28m、 円形である。拡張前の規模は、長軸9,00mm、 短軸473

mmの 円形であると推定される。

竪穴層位 :6層 に大別される。いずれも自然堆積である。

壁 :第 4層、第 5層 を壁としている。13～45cm残存している。床面から急な角度で立ち上がっ

ている。

床面 :堅 くしまっているが凸凹がみられる。床面レベルはほぼ一定である。住居跡東側から北

側では、掘 り方埋土上面を床面としている。西側では第 5層 を直接床面としている。この部分

では礫層が露出している部分がある。

周溝 :炉の部分を除いて全周している。また、住居跡西側を除いて 2条検出されている。外側

は、幅15～ 40cm、 深さ 7～25cm、 断面形「U」 字形である。底面レベルはほぼ一定である。周

濤内で10個のピットが検出されている。内側のものは、幅 8～25cm、 深さ5～ 10cm、 断面形は

「U」 字形である。底面レベルはほぼ一定である。周濤内より8個のピットが検出されている。

柱穴 :住居跡内より、炉を中心として34個のピットが検出された。いずれも掘 り方のみで柱痕

跡は認められなかった。柱穴としてピット47、 lo、 11お よびピット1、 6、 9、 12が考えられ、

前者は内側の周濤に伴う柱穴であり、後者は外側の周濤に伴う柱穴と考えられる。また、外側

の周濤に伴う柱穴に、ピット19、 32が組み合う可能性もある。ピットの規模、深さ配置等から、

ピット2、 5、 26、 27、 29、 33も 柱穴となり得る可能性がある。

2号住居跡ピット

No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

形状 円 橋  円 円 円 楕 円 楕  円 楕  円 円 楕  円 円 円

深 さ 19

No 13 15 19

形状 円 円 不  整 円 円 積  円 円 楕  円 楕  円 円 円

深 さ 12

No 23 27

形状 円 情  円 楕  円 楕  円 円 円 楕  円 円 楕  円 楕  円 円

深 さ 2 16 35 20

No 34

形状 円

深 さ
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第29図 2号住居跡



炉 :住居跡内より2基の炉が検出された。 1号炉が 2号炉を切っている。

<1号炉 >

(位置。方向)住居跡南東部に位置し、 2号炉を切って構築されている。掘り込みの端は住居壁

の一部 となっている。炉の長軸方向はN-30° 一Wである。

(規模・平面形)最大長265m、 最大幅160cmの グルマ形である。

(構造)土器埋設石囲部、敷石石組部、掘 り込み部からなる複式炉である。

土器埋設石囲部 。長さ65cm、 幅135cmである。径25cmの埋設土器のみが残存する。石囲部

分は破壊されている。掘り方中に石が 1個のみ検出された。掘り方先端部に土器片が埋設され

ており、埋設土器は複数であった可能性がある。

敷石石組部 。長さ75cm、 幅160cmである。底面及び側壁の下半部のみにしか石が残存せず、

石組部の平面形は不明である。住居跡床面より敷石底面まで深さは44cmである。

掘 り込み部・長さ125m、 幅150cmの 長方形である。掘 り込み部底面は住居床面 より30～

60cm低 く、敷石石組部との境 と住居跡壁際で浅 くなっている。

(使用痕跡)残存する敷石石組部側面及び底面の石は赤変しており、火熱を受けた痕跡がみられ

る。

(構築方法)炉全体の掘 り方に、土器埋設石囲部では土器が埋設されている。石囲部は破壊され

ているため不明である。敷石石組部では、埋上の上に石がのっている。底面の石の上に狽!壁の

石がのっている。側壁部分は残存するもので 2～ 3段に積まれている。破壊されているため、

それ以上の詳細は不明である。

<2号炉 >

(位置。方向)1号炉に切られている。住居跡中央部に位置している。本来は住居跡拡張前の壁

に達していたものと思われる。長軸方向はN-34°一Wである。

(規模。平面形)の残存部分の長さ120cm、 最大幅125cmの 楕円形である。先端部から内側の周

濤の推定ラインまでの長さは、3.15mである。掘 り込み精査を行なっていないため、その他の

詳細は不明である。

その他の施設 :住居跡床面を検出する段階で、住居跡北西部壁側に隅丸の長方形の上墳が検出

された。規模は上面で最大長75cm、 最大幅60cm、 底面で最大長85cm、 最大幅70cm、 床面から

の深さ87cmで ある。床面は平坦であるが、中央部に径20cm、 深さ15cmの ピットがある。底面

より25cm程のところに完形の深鉢形上器が、ころがり込んだような状態で出上している。この

土墳は、その出土土器の特徴から住居跡の時期よりも新しいものである可能性もある。

遺物の出土状況 :住居跡堆積土中及び住居跡内施設より、縄文土器、石器が出上している。堆

積中の遺物は、各層毎に取 り上げられておらず、各層に分けられなかったものを、堆積土中出



土として一括した。特に住居内土墳より深鉢形土器が、横位にころがり込んだ状態で出上 して

いる。その他に炉の埋設土器がある。

m

第30図 2号住居跡・炉跡



2号住居跡 (M-30住居)土層註記表

層 Ne 0 土   性 考

暗  褐  7 5YR3/3 風 化 141多 最 、 炭 化 物 I・

‐
微 最 、 火 山 灰 粒 少 羅 含 む

褐    7 5YR4/4 風 化 礫 多 量 、 炭 化 物 少 量 、 火 山 灰 粒 多 盈 含 む

暗  褐  7 5YR3/4

風 化 礫 少 III、 炭 化 物 少 量 、 火 山 灰 粒 多 量 合 む

策 優 褐 色 の ロ ー ム を 斑 点 状 に 含 む

褐    7 5YR3/4 炭 化 物 ・ 火 山 灰 粒 少 盈 含 む

風 化 礫 微 最 、 炭 化 物 粒 微 霊 、 火 山 灰 粒 微 量 に 合 む

風 化 礫 微 曇 、 炭 化 物 少 霊 、 火 山 灰 少 ユ 含 む

偶  loYR3/4 風 化 礫 少 量 、 火 山 灰 粒 少 量 、 炭 化 物 微 量 に 含 む

暗  褐  7 5YR3/3 風 化 X41多 盈 、 火 山 灰 粒 多 量 、 炭 化 物 多 量 に 含 む

風 化 礫 多 霊 、 火 山 灰 粒 多 霊 、 焼 上 少 量 台 む

褐  ioYR3/3 風 化 籐 微 量 、 火 山 灰 粒 少 五 、 燐 土 微 量 に 含 む

褐    7 5YR4/3 風 化 際 微 最 、 火 山 灰 粒 微 霊 、 炭 化 物 微 量 に 含 む

瘤尋    7 5YR4/6

風 化 礫 多 IEL、 火 山 灰 粒 少 盈 、 炭 化 物 少 量 含 む

風 化 礫 微 最 、 火 山 灰 粒 少 III、 療 化 物 少 量 含 む

褐    7 5YR4/3 火 山 灰 粒 、 炭 化 物 微 盈 に 含 む

風 化 礫 、 ロ ー ム ノ ロ ッ ク含 む

褐   loYR4/4
明 斎 褐  10YR7/6 褐 色 土 斑 点 状 、 炭 化 物 微 量 に 含 む

風 化 礫 微 最 に 含 む

にぶい黄褐 iOYR4/3 風 化 I.R、 炭 化 物 微 霊 に 含 む

風 化 BrF、 炭 化 物 少 量 含 む

2号住居炉跡土層註記表

風 化 礫 少 盈 、 炭 化 物 少 盈 、 火 山 灰 粒 少 量 含 む

風 化 礫 少 量 、 炭 化 物 多 数 、 火 山 灰 粒 少 量 、 焼 土 少 量 含 む

禍  10YR3/3 風 化 礫 微 量 、 廃 上 微 量 、 円 礫 微 量 に 含 む

褐    7 5YR4/ 風 化 F.e少 量 、 火 山 灰 粒 少 屋 、 炭 化 物 微 量 に 含 む

風 化 礫 少 量 、 火 山 灰 プ ロ ッ ク 、 炭 化 物 微 盈 に 含 む

火 山灰 粒 多量 、炭 化物 少量 、風化礫 少最 、暁 上粒 少 量 含 む

鶴    10YR4/6 風 化 礫 多 量 、 炭 化 物 少 霊 、 火 山 灰 粒 少 量 含 む

褐  loYR3/4

風 化 礫 、 炭 化 物 微 ゑ に 含 む

鶴    7 5YR4/4

2号住居跡第 1土壊土層註記表

層 No

鴨  7 5YR3/1 火 山 灰 粒 少 量 、 風 化 礫 少 量 、 炭 化 物 微 量 に 合 む

禍  7 5YR3/3 火 山 灰 粒 少 量 、 炭 化 物 少 量 、 風 化 礫 少 量 含 む
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第 6表 2号 住 居 跡 出 土 土 器 集 計 表

出上位置

分 類
堆積土 確認面 一

壌

第

土
炉

炉

確認面
埋設土器 周 濤 合 計

口

縁

部

A X 3 l 9

B

Ⅳ 3 3

Ⅵ 4 4

Ⅶ 1 ユ 4

C 5 2 7

J 計 0 0 3 2 4 0

体

　

　

部

A
X 2 2 3 7 2

� 11 l

B 4 6 1

C 4 l 7 5 1

」 計 3 2

底
部

IV 3 1 4

V 1 1

」 計 4 l 0 0 0 0 5

八
ロ 計 3 17 2



第 7表 2 号

出上位置

分 類

堆
積
土

確

認
面

第一土城
2層

炉
炉

確認面
埋設土器

石組部

敷 石
Pl P3 P4 P6 周 溝 ∧

日

石    鏃    い〕 1 l

石 匙 1 1 2

石 針 1 1

ス ク レ イ パ ー 1 l 1 3

二次加工ある制片 ] 2 3

微細禁U離痕ある禁」片 ユ 2 ] 1 2 7

片 (チ ッブ合 ) 4 1 1 4 1 1 l 1 1 1

月ヽ 6 4 I 6 2 2 1 ] 3 0 2 5

暦 製 石 斧 l 1 2

石 皿 1
1

′
Jヽ 1 l 0 0 0 0 0 3 0 0 1 3

凹 石 十 磨 石 ] I

」ヽ 0 0 0 0 0 0 0 3 1 0 0 l

珪 本 ] ]

礫 5 9 l 15

扁 平 際 1 ユ

焼 映 3 1 4 2 2

j 9 1 0 18 3 2 0 0 0 ユ 0

△
ロ 計 6 1 19 5 4 ユ 1 3 ユ

3号住居跡 (M-29住居跡)

遺構の確認 :M-28・ 29に 位置し、第 4層上面で炉だけが確認された。炉の周辺が削平を受け

ているため、住居明の規模、平面形、堆積上、壁、床面、周濤、柱穴等は不明である。

重複増改築 :54号土墳、 5号濤に切られており、本住居跡の方が古い。位置的に12号濤との重

複関係も考えられるが不明である。増改築は不明である。

炉

(位置・方向)住居跡内での位置は不明である。長軸方向はN-48°一Wである。

(規模 。平面形)最大長は212cmである。最大幅、平面形は攪乱のため不明である。

(構造)土器埋設石囲郡 敷石石組部、掘 り込み部からなる複式炉である。

土器埋設石囲部 。長さ45cm、 幅約60cmで ある。径30cmの 深鉢形の土器の体部を埋設し、

土器の周囲に二重に石を巡らしている。

敷石組石部 。長さ50cm、 幅は攪乱のため不明である。確認面より敷石底面までの深さは17

cmである。底部の敷石の上に側壁、奥壁の石がのっている。敷石と掘 り込み部 との境は一段高

くなっている。

掘 り込み部 。長さ117cm、 幅は攪乱のため不明である。底面のレベルによって 2つ に区画さ

れる。石組部寄 りの部分は確認面より底面までの深さは21cm、 反対側は12cmである。底面に

石が散乱しており、石組みが破壊されたものである可能性がある。
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3号住居跡 (M-29住居)炉跡土層註記表

色
=E         L

備 著

鶴  10YR3/3

騨妻    loYR1 7/1 多量 の 尿 化 物 を 台 む

暗  縄  10YR3/3

炭 化 夕 、 ス コ ツ ア を 少 最 、 焼 上 を 含 む

若 干 の 決 化 物 を 含 む

鶴    iOYR4/S
神尋    10YR4/4 砂 質 ン ル ト

炉 4瘤
暗  褐  iOYR3/4 砂 粒 を含 む

小 礫 、 砂 粒 を 多 握 に 含 む

考

深  a4・ 沈 線 文 ・ R鴫 文

炉 深  鉢 陸 線 文

炉 隆 線 文 磨 キ ∝弯)

上 製 円 盤

第40図  3号住居跡出土土器



(使用痕跡)埋設土器内部に炭化物が多量に含まれていた。埋設土器周囲及び敷石石組部奥壁か

ら底面にかけて赤変しており、火熱を受けた痕跡が認められる。

(構築方法)遺構の断ち割 り精査を行わず、現状のまま埋戻したため不明である。

遺物の出土状況 :炉内の堆積土中より縄文土器が出土している。

第 8表 3号住居跡出土土器集計表    第 9表 3号住居跡出土石器集計表

分類＼＼出上位置 炉 合 計

口
縁
凱

A IX l ]

BII l 〕

J 2 2

体

部

A IX 1 ユ

B 3 3

C 10

河ヽ  言「 14

合   計 16

分類 ＼ 出上位 置 炉

礫 2

2

4号住居跡 (M-28住居跡 )

遺構の確認 :M・ N-28に位置し、第 4層上面で確認された。

重複・増改築 :12号濤に切られており、本住居跡の方が古い。増改築は認められなかった。

規模・平面形 :南東部を濤によって削平されているが、長軸385m、 短軸3.60mの 円形を基調

とした平面形である。

竪穴層位 :4層 に大別される。いずれも自然堆積である。

壁 :第 4層、第 5層 を壁 としている。3～21cm残存している。床面から急角度で立ち上がって

いるが、周濤の途切れている部分は緩やかな角度で立ち上がっている。

床面 :ほぼ平坦で堅い。床面のレベルは住居跡中央部がやや低 くなっている。第 5層 を直接床

面としているか、掘 り方埋土上面を床面としているかは、断ち割 り等の精査をしていないため

不明である。

周溝 :住居跡北西部の一部 と炉の部分、削平を受けている部分を除いて全周している。幅10～20

cm、 深さ2～ 7 cm、 断面形「U」 字形である。底面レベルは、西側がやや高 く東側へ傾斜し

ている。周濤内で 5個のピットが検出されている。

柱穴 :住居跡内より8個のピットが検出された。いずれも掘 り方のみで柱痕跡は認められな

かった。柱穴 としてピット1、 2、 3ま たは 8、 4が考えられる。

4号住居跡ビット

No 1 2 3 5 6 7 8 9

形状 方 円 福  岡 円 楕  円 円 円 円 円

深 さ 9
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4号住居跡 (M-28住居)土層註記表
臓  位 層 亜 色

暗  褐  7 5YR3/4 炭 化 物 微 錘 、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク少 量

褐    ioY良 4/4 スコ リア少 量

小 礫 微 量 、 炭 化 物 少 盪

炉 3層 暗  褐  10YR3/Э

炉 4層

褐  7 5YR3/3 炭 化 物 微 量 、 ロ ー ム プ ロ ッ ク少 量

暗 小IEk、 ロームノロッタ少量

4号住居炉跡土層註記表

層   位 ±   14
暗 炭 化 物 及 び 若 千 の 擁 ■ と ス コ リア を 含 む

炭 化 物 及 び 暁 上 を 含 む

砂 質 シ ル ト 多 最 の 炭 化 物 及 び 若 千 の ■ne Sand含 む

炉 1,E耳 コ リア 尿 化 物 IIB礫 少 量

炉 2月野 褐    7 5YR4/4 着 千 の 炭 化 物 及 び ロ ー ム 粒 を 含 む

多 盈 の 炭 化 物 若 子 の 燒 上 rine Sand含む

∫Ⅷ 7Ⅷ且

縄′2

1つ
0博

注

ノ

イ

ｈ
∝m

爾   位 内 分  類 考

深  鉢

深  鉢 隆 線 烹・ 流 線 文 ・ 求」突 文

周  溝 隆 線 文・ 沈 練 文 ・ LRI.B文 磨 キ (横

隆 線 文・ LR縄 文 磨 キ (僚 )

深  然 降 線 文・ 沈 線 支・ LR縄 文

隆 線 文・ 不 明 縄 文 磨 キ (僚 )

隆 線 烹・ 不 明 縄 文 磨 キ (横 )

磨 キ (横 )

深  鉢 隆 線 文・ 沈 線 文 。とR縄文

深  鉢 隆 線 文 ・ 沈 練 文・ LR鶴 文

隆 線 文・ 流 線 文・ RL縄 文

第42図 4号住居跡出土土器・土製円盤



炉

(位置。方向)住居跡南側やや東寄 りに位置し、炉の端は住居跡の壁の一部になっている。炉の

長軸方向はN-17°一Wである。

(規模 。平面形)最大長197cm、 最大幅は94cmである。平面形はグルマ形である。

(構造)土器埋設石囲部、敷石石組部、石組部あるいは掘 り込み部からなる複式炉であると考え

られるが、埋設上器及び石囲部の先端部を残して破壊されており、掘 り込まれている部分の壁

面や底面に数個の石が散乱するのみであった。

土器埋設石囲部 。幅60cm、 長さは不明である。径25cmの深鉢形土器の体部を埋設し、土器の

周囲に二重に石を巡らしている。

(使用痕跡)埋設土器内部に炭化物が多量に含まれていた。掘 り込まれた部分の敷石石組部底面

と思われる部分から壁にかけて赤変しており、火熱を受けた痕跡が認められる。

遺物の出上状況 :住居跡堆積土中及び住居内施設より、縄文土器片、石器が出上している。堆

積土中の遺物は、各層位毎に取り上げられておらず、各層に分けられなかったものを堆積土中

出土として一括した。

|

H o           5           1ocm

長 X tt X 摩 (mm) 石  材 使  用  痕 備     考

磨 ― 両 面

第43図  4号 住居跡出土石器

第10表 4号 住居跡出土土器集計表         第11表 4号 住居跡出土石器集計表

今 麺
｀
＼ 出 十柿 音 炉 Pl 合 計

1

川、 計 n 1

店 m 1

′ト 計 0 1

癖 騨 1

1 ∩

∧
［ 計 l ク 3

今 輻
＼

＼ ‖ 十柿 音 Pl

口
縁
部

1 4

B

1 1

Ⅵ l 1

α

体
部

A 3 8 3

R 7 9

C

10 0 3

辰    都    V
l 0 0

計 1



5号住居跡 (L-29住居跡)

遺構の確認 :K・ L-28、 29に位置し、第 5層上面で確認された。

重複・増改築 :58号土墳と重複するが、上層の遺構であり、同じ面での切合い関係はない。

周濤が 2条検出されており、内側の周濤上に貼床が確認されていることにより、本住居跡は拡

張されていると考えられる。

規模・平面図 :削平されており、南東部には炉のみしか検出されなかった。残存部より長軸4.75

浮≧5400m

5号住居跡 (L-29住居)土層註記表

く

ド

粒

伍

―

―

―

―

惟

修

け

に

ビ

ド

2m

層  位 色 考

鶴    iOYR4/4 スコ リア、炭化物 少 最合 む

褐  10YR3/4 スコ リア、 炭化物 少量含 む

ス コ リア 少 量 含 む

周  溝 鶴

I日 周 溝 Hq tt 10YR5/6 粘 上 質 ン ル

褐    7 5YR4/4 粘 上 質 ン ル ロ ー ム 粒 少 量 含 む

暗  褐  iOYR3/3 粘 土 質 シ ル 炭化物 、 ロー ム粒 着干含 む

炉 1,電
褐  7 5YR3/2 多 量 の ス コ リア 及 び 炭 化 物 含 む

ス コ リア、炭 化物 含 む

炉 2層 明 黄 褐

連 設 主 謡 にお
“

ツト褐  5 YR4/4

褐    loYR4/6 スヨリア、おヽ醸を含む

多 量 の 砂 粒 、 小 礫 を含 む

5号住居跡



m、 短軸4.42mの 円形を基調とした平面形であると推定される。拡張前の規模は長軸4.25m、 短

軸3.55mの 円形を基調とした平面形であると推定される。

竪穴層位 :住居跡北西部にのみ確認された。 1層に大別される。自然堆積である。

壁 :第 5層を壁 としている。住居跡北西部にのみ、2～10cm残存している。床面から急角度で

立ち上がっている。

床面 :住居跡南東部は削平のため床面は残存しない。凸凹があり炉の北西部に凹んでいる部分

がみられる。全体的に堅い。残存部分では、内側の周濤で貼床が確認されていることから、掘

り方埋土上面を床面としていると考えられる。床面レベルは北西部が高 く、南東へ傾斜している。

周溝 :2条検出されている。外側の北部の一部 と削平部分を除いて全周している。床面との関

係より、内側のものが古 く外側のものが新しい。外側は幅16～34cm、 深さ7～30cm、 断面形は

「U」 字形である。周濤内で 7個のピットが検出されている。また、周濤内ピット8の西側に剣

0                1m

静

遣
ｇ

5号住居炉跡土層註記表
層   位 色 土   性 備

炉 I層
黒  褐  7 5YR3/2

偶    7 5YR4/3
明 黄 偶  2 5YR7/6

だ か い 赤 褐  5 YR4/4

鶴    iOYR4/6

黄  褐  10YR5/8

郷 り方 埋 ■ 鶴    ioYR4/6

第45図 5号住居・炉跡



恥

亀

ｐ

Ｍ
４ 湧 悦 覗

向
――

仏

時 席 ―習
∞

隆 線 文 ・ 沈 線 文 ・ RL縄 文

床 面 直 上 磨  キ

床 面 直 上

床 面 直 上 (穣 )

磨 キ (斜 )

磨 キ (糠・ 斜 )

磨 キ (標 )

隆 線 文 ・ 不 明 縄 文

磨 キ (僚 )

第46図  5号住居跡出土土器 (1)

綾θlヽ
0                           5 cm

第47図  5号住居跡出土石器



片が集中して検出されている。内側は幅13～40cm、 深さ 7～30cm、 断面形「U」 字形である。

周濤内で、 3個のピットが検出されている。外側、内側の周濤 とも底面はやや凸凹があり、レ

ベルは南側へ緩やかに傾斜している。

柱穴 :住居跡内より16個のピットが検出された。外側の周濤に伴う柱穴としてピット4、 5、

6、 7が考えられる。内側の周濤に伴う柱穴 としてピット1、 2、 3が考えられる。

伴 イ ¬ げ 下 下
」

許 T百 ~「 T当
OCm

5号住居跡ビット

No ] 2 3 4 5 6 7 8 9 10

形状 円 楕  円 円 楕  円 楕  円 橋  円 楕  円 円 円 円 楕円

深 さ 14 47 l]

NQ 13 14

形状 円 楕  円 円 円 楕  円 楕  円

深 さ

底   部

沈 線 文 。とR縄文 磨 ■ (横 )

磨 キ (横 )

炉 埋 設 上 器 内

深  鉢

第48図 5号住居跡出土土器 (2)



炉

(位置・方向)住居跡南東部に位置している。炉の端部は住居跡の壁の一部になっていると考え

られる。長軸方向はN-35° 一Wである。

(規模・平面形)最大長228cm、 最大幅115cmである。南端に近い部分は削平されており、残存

の平面形は楕円形である。

(構造)土器埋設石囲部・敷石石組部・掘り込み部からなる複式炉であると考えられるが、敷石

石組部、掘り込み部は破壊と削平のため、内部に石が散乱しているという状態であった。

土器埋設石囲部 。幅50cm、 長さは不明である。径29cmの深鉢形土器の口縁部の内部に、径

26cmの深鉢形土器の底部を入れ、土器を二重に埋設している。上器の周囲に石を巡らしてい

る。

敷石石組部・掘 り込み部・底面に石が散乱しており、敷石石組部と掘 り込み部の境は不明で

ある。

(使用痕跡)散乱する石に炭化物、焼上が混じっている。

(構築方法)炉全体の掘り方に、土器埋設石囲部では二重に土器を埋設し、周囲に石を巡らして

いる。その他の部分は不明である。

遺物の出上状況 :住居跡堆積土中及び床面、炉内より縄文土器片、石器が出土している。また、

炉の埋設土器がある。周濤内より剣片が40点貯蔵される形で検出されている。

第12表 5号 住居跡出土土器集計表         第13表 5号 住居跡出土土器集計表

分類 出ヽ上位劇 堆 積 土 耀 請 十 器 肉 合 計

石 饒 ∩

1

4

守七 ンフ41i l

′1、   ヨ‖ 7

藤

礫 3

∩ 4 0

合  計 2 5

芥麺 ＼ llI十 衛 床 面 直 ヒ 炉 守:鶴 閃 ハ
【

口

縁

部

A
l

B

l

] 2

4 0 8

体

　

部

A

1 3

6

3 ユ

B 6 7

C 0 6

計 0

合   計



6号住居跡 (K-28住居跡)

遺構の確認 :K・ L-28に位置し、第 5層上面で確認された。

重複・増改築 :62号土壊 。13号・ 14号濤に切られており、本住居跡が最も古い。周濤が 2条検

出されており、柱穴に重複関係が認められることにより、本住居跡は拡張されていると考えら

れる。

規模 。平面形 :住居跡南側及び東側は削平されており、炉のみしか検出されなかった。残存部

より長軸4.10m、 短軸3.95mの 隅丸の方形に近い円形を基調 とした平面形であると推定され

る。拡張前の規模は不明であるが、円形を基調とした平面形であると推定される。

竪穴層位 :住居跡北西部にのみ確認された。 2層 に大別される。いずれも自然堆積である。

壁 :第 5層 を壁 としている。住居跡北側及び西狽1に 2～18cm残存している。床面から急角度で

立ち上がっている。

床面 :住居跡南側及び南東側は削平のため、床面は残存しない。床残存部では凸凹があり、堅

い。 5層 を直接床面としているか、掘 り方埋土上面を床面としているかは不明である。一部礫

層が露出する部分がある。床面のレベルは北側が高く、南側へ傾斜している。

周溝 :二条検出されている。住居跡の削平を受けている部分を除いて全周している。内側のも

のは北側にのみ検出されている。外側は幅13～25cm、 深さ4～ 20cm、 断面形は「U」 字形であ

る。周濤内より4個のピットが検出されている。内狽!は幅15～ 30cm、 深さ8～ 30cm、 断面形は

「U」 字形である。周濤内に 5個のピットが検出されている。外側、内側の周濤とも底面はやや

凸凹があり、レベルは緩やかに南側へ傾斜している。

柱穴 :住居跡内より30個のピットが検出されている。ピット1、 2、 ピット9、 10、 ピット12、

13が重複しており、全て前者の方が切られている。外側の周濤に伴う柱穴として ピット2、 6、

12ま たは13、 15、 24が考えられ、内側の周濤に伴う柱穴 としてピット1、 9、 14、 25ま たは26

が考えられる。

6号住居跡ビット

No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

移 伏 楕  円 楕  円 円 円 楕  円 円 僑  円 楕  円 橋  円 精  円 情  円

深 さ 13 14 17 17 5

Nlo 13 14 19 21

形状 橋  円 稿  円 楕  円 円 円 不  整 円 橋  円 円 楕  円 円

深 さ 13

No 24

形状 円 楕  円 円 楕  円 円 円 円 円

深 さ 14 48



炉

(位置・方向)住居跡南東部に位置している。炉の端部は住居跡の壁の一部になっていると考え

られる。長軸方向はN-4♂ ―Wである。

(規模 。平面形)最大長は180cm、 最大幅は95cmで ある。平面形はグルマ形である。

(構造)上器埋設石囲部、敷石石組部、石組部からなる複式炉である。埋設土器及び敷石石組部

の境付近の石を残して破壊されている。この炉に用いられたと思われる攀大～人頭大の石が炉

の東脇に列状にまとめて置かれていた。

土器埋設石囲部・幅28cm、 敷石石組部 との境が明確でないため長さは不明である。径21cmの

深鉢形土器の体部を埋設している。土器の周囲に石を巡らしていたと考えられるが、石は残存

せず、土器の周囲に濤状に痕跡が残っていた。

+K
28

20

P5350m

翻
Ｐ３０

ぐ

可
Ｅョ
舘皇

床面残存範囲

29

硝賂

群 汚 帯 _ミ
ェ _、 昨 _m

6号住居跡 (K-28住居)上層註記表

考

褐    loYR4/4 若 千 の ロ ー ム 粒 含 む

褐    IOYR4/6 ロー ムプ ロ ック、皮 化物 台 む

暗  褐  IOYR3/3 砂 粒 台 ●・

ローム ブ ロ ック含 む

6号住居跡



敷石石組部・幅95cm、 土器埋設石組部 との境が明確でないため長さは不明である。楕円形

である。ほとんど破壊されており、底面に数個の石が散乱するのみである。

石組部 。幅90cm、 長さは65cmの台形である。敷石石組部 との境付近の壁面に石が貼 り付け

られているが、端部にはない。

(使用痕跡)埋設土器及びその周辺から敷石石組部奥壁にかけて赤変しており、火熱を受けた痕

跡が認められる。また、石組部底面及び側壁部 も火熱を受けており、ボロボロに赤変している。

(構築方法)炉の断ち割 り精査を行なわず埋め戻したため、不明である。

その他の施設 :住居跡中央部に石囲を伴うピットが検出されている。径40cm、 深さ20cmの円

形である。北側半分の上端部分に二重に石が残存している。埋設土器を抜き取った痕跡である

可能性がある。壁面が若千赤変しており、火熱を受けた痕跡と思われる。

遺物の出土状況 :住居跡堆積土中及び炉内より、縄文土器、石器が出上している。堆積土中の

遺物は、各層位毎に取り上げられておらず、各層に分けられなかったものを堆積土中出土とし

て一括した。また、ピット内より石器が出土している。

>

層 聴 色 土  性

鶴  iOYR3/4 ス ヨ リ ア 少 量 含 む

褐    7 5YR4/6
小 礫 、 焼 土 粒 、 多 量 に 含 む

小 礫 、 尿 化 物 含 む

暗  褐  7 5YR3/4 ス コ リア、炭 化物含 む

暗 赤 褐  S YR3/3 炭 化 物 、 焼 上 含 む

埋 設 上 器

ス コ リア、炭 化物 含 む

炭 化 物 合 む

6号住居炉跡
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第14表 6号住居跡出土器集計表

分類＼＼単上位置 堆横上 II・

j

合 計

に1率赤
=ト

Ⅳ 1

〕

1 2

体  部

A 3

B

C コ 9

13

底  部
]

2 3

3 4

=十
15

第15表 6号 住居跡出土石器集計表

うれお＼＼聖上位置 堆積土 Ｔ
郷

Pl P2 〈
ロ

石 餅 1

石 併 1

ス ク レ イ ノ` 一

二次 加 工 の あ る索1片 3 3

微率Ⅲより離 痕 あ る禁J片 3

`チ

ッブ合 4

∩ 0

凹 石 +敲 石

Jヽ 0 0 0

礫 1

棒 騨

0 0 2

l
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IE績主

堆 積 上 頁  岩

三衣カロエ あ る剣 片 堆 薇 土 真  岩

礫 石 器
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7号住居跡 (L-27住居跡)

遺構の確認 :LoM-27・ 28に位置し、 5層上面で確認された。

重複・増改築 :位置的に61号土境との重複関係が考えられるが削平のため不明である。周濤が

2条検出されており、内側の周濤上に貼床が確認されている部分があり、柱穴に重複関係がみ

られることにより、本住居跡は拡張されていると考えられる。

規模 。平面形 :住居跡南側及び南東部は削平されているが、長軸5.20m、 短軸4.90mの 隅丸の

方形に近い円形を基調とした平面形であると推定される。長軸方向と炉の方向が一致する。

竪穴層位 :住居跡南東部分は削平されている。 2層 に大別される。いずれも自然堆積である。

壁 :第 5層を壁としている。住居跡北半部に 3～20cm残存している。床面から急角度で立ち上

がっている。

床面 :ほ ぼ平坦で竪い。内側の周濤上に貼床が確認されていることから、掘り方埋土上面を床

面としていると考えられる。底面のレベルは、住居跡北側が高く、南側へ傾斜している。

周溝 :2条検出されている。外側は南部から南東部にかけて、内側は炉の両脇部分を除いて全

周している。外側は幅10～33cm、 深さ3～ 10cm、 断面形は「U」 字形である。周濤内に 2個の

ピットが検出されている。内側は、幅10～45cm、 深さ5～20cm、 断面形「U」 字形である。周

濤内に 6個のピットが検出されている。底面は、外側はほぼ平坦であるが、内側には凸凹がみ

られる。底面レベルはいずれも北から南へ緩やかに傾斜している。

柱穴 :住居跡内から21個のピットが検出された。ピット1、 2、 ピット3、 4が重複しており、

いずれも前者の方が切られている。外側の周濤に伴う柱穴として、ピット2、 4、 6、 19、 20

が考えられ、内側の周濤に伴う柱穴として 1、 3、 5、 8、 15が考えられる。

7号住居跡 (L-27住居)上層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1

1 暗 褐 色 7 5YR3/3 ル ト スコリア少量、炭化物傲量

2 黒 褐 色 7 5YR2/2 スコリア、炭化物少量、焼土微量

2

3 暗 褐 色 7 5YR3/4 ロームブロック、炭化物微量

4 暗 褐 色 7 5YR3/3 シル ト スコリア、ロームブロック、炭化物微量

炉

5 極暗褐色 7 5YR2/3 シル ト 炭化物、スコリア、小礫少量

6 極暗褐色 7 5YR2/3 ロームプロック少量、炭化物微量

周  溝

7 褐   色 5YR4/4 ロームブロック多量、炭化物微量

8 褐  色 7 5YR4/4 シル ト 赤褐色、スコリア少量、炭化物微量

9 暗 褐 色 7 5YR3/4 シル ト ローム粒、スコリア、炭化物微量

暗 褐 色 7 5YR3/3 シル ト

11 暗 褐 色 OYR3/4 細礫、微量

旧周溝

暗 褐 色 7 5YR3/3 シル ト ロームブロック少量

暗 褐 色 7 5YR3/3 シ,レ ト ローム粒少量

褐  色 7 5YR4/4 ロームブロック多量

暗 褐 色 5YR4/6 ロームブロック微量

暗 褐 色 7 5YR3/3 シル ト
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7号住居跡ピット

No I 2 3 4 5 6 8 9 10 11

形状 楕  円 楕  円 楕  円 不  整 円 円 円 惰  円 楕  円 円 楕  円

深 さ
13

No 12 13 17 18

形状 円 楕  円 円 楕  円 円 楕  円 楕  円 惰  円 橋  円 円

深 さ 11
11

炉

(位置。方向)住居跡南東部に位置している。炉の端部は住居跡の壁の一部 となっていると考え

られる。長軸方向はN-35°一Wである。

(規模・平面形)最大長228cm、 最大幅118cmである。平面形はグルマ形である。

(構造)土器埋設石囲部、敷石石組部、掘 り込み部からなる複式炉である。

上器埋設石囲郡 。長さ50cm、 幅55cmで ある。径32cmの 深鉢形土器を埋設 し、土器の周囲

に二重ないし二重に石を巡らしている。

敷石石組部・長さ65cm、 幅105cmの 長方形である。床面から敷石底部面までの深さは28cm

である。底面の石の上に奥壁及び側壁部の石がのっている。側壁部分の石は3段に積まれてい

る。敷石石組部 と掘 り込み部の境の部分には石が敷かれていない。

掘 り込み部・長さH3cm、 幅118cmの 長方形である。床面から掘 り込み部底面 まで30cmで

ある。掘 り込み部の中央は凹んでいる。敷石石組部 との境付近の上端には、 2個の石が検出さ

れ、それ′に並んでいた石が抜き取られているような痕跡もあり、石組みであった可能性 もある。

(使用痕跡)土器埋設石囲部の周囲は、石囲部から10～20cmの 範囲で赤変してお り、かなりの

火熱を受けた痕跡が認められる。また、敷石石組部にも赤変している部分があり、火熱を受け

た痕跡が認められる。

(構築方法)断ち割 り精査を行なわず埋戻したため不明である。

その他の施設 :住居跡中央部分、炉長軸の延長線上に、径16cmの 埋設土器が検出されている。

周囲には、火熱を受けて赤変している部分も見られる。土器の内部にも貼 り床されており、住

居跡拡張以前の埋設土器であると考えられる。

遺物の出土状況 :住居跡堆積土中及び床面、炉内から縄文土器、石器が出土している。堆積土

中の遺物は、各層位毎に取 り上げられておらず、各層位に分けられなかったものを、堆積土中

出土として一括した。
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第16表 7号住居跡出土土器集計表

分類
＼＼＼導上位置 堆積土 床  面 炉 合 計

口縁音I B
l

] 0 3

体  部

1

10 l 2

I XI 1

B 15

C

]

第17表  7号 住居跡 出土石器集計表

分類 ＼＼ 出土位置 堆積土 炉 周濤内 合 計

石 骸 lA) 3 3

ス ク レ イ ノヾ ― l と

二次加工のある劉片 ユ

微 細 剣 離 痕 あ るまJ片

剣 片 (チ ッブ含 )

芦 片

′Iヽ 計

礫 l

構 礫

5 0

計 4
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8号住居跡 (P-26住居跡 )

遺構の確認 :0・ P-25・ 26に 位置 し、第 5層上面で検出された。調査区内で最 も第 1層 (表

土)が薄い部分であ り、本住居跡は、堆積上、壁、床面が削平 を受けてお り検出されなかっ

た。

重複・増改築 :小濤状遺構に切 られており、本遺構の方が古い。位置的に12号濤及び 5号掘立

柱建物跡 との重複関係 も考えられるが、削平を受けている為不明である。増改築については、

認められない。

規模 。平面形 :周濤の残存部より、径 4～4.4mの 円形を基調 とした平面形であると推定され

る。

種      別 層  位 委誕 X tt X μ著(mm) 石   材 使  痢  疾 備    考

頁  岩

(2660)X(2035)X(700)

貢  岩

堆 機 上
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8号住居炉跡 (P-26住居)上層註記表

層 位 色

暗  褐  7 5YR3/3 焼土微 量 、炭 化物微 ゑ 、 ローム粒 多難 に含 む

尿 化 物 微 量 に 含 む

炭 化 物 多 基 、 風 化 礫 少 長 、 焼 上 少 量 含 む

褐    7 5YR4/4 炭 化 物 微 基 、 嵐 化 礫 微 最 、 ロ ー ム 粒 猛 点 状 に 合 む

第56図  8号住居跡・炉跡



周溝 :削平を受けており、住居跡南西部分及び炉の南側にのみ検出された。幅13～30cm、 深さ

7～14cm、 断面形は「U」 字形である。底面に凸凹はない。底面レベルは緩やかに南へ傾斜 し

ている。

柱穴 :住居跡の範囲内と推定される部分から9個のピットが検出されている。ピット1・ 4は

柱痕跡が確認されており、本住居跡の柱穴と考えられる。また、ピットの規模、配置等からピッ

ト7・ 8・ 9も 柱穴であると考えられる。

炉

(位置。方向)住居跡の南東部に位置しており、端部は住居跡の壁の一部になっていると推定さ

れる。長軸方向はN-50°一Wである。

(規模 。平面形)最大長183cm、 最大幅130cmである。平面形はグルマ形である。

(構造)土器埋設部、敷石石組部、掘り込み部からなる複式炉である。

土器埋設部・埋設上器は径約27cm程の深鉢形土器である。

敷石石組部・長さ60cm、 幅80cmの長方形である。確認面から深さは17cmで ある。底面の

石の上に奥壁、側壁及び、掘り込み部との境の部分の石がのっている。奥壁及び側壁では、偏

平な石を壁に貼り付けている。奥壁北側の石は崩れて落ち込んでいるという状況を示している。

掘 り込み部 。長さ9ocm、 幅130cmの 長方形である。南側に張り出している。掘 り込み部、

中央及び南、北の端にピットがある。また、北側際に石の抜き取 り痕跡 と思われるピットが

あり、石組があった可能′性がある。

(使用痕跡)埋設土器及びその周辺と、敷石石組部の底面から奥壁にかけて赤変しており、火熱

を受けた痕跡が認められる。

(構築方法)断ち割 り精査を行なっていないため不明である。

遺物の出土状況 :住居跡確認面及び、炉、周濤内より縄文土器片、石器が出上している。

8号住居跡ピット

陥 1 2 3 4 5 6 7 9

形状 円 楕  円 円 不 整 不  整 楕  円 円 円 不 整

深 さ 17

備考 柱痕有 柱痕有
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第18表 8号 住居跡出土土器集計表

出上位置

分 類
堆積土 炉 同  濤 合  計

口縁 部

A
Ⅱ 1

X 2

B

IV 1

Ⅵ ユ

Ⅶ ユ

月ヽ 討 2 2 2

体  部

A

IV 1 2

X 3

� ユ

� 5

B 10

C 4 3 7

刀ヽ 計 15 1

Ⅳ底 ユ 1 2

打ヽ 計 ユ 0 l 2

△
ロ 17 4

第19表 8号 住居跡出土石器 集計表

翠 堆積土 炉
第

炉

埋設土器
合 計

微細禁」離痕あるよ」片 1 2 3

劉 片 (チ /ブ 含) 3 1 4

5 1 7

礫 1 2

痛 平 礫 l

焼 礫 1

占「 3 l 0 4

言「 4 6 l



9号住居跡 (0-24住居跡)

遺構の確認 :0・ P-24・ 25に位置し、第 4層上面で確認された。

重複・増改築 :68号土墳に切られており、本住居跡の方が古い。66号、67号土墳を切っており、

本住居跡の方が新しい。増改築は認められなかった。

規模 。平面形 :長軸3.45m、 短軸3.35mの 円形である。

竪穴層位 :2層 に大別される。 2層中に多量の炭化物が含まれている。自然堆積である。

壁 :第 4層、第 5層を壁としている。5～15cmの 高さで残存している。床面から急角度で立ち

上がっている。

床面 :ほぼ平坦で堅い。第 5層 を直接床面としているか、掘り方埋土上面を床面としているか

は、断ち割 り等の精査をしていないため不明である。

十 P

24+lm

aaT

ドと5470m
昧 _津

…
_げ習

m阜

9号住居跡 (0-24住居)土層註記表

土   性 備 考

炭 化 物 、 ス コ リア 少 量 台 む

鵜  loYR3/3

炭 化 物 、 焼 上 粒 多 量 に 含 む

粘 土 質 ン ル

褐    10YR4/6

褐    7 5YR4/6 粘 圭 質 ンル ト

黄  褐  10YR5/B 粘 上質 シル

炉 1層

暗  鶴  10YR3/4 療 化 物 、 擁 土 含 む

暗  福  7 5YR3/4

暗 炭 化 物 含 む

炭 化物 多量 に含 む

9号住居跡



周溝 :住居跡を全周 している。

幅15～30cm、 深さ10～45cm、 断

面形「U」 字形である。また、

北側では、底面が段を形成 して

お り、10cm以上のレベル差 を

示している。その他の部分の底

面のレベルは、ほぼ一定である。

周濤内より11個のピットが検出

されている。

柱穴 :住居跡より■個のピット

が検出されている。いずれも周

濤内である。柱痕跡は確認 され

なかった。柱穴 として ピット

2、 3、 4が考えられる。

γ

可

遅

0    己            lm
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9号住居跡ビット

No 1 2 3 5 6 7 8 9 11

形状 円 楕  円 楕  円 楕  円 精  円 橋  円 楕  円 楕  円 楕  円 惰  円 円

深 さ 15 71

備 考 暗 褐 暗 褐 暗 褐

7 5YR3/3 7 5YR3/2 7 5YR4/3

シル ト シル ト ンル ト

炉

(位置 。方向)住居跡南側やや西寄 りに位置している。長軸方向はN-16°一Eである。

(規模 。平面形)最大長145cm、 最大幅85cmで ある。平面形はグルマ形である。

(構造)土器埋設石囲部、敷石石組部、石組部からなる複式炉である。

土器埋設部 。長さ35cm、 幅は石が抜き取られているため不明である。埋設土器は径20cmの

深鉢形土器の体部である。上器の周囲に石を巡らしているが、ほとんど抜き取られ 2個 しか残

存しなかった。また、埋設土器内部に 3個の石が落ち込んでいる。

敷石石組部・長さ55cm、 幅75cmの 台形である。床面から敷石底面までの深さは22cmで あ

る。奥壁 と石組部との境の石に、側壁部、底面の石がのっている。側壁部の石は 2～ 3段積まれ

ている。底面には、側壁部上部の石が崩れ込んでいるという可能性がある。

石組部・長さ55cm、 幅85cmの台形である。大形の石を壁面に貼 り付けている。石組部端部

の石は周濤にかかっている。床面から底面までの深さは18cmである。底面はほぼ平坦である。



(使用痕跡)埋設土器及びその周辺が赤変しており、火熱を受けた痕跡がみられる。

(構築方法)断ち割 り精査を行なっていないため不明である。

遺物の出上状況 :住居跡堆積土及び住居内施設より縄文土器、石器が出上している。堆積土中

の遺物は、各層位毎に取り上げておらず、各層に分けられなかったものを一括した。
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建郡勢(砲

底   部

堆 積 土 RLR縄 文

堆 僚 土 隆 練 文

堆FP4土 隆 線 文 ・ 沈 線 文・ 刺 突 文

堆 積 土 深  錯 隆 線 文・ 沈 線 文・ LR縄 文

堆 横 土 降 線 文 ・ 流 線 文・ LR縄 文

隆 線 文・ 沈 線 文 ・ 声」突 文

ナデ (績 )

堆 萩 上
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第21表 9号 住居跡出土石器集計表

争R鬼
ケし=フ  ィンこと」いヽ

聰ゴミ_、 _f弘＼ン`ユ

長 X幅 石  材 使  用  疾

第62図

第20表 9号 住居跡出土土器集計表

分類` 製垂圭生置堆積土 1層 炉 合 計

口縁部

A X 1 1

XI 1

B
WT 2 2

十 5 0 0 5

体  部

A

Ⅱ Ⅲ 1 1

l 1

2

X
B 1

C

ユ 1

,貢   害低   IW 1

合     計

今 幅 ＼`、 IP十 柿 詈 It茉盲十 3層 炉 L面 炭 層 周 達 内 合  計

万    餅    仏 ) 1 ]

ス ク レ イ パ ー ] 1

二 次 加 工 の あ る索H片 ]

微細 劉 離痕 あ る剣 片 3

飽 | 貯  `チ プ合 ) 3

井 片 1

0

凹 石 1

磨 石 十 敲 石 1

出   + 磨   石 1

0 0

路     イr     木 1

雛 礫 1 7

A 0 0

合      計 2 1 21



10号住居跡 (M-25住居跡)

遺構の確認 :LoM-24。 25に位置し、 4層上面で確認された。

重複・増改築 :85号、325号土娠に切られており、本住居跡の方が古い。また、位置的に11号住

居跡との重複関係が考えられるが、削平のため不明である。増改築は確認されなかった。

規模 。平面形 :長軸4.75m、 短軸4.70mの 円形である。

竪穴層位 :3層に大別される。いずれも自然堆積である。

壁 :第 4層、第 5層 を壁としている。7～39cmの高さで残存している。床面から急角度で立ち

上がっている。

床面 :ほ ば平坦で堅い。第 5層 を直接床面としているか、掘 り方埋土上面を床面としているか

は、断ち割り精査をしていないため不明である。

周溝 :炉の両脇部分と、削平を受けている部分を除いて住居跡内を全周している。幅20～ 40cm、

深さ17～ 30cm、 断面形は「U」 字形である。底面には凸凹が見られるが、底面レベルはほぼ一

定である。周濤内より9個のピットが検出されている。

柱穴 :住居跡内より14個のピットが検出されている。ピット3・ 4で柱痕跡が確認されている。

柱痕跡を確認した段階で掘り込みを中止しており、深さ等は不明である。他のピットでは柱痕

跡は確認されなかった。本住居跡に伴う柱穴は、ピット1・ 2・ 3・ 4と 考えられる。また、

ピット7・ 8も 可台ヒ
′
性がある。

10号住居跡ビット

No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 11

形状 円 不整方 不 整 惰 円 円 楕 円 円 円 橋 円 橋 円 楕 円

深 さ 42 34 37

備 考 褐  色 褐  色 柱  痕  有 柱  痕  有

7 5YR4/3 7 5YR4/3 褐  色 暗褐色 褐  色 暗褐色

7 5YR4/3 7 5YR3/4 7 5YR4/3 7 5YR3/4

ンル ト ル ト

No 12

杉 伏 円 楕  円 円

深 さ

備 考

炉

(位置。方向)住居跡南東部に位置しており、炉の端部は住居跡の壁の一部 となっている。長軸

方向は、N-60°一Wである。

(規模 。平面形)最大長220cm、 最大幅170cmである。平面形はグルマ形である。

(構造)土器埋設石囲部、敷石石組部、掘 り込み部からなる複式炉である。

土器埋設石囲部・埋設土器は抜き取られている。また、石囲部は南側の敷石石組部との境付

近にしか残存しない。埋設土器、石囲部の抜き取 りの痕跡は長さ53cm、 幅60cmで ある。床面



から底面までの深さは28cmで ある。

敷石石組部 。長さ55cm、 幅135cmの 台形である。奥壁部の石は残存 しない。床面から敷石

底面までの深さは、37cmである。底面の石の上に側壁の石がのっている。側壁の石は3～ 4段

積まれている。

掘 り込み部 。長さ112cm、 幅170cmの 台形である。床面から底面までの深さは23cmである。

底面は平坦であるが、壁際に濤及びピットがみられる。また、住居跡壁際に周濤の一部とも考

C
引

ド≧5470m

m

10号住居跡 (M-25住居)土層註記表
層 位 色 土   性

炭 化 物 、 ス コ リア 多 く含 む

編    7 5YR4/4 ス コ リア含 む

鶴    7 5YR4/6 ス コ リ ア 及 び 若 千 の 炭 化 物 含 む

褐    loYR4/6
にぶい黄褐  7 5YR4/3 粘 上 質 シ ル ト ロ ー ム 粒 多 く含 む

暗  褐  ioYR3/4

鶴    iOYR4/4 ロ ー ム 粒 (バ ンパ ン )多 く含 む

周  藩

煮  偶  iOYR5/6 ス コ リア 多 量

に ぶ い 黄 褐  10YR4/3

黄  褐  ioYR5/8 粘 上 質 ン ル ト 砂 粒 多 く含 む

10号住居跡



えられる張 り出し部分がある。

(使用痕跡)明瞭な使用痕跡は認められなかった。

(構築方法)断ち割 り精査を行なっていないため不明である。

遺物の出上状況 :住居跡堆積土及び炉、周濤内より縄文土器、石器が出上している。堆積土中

とした遺物は、各層位毎に取 り上げられておらず、各層に分けられなかったものを一括した。

A
ヽ

0                 1m

10号住居炉跡 土層註記表
層 位 考

炭 化 物 含 む

褐    7 5YR4/3 ロ ー ム 粒 、 療 化 物 含 む

ロ ー ム 粒 含 む

ロ ー ム プ ロ ッ ク含 む

偶     7 5YR4/4

碧    7 5YR4/4 燐 上 粒 含 む

鶴    7 5YR4/3 擁 上 を 多 鳳 に 含 む

褐    7 5YR4/6

第64図 10号住居跡炉跡
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第22表 10号 住居跡 出上土器集計表

ボ適＼＼＼聖上位置堆積土 1 層 炉 周 濤 合 計

口縁部

A

Ⅱ l l

□ l ユ

Ⅶ 1 ユ

X 6 4 1 11

B

I 4 1 5

Ⅳ 2 10

Ⅵ 1 2 3

Ⅶ 3 1

/1ヽ 計 4 1

体 割∫

A

Ⅱ 1 1

Ⅲ 1 2

Ⅳ 2

Ⅸ X ユ l

X 4 3

� 1 l

� 1ユ

B 3

C 3

」 計 8 4

底  部
Ⅳ ] l

V ユ l

」 計 2 1 0 0

pt 5 256

第23表 10号 住 居 跡 出 土 石 器 集 計 表

堆積土 ユ 層 2  帰雪 炉 周 濤 合 計

石 鏃 仏 ) 1 1

石 匙 1 ユ 2

捷 状 石 器 1 1

ス ク レ イ パ ー 1 5 6

二次加工のある劉片 2 1 3

微細剥離痕 ある劉片 1 ユ

剣 片 (チ ップ合) 4 2

計 1 0 3

石 l 1

/1ヽ 計 0 0 l 1

凹 石

凹 石 +磨 石 1 l

磨 石 l l

計 1 0 0 4

珪 木 1 l

礫 7 7 l ユ

痛 平 礫 1 3 4

焼 礫 l 2 2 〕 6

計 8 0 7 2

本
ロ 計 1 8 5



11号住居跡 (K-25住居跡)

遺構の確認 :K・ L-24・ 25に 位置し、 4層上面で確認された。

重複。増改築 :325号土壊に切られており、本住居跡の方が古い。また、位置的に85号土墳との

重複関係も考えられるが、削平のため不明である。周濤が二重になる部分も見られるが、住居

跡の拡張の痕跡かどうかの確認はできなかった。

規模・平面形 :住居跡北東部は削平を受けており、正確な規模、平面形は不明である。周濤の

残存部分より、径52～5.5mの円形を基調とした平面形であると考えられる。

竪穴層位 :削平を受けているため、住居跡南西部にのみ残存する。 1層に大別される。自然堆

積である。

壁 :住居跡西側にのみ残存する。第 4層、第 5層 を壁 としている。2～12cmの高さで残存して

いる。

床面 :住居跡北西部は平坦で堅い。住居跡北東部は削平されている可能性もあるが、その範囲

は確認できなかった。第 5層上面を直接床面としているか、掘 り方埋土上面を床面としている

かは断ち割 り等の精査をしていないため不明である。

周溝 :住居跡西狽J及び南側に残存している。西側では二重になる部分もみられる。幅14～35cm、

深さ4～18cm、 断面形は「U」 字形である。底面はやや凸凹がみられる。底面レベルはほぼ一

定である。周濤内より9個のピットが検出されている。

桂穴 :住居跡と考えられる範囲内より、12個のピットが検出されている。柱痕跡はピット7、

11、 12で確認されている。本住居跡に伴う柱穴は、ピット7、 12が考えられるが、他の柱穴は

不明である。

炉

(位置・方向)住居跡の南東部に位置している。炉の端部は、住居の壁の一部 となっていると考

えられる。長軸の方向はN-53°一Wである。

(規模 。平面形)最大長220cm、 最大幅120cmで ある。平面形はグルマ形である。

11号住居跡ビット



(構造)土器埋設石囲部、敷石石組部、掘 り込み部からなる複式炉である。

土器埋設石囲部 。長さ45cm、 幅65cmで ある。埋設土器は、径30cmの 深鉢形土器の体部で

ある。土器の周囲に石を巡らしているが、石は半分しか残っていなかった。

ドEと5450m

― ―

m

可
Ｅ８
ｓ

A

床面残存範囲

11号住居跡 (K-25住居)土層註記表

色 上   1■ 備

炉 2'霞
若 千 の 炭 化 物 、 ス コ リ ア を 含 む

褐    7 5YR4/4

偶    ioYR4/6 粘 上 質 ン ル ロー ム プ ロ ックを含 む

皓 上 質 ン ル ト ヨ リア を 多 量 に 合 む (2膨 よ り多 い )

偶 ・  7 5YR4/3 皓 上 質 ン ル

黄 褐  10YR5/6 ロー ム プ ロ ッ クを含 む

粘 上 質 シ ル

褐  10YR5/8

褐    7 5YR4/6
に が い 黄 褐  iOYR4/3

明 黄 禍  iOYR6/8 粘 上 質 ン ル

第73図  11号住居跡



敷石石組部 。長さ90cm、 幅120cmの 台形である。床面から敷石底面までの深さは38cmで あ

る。掘り込み部 との境部分では、底面には石はなかった。また、狽1壁部分の石も、先端に近い

半分では 3～ 4段積み上げられているが、掘 り込み部に近い方では、1段位しか残っていなかっ

た。

掘 り込み部・長さ85cm、 幅HOcmの長方形である。床面から底面までの深さは23cmで あ

る。先端に近い部分にピットがみられる。南側の壁面に 3個の石が確認されている。

(使用痕跡)埋設土器の内部に、焼土粒及び炭化物が多量に含まれていた。

(構築方法)断ち割 り精査を行なっていないため不明である。

遺物の出土状況 :住居跡堆積土中及び炉内より縄文土器、石器が出上している。堆積土中とし

た遺物は、各層位毎に取 り上げられておらず、各層に分けられなかったものを一括した。

5,oom為

せ

農

■号住居炉跡 土層註記表

色

着 手 の 炭 化 物 含 む

暗  褐  7 5YR3/4 炭 化 物 、 ス コ リ ア 含 む

褐  7 5YR3/3 若 千 の 炭 化 物 、 ス コ リ ア 含 む

炭 化 物 を極 め て 多 量 に 含 む

褐    ″5YR4/3 若 干 の 炭 化 物 を 含 む

褐    loYR4/4

第74図 11号住居炉跡
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第76図  11号住居跡出土石器

第24表 11号住居跡出土土器集計表       第25表 11号 住居跡出土石器集計表

分類＼゙ 上位置 堆積土 炉 合計

口縁部

A 3

1

Ⅶ l

f 1

5

体  部

A
TV 1

8 2

B
C

底 3

3 0

十

…

立置 堆積土 2層 炉 合 計

ス ク レ /パ ー ユ

二衆 加 Tの ス る妥H離 ユ l 1 3

剤  片 (チ ッ 1 3

/1ヽ 4 7

磨 石

計 0 0

礫 4 4 9

痛    平 1 l

艤 6

へ
間 5

12号住居跡 (K-24住居跡)

遺構の確認 :K-24に位置し、 4層上面で炉だけが確認された。炉の周辺が削平を受けている

ため、住居跡の規模、平面形、堆積上、壁、床面、柱穴等は不明である。

重複 :332号土境に切 られており本住居跡の方が古い。

炉

(位置・方向)住居跡内での位置は不明である。長軸の方向はN-20°一Eである。

(規模・平面形)最大長155cm、 最大幅125cmである。平面形はグルマ形である。

(構造)土器埋設石囲部、敷石石組部、掘 り込み部からなる複式炉である。

土器埋設石囲部・長さ30cm、 幅35cmで ある。埋設土器は、径25cmの 鉢形土器の体部であ

る。土器の周囲に石を巡らしているが、 4個の石しか残存しなかった。

敷石石組部・長さ75cm、 幅70cmの 長方形である確認面から敷石底面 までの深さは10cm

である。掘 り込み部 との境の部分の底面には石はなかった。

掘り込み部・掘 り込み部は東側を332号土墳に切 られているが、長さ50cm、 幅125cmの台形

である。確認面からの深さは15cmで ある。底面は南側が 5～10cm凹んでいる。南側の壁際に
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12号住居 (K-24住居)炉跡土層註記表
層 位 瘤 NQ

考

暗  褐  loYR3/4 力鷲化 ,勿

埋 設 土 器

膚   位 外 考

沈 線 文・ 不 明 縄 文 磨キ (横〉

第78図  12号住居跡出土土器

種      別 層  位 長  X 幅 × 厚 (mm) 重 量 (g 石  材 使  用  痕 備     考

2庸 真  岩

第79図 12号住居跡出土石器 (1)



ピットが 3個検出された。

(使用痕跡)埋設土器内部に焼上、炭化物が多量に含まれていた。

(構築方法)断ち割 り精査を行なっていないため不明である。

その他の施設 :炉の上器埋設石囲部東側に長軸47cm、 短軸41cm、 確認面からの深さ17cmの楕

円形のピットが検出されている。位置的に柱穴 とは考えられず性格は不明である。

遺物の出土状況 :住居跡確認面及び炉堆積土内より縄文土器片、石器が出上している。

0            5           10cm

糠      房」 膚  位 兵 × 帽 × 厚 (II) 重 量 (g) 石  材 使  用  療 備

礫 石 需

第80図  12号住居跡出土石器(2)

第26表 12号住居跡出土土器集計表 第27表  12号住居跡出土石器集計表

殻 炉 合 計

体  部

A
X 1 1

1 1

B

C 8 8

ハ
ロ 計

弾 確認面 炉 合 計

二次加工あるよ」片 ] ]

all 片 (チ ノブ含) ユ

/1ヽ 計 1 2

打 製 石 斧 1

/1ヽ 計 0 1

凹 石 1

/1ヽ 計 0 1

礫 1

扁 平 礫 1

焼 礫 l

」 計

ハ
ロ 計 1



13号住居跡 (M-23住居跡)

遺構の確認 :M-22・ 23に 位置し、第 4層上面で検出された。本住居跡は削平を受けており、

堆積上、壁、床面が検出されず不明である。

重複・増改築 :105号、160号、165号土墳に切られており、本住居跡が最も古い。107号、109号、

110号土渡と重複関係にあると考えられるが、直接の切合い関係は不明である。増改築について

は確認できなかった。

規模。平面形 :周濤の残存部より、径4.8～5.5mの 円形を基調とした平面形であると思われる。

周溝 :削平を受けており、住居跡北側から西側にかけてのみ検出された。幅20～ 85cm、 北側が

広くなっている。深さ4～30cm、 北側が深くなっている。断面形は「U」 字形である。底面は

ほぼ平坦で、底面レベルは西側から北側へ緩やかに傾斜している。周濤内で 5個のピットが検

出された。

Э        1        2m

鰍

第81図  13号住居跡
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第82図 13号住居炉跡

13号住居 (M-23住居)炉跡土層註記表

0                1m

層 位 層 NO 色 上   性 備 考

黒  褐  7 5YR2/2 自色粘上 を部 分 的 に含 む。 炭化物 、焼 上粒 及 び焼 上含 む

暗  褐  7 5YR3/3

暗  偶  10YR3/ ロ ー ム 粒 を 少 量 台 む

燐土粒 。 決化粒 、 ロー ム粒 を多無 に含 む

廃上粒 、 ロー ム粒 、災化物 粒 含 む

暗 榔  10YR3/3 炭化物 、 ロー ム粒 含 む

黒  褐 25Y2/1
偶    10YR4/4 六 小 の ロ ー ム 粒 含 む

炭化粒 、 ロー ム粒 をわ すか に含 む

賛  終  10YR5/6 ロ ー ム 粒 含 む

黒  鶴  10YR3/2

黄  褐  10YR5/6

13号住居 炉・埋設土器内堆積土土層註記表
土  性 備 考

炭化物 粒 多屋 に含 む

に ぶ い 黄 褐  iOYR5/4

朕 化 ∽ 層

黒  褐  10YR3/2 ローム を多量 に含 む

黒 褥  10YR3/2 炭 化物粒 わ ずか に含 む

縄  loYR3/3
をこぶ tゝ黄褐  10YRS/4
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腰   位 考

深  鉢 降 線 文 ・ 流 線 文 ・ LR縄 文 磨 キ (僚 )

隆 線 文 ・ 沈 線 文 磨 キ (横 )

陸 練 文 ・ 沈 線 文 ・ R聰 文 磨 キ (横 )

隆線文・ 沈4R文 磨 キ (僚 )

堆 IIti 深  鉢 隆 線 文・ 流 線 文・ LR縄 文

堆 械 土 沈 線 文・ LR縄 文

隆 線 支・ 沈 線 文 ・ LR縄 文 磨 キ (襟 )

堆 積 土 隆 線 文 ・ RL縄 文 磨 キ (僚・ 縦・ 斜 )

堆 III土

雑 棟 上

蛙ryti

雄 萩 土

第83図 13号住居跡出土土器・土製円盤



柱穴 :住居跡の範囲内と推定される部分から20個のピッ

ピット3・ 4が重複関係にあ り、それぞれ前者が古い。

は 5、 7、 9又 は10、 11又 は12、 15が考えられる。ピッ

卜が検出されている。 ピット1、 2、

本住居跡に伴 う柱穴は、ピット4ま た

卜15で柱痕跡が確認 されている。

13号住居跡ピット

No 〕 2 3 4 5 6 8 9 11

形状 円 精  円 円 円 円 円 円 円 円 楕  円 楕  円

深 さ 14 8

No 13 を4 15 16

形状 円 円 円 楕  円 僑  円 円 楕  円 楕  円 円

深 さ 17

柱痕有

炉

(位置 。方向)住居跡南西部に位置している。長軸方向はN-42°一Eである。

(規模 。平面形)最大長210cm、 最大幅100cmである。平面形はグルマ形である。

(構造)土器埋設石囲部、敷石石組部、掘り込み部からなる複式炉である。

土器埋設石囲部。長さ60cm、 幅60cmで ある。埋設土器は径27cmの深鉢形土器である。土器

の周囲に一ないし二重に石が巡っている。石の抜き取 り痕跡も検出されている。

敷石石組部。長さ85cm、 幅100cmの 楕円形である。敷石部底面には、焼土及び灰の層が堆積

しており、その上面を検出した段階で掘り下げは中止した。そのため、深さ等は不明である。

掘 り込み部。長さ60cm、 幅90cmの長方形である。165号土墳に切 られている。確認面からの

深さは約20cmで ある。底面中央に約20cmの凹みがある。端部に濤状の掘 り込みがある。南側

壁際に 3個の石が検出されている。石組の残存の可能性もある。

(使用痕跡)敷石石組部内部に焼土、灰の層が堆積している。

(構築方法)断ち割 り精査をしていないため不明である。

遺物の出土状況 :住居跡確認面及び炉内より、縄文土器片、石器が出上している。

層  位 長  X 幅  × 厚 (mm) 重 量 (g)

磨 製 石 斧

第84図 13号住居跡出土石器



第28表 13号住居跡出土土器集計表

堆積土 炉 合  計

醐雌
1 3

2

1

4

2 3
/1ヽ           言十 7 7

脚
鱗

3 2 5

12

3

8 9

底部トーー宇 1

1

計 0 2 2
人
ロ 計

14号住居跡 (N-21住居跡)

遺構の確認 :NoO-20・ 21に 位置し、第 3層、第 4層上面で確認された。

重複・増改築 :229号土墳に切られており、本住居跡の方が古い。増改築は確認されなかった。

規模・平面形 :長軸4.2m、 短軸3.8mの ほぼ円形である。

竪穴層位 i5層に大別される。いずれも自然堆積である。

壁 :第 3層、第 5層 を壁 としている。30～60cmの高さで残存している。床面から急角度で立ち

上がっている。ピットが壁面に掘 り込まれいる。

床面 :ほ ば平坦で堅い。第 5層 を直接床面としているか、掘 り方埋土上面を床面としているか

は、断ち割 り等の精査をしていないため不明である。

周溝 :炉及びその両脇部分を除いて、ほぼ住居跡を全周している。幅15～30cm、 深さ10～ 15cm、

断面形は「U」 字形である。底面には凸凹がみられるが、底面レベルはほぼ一定である。周濤

内より5個のピットが検出されている。

柱穴 :住居跡内より20個 のピットが検出されている。いずれも柱痕跡は確認されなかった。本

住居跡に伴う柱穴は、ピット1、 3、 4、 5が考えられるが、ピット2も 柱穴の可能性がある。

第29表 13号住居跡出土石器集計表

分類 ＼＼聖上位置 堆積土 炉 合 言|

石 匙 I

烈1 片 (チ ッブ 合 ) ユ 2

暦 梨 石 斧

」ヽ 十

礫 4

偏    平    構 l

焼 卒 1

2 6

計 6 |∩

14号住居跡ピット

No 1 2 3 4 5 7 8 10 11

形状 楕  円 橋  円 円 円 福  円 円 円 円 楕  円 楕  円 楕  円

深 さ 16

No 14 15 17 19

形状 円 円 橋  円 情  円 橋  円 楕  円 楕  円 楕  円 橋  円

深 さ 5 19 13 13 12
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第35図 14号住居跡

14号住居跡 (N-21住居)上層註記表
層 位 色 ■    1輩

褐    iOYR4/4 礫 多量

褐  7 5YR3/4 粘土 質 多量 、炭化粒 多量、礫 IP.k量 、焼 上粒

2層 よ り炭 化 粒 の 量 は 少 な い 。 粘 上 粒 多 数 で 2層 よ り社 が 刀 さヽ V

褐    7 5YR4/6 幣 土 粒 微 量 、 炭 化 粒

暴  褐  iOYR2/3 療 化粒微 量 、粘上粒 少量 、廃主 多量

褐    10YR4/ 粘 上粒 多量 、炭化粒 少亜

鶴    10YR4/6 粘 上 多 握

明 偶  10YR5/6 粘 上 粒 多 数 、 炭 化 粒 微 盈

褐    10YR4/4
暗  偶  7 5YR3/4 粘 土 質 ン ル ト 粘 上 粒 微 逮 、 災 化 粒 微 屋

暗  褐  7 5YR3/4 粘 土 質 ン ル 粘 上 粒 少 量

褐  10YR3/4 ロ ー ム プ ロ ッ ク整 点 状

ロ ー ム 粒 多 屋 に 合 む



炉

(位置・方向)住居跡南側やや東寄 りに位置している。端部の壁は住居跡の壁の一部になってい

る。方向はN-22°一Wである。

(規模 。平面形)最大長175cm、 最大幅100cmである。平面形はグルマ形である。

(構造)土器埋設石囲部、敷石石組部、掘 り込み部からなる複式炉である。

土器埋設石囲部・長さ45cm、 幅60cmの楕円形である。埋設土器は、径36cmの深鉢形土器

を埋設している。土器の周囲に一ないし二重に石を巡 らしている。

敷石石組部 。長さ65cm、 幅87cmの 台形である。破壊を受けており、奥壁、側壁の一部しか

石は残存しない。そのため床面から底面までの深さは不明である。

掘 り込み部 。長さ65cm、 幅100cmの長方形である。床面から底面までの深さは30cmで あ

る。底面はほぼ平坦である。側壁及び底面の敷石石組部 との境付近に4個の石がみられる。端部

壁際には、ピットが 2個検出されている。

(使用痕跡)土器埋設石囲部及び敷石石組部に残存する石は、赤変しており、火熱を受けた痕跡

が認められる。

(構築方法)掘 り方は、長さ185cm、 幅100cmの グルマ形である。炉全体の掘 り方に、土器埋設

石囲部では、土器が埋設され、埋上の上に石を一ないし二重に巡らしている。敷石石組部は破

壊を受けているが、残存している部分では掘 り方埋上の上に石がのっている。以上のことから、

炉全体の掘 り方を掘 り、土器を埋設し、敷石石組部の奥壁、側壁下部に石を施設し、その上に

石囲部及び敷石石組部上部に石をのせるという手順をとっている。敷石石組部底面の石の施設

については不明である。

その他の施設 :住居跡中央部やや北寄 りに、焼上のつまった浅い皿状の落ち込みが検出された。

規模は長軸53cm、 短軸37cmの不整な楕円形である。床面からの深さは7 cmである。床面から

壁面は赤変し、堅 くしまっており、火熱を受けていると思われる。地床炉の可能性がある。

遺物の出土状況 :住居跡堆積土各層及び住居内施設より、縄文土器、石器が出上している。土

器、石器 ともに堆積上の上層からの出土量が圧倒的に多い。特に上器は復元可能なものや、大

型の破片が多い。遺物は層理面に並んだ状態は認められず、層中に不規則に入 り込んでおり、

出土状況に規則性は認められない。本住居跡に伴う遺物ではなく、住居跡が半ば埋 まった段階

で入 り込んだものと考えられる。投棄されたものか、自然に流入したものかは不明である。ま

た炉の埋設土器がある。ピット13よ り象」片類が10数点貯蔵される形で検出されている。堆積土

中とした遺物は、各層位毎に取 り上げられておらず、各層に分けられなかったものを堆積土中

出土 として一括した。
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14号住居 炉跡土層註記表

層   位 色

担尋 10YR3/3 焼 上 、 ロ ー ム 粒 微 最 、 ス ミ多 m

褐    10YR4/4 ス ミ少 ユ 、 ロ ー ム 粒 少 量

掲  ioYR3/4 炭 化 77」 、 ロ ー ム 粒 微 量 、 焼 土 粒 ま ん べ な く

偶    7 5YR4/4 炭 化 物 微 量 、 ロ ー ム 粒 微 盈

褐    7 5YR4/3

暁 土 粒 微 盈 、 ロ ー ム グ ロ ッ ク、 炭 化 物

炭 化 粒 多 録 、七 ― ム メ ロ ッ ク 、ロ ー ム 粒 ま ん べ ん な く

偶  10YR3/4 療 化 粒 少 服 、 ロ ー ム プ ロ ッ ク で 埋 ま っ て る

炭 化 物 含 む

におitラト褐  5 γR4/4 粘 上 質 ン ル ト

粘 土 質 シ ル

掲    iOYR4/6 ロ ー ム 粒

褐  IoYR5/8 ロ ー ム 粒

14号住居 焼土遺構土層註記表
層   位 上   1と 考

暗 赤 褐  2 5YR3/4 廃 主 粒 ユ ん べ ん な く多 量 、 炭 化 粒 ま ん べ ん な く

赤    IOYR4/8 廃 上

種 暗 赤 褐  5 YR2/6 焼 土

赤  褐  5 YR4/8

第86図 14号住居 炉跡



0           5           10cm

考

隆 線 文・沈 線 文・ 単 節 多 縄 文・磨 キ 付 加 縄 文

炉 石 組 内

第87図  14号住居跡出土土器 (1)
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炉 ・ 石 組 内

rt線 文 ・ LR縄 文

深  鉢 流 線 丈・ 不 明 縄 文 磨 キ (糠

(れ紫

隆 線 文 ・ 不 明 縄 又

層Ne 5 深  鉢 隆 線 文 ・ 沈 線 文 ・ RLR縄 文 磨 キ (僚・ 縦 )

隆 線 文 ・ LR縄 文 磨 キ (横・ 縦 )

隆 線 文 ・ It練 文 ‐LR縄 文 磨 キ (僚 )

瘤No 5

層 No 5

第38図  14号住居跡出土土器 (2)
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内

膚 N95 Rと縄 文・ 磨 キ

深  鉢 隆 線 文 ・ LR縄 文

隆 線 文 ・ 沈 線・ RL縄 東・ 磨 キ

3'電

磨 キ (襟 )

磨 キ (横 )

降 線 文 ・ 沈 線 文

第89図 14号住居跡出土土器 (3)



‖班
Ｈ
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班Ⅷ

＼∈皮

〃
Ⅳ
晦に

陸 線 文 ・ 沈 線 文 ・ LRL縄 文 磨 キ

深  鉢 隆 t7R文 ・ 沈 線 烹 ・ LR縄 文 (僚 )

降 線 文・ 沈 4R文・ RL縄 文

2'霞 隆 線 文・ 流 線 文 ・ RL縄 文

2膚 隆 線 烹 ・ 流 線 文 ・ Rと縄 文 磨 キ (僚〉

隆 線 文 ・ 沈 線 文 ・ LR縄 文

深  鉢 磨 キ (横 )

第90図 14号住居跡出土土器 (4)
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甥 V 鵜 皮 0            5           10cm

隆 線 文 ・ 磨 キ (撤 )

僚 )

隆 線 文・ LR4.E文・ 磨 キ

ナ彎No 2 深  鉢 様 )

層 No 3 深  鉢 隆 線 烹

沈 線 文 ・ R聰 文

降 線 文 ・ 表」尖 文 ・ RL縄 文

第92図  14号住居跡出土土器 (6)
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底   部 分   類

1'建 ヨ 深  鉢 Lt線 文・ RL縄 文

隆 線 文・ LR縄 文 磨 キ (横 )

隆 篠 菜 磨 キ (横 )

1層 磨 キ (横・ 斜 〉

1,習 降 線 文 ・ 沈 線 文・ RL縄 文 磨 キ (横 )

1層 隆 線 文・ 流 線 文・ LR縄 文

1層 深  鉢 隆 線 烹・ 流 線 文 ・ LR縄 支

隆 線 菜・ 沈 線 文 ・ LR縄 文 磨 キ (横 )

降 線 文 ・ 沈 線 文 磨 キ (僚 )

1'雷 深  鉢 隆 線 文 ・ 沈 線 支・ LR縄 文 磨 キ (襟 )

1庸 隆 線 文 ・ LR縄 文

力」突 文 磨 キ (僚 )

隆 線 文・ 沈 練 支 。とR縄文・ 磨 キ 磨 キ (僚 )

1層 隆 線 文・ LR縄 文 磨 キ (榛・ 斜 )

磨 キ (横・ 斜 )

第93図  14号住居跡出土土器 (7)
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1層 RL終文

1層 磨 キ (横 )

隆 線 文・ 沈 線 文 ・ RL縄 文

隆 線 文 ‐束J突 文

堆 穣 土 隆 線 文 ・ 沈 線 文 ・ LR縄 文 磨 キ (横 )

堆 棋 土 深  鉢 隆 線 文・ 沈 線 文・ LR縄 文 磨 キ (僚 )

深  鉢 隆 線 文 ・ 沈 線 烹・ LR縄 文

流 線 又 ・ LR縄 文

隆 線 文・ 沈 線 文・ LR縄 文

堆 様 土 RL縄文

深  鉢 磨 キ (横 )

RL縄文・ ナ デ

RL縄文・ 磨 キ 磨 キ (縦 )

第94図  14号住居跡出土土器 (8)
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LR縄 文 ・ ナ デ

良L縄文・ 磨 キ 底 部 に 粘 上 が 付 着

第95図 14号住居跡出土土器 (9)
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石 核 ItFIt土 焼 けて い る

磨 製 石 斧 整 積 上
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第100図  14号住居跡出土石器 (4)
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第102図  14号住居跡出土石器 (6)
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第30表 14号 住 居 跡 出 土 土 器 集 計 表

希＼処 置lIIぼ 趾 U聴 2 Vヽe3 を聴4 軒聴5 好聴F V聴 8 留h9 暫Ⅵ10
tF

l留

″
2思

″
組

lF

理設土林
副占 合 i

1

出

3 1

B

1 1 21

]

|

ヽ

C

J 27 8 0 3

A

E 3 9

□

」

1

|

X 3 2 | 〕

�

ハ

B ,1 2 9 50

C F0 3( 18 8 10 6 3 ′ F

引 言I 21 72 28 1 〕

に

　

部

I

こ

Ⅳ |

も | 1

」 測 2 3

剖 151

第31表 14号 位 居 跡 出 土 石 器 集 計 表

隠 堆憤土 1唇 2婚 層No 3 層N04 3留 唇N95 婚N06 督陥 7 婚N08
炉

確認面

炉

1唇
炉

石 組
P l 周 滞 合 言|

石 2 2

避  状  石  器 1

ス ク レ イバ 1 2 3

二次加工のある劉片 1 3 1 1 6

踊田劉離痕のある剖片 8 7 2 1 21

ボ  イ  ン  ト 1 ユ

核 3 1 1 5

剣  片 (チ ノブ合) 3 J 3 1 2 〕 1 2

人 を う 1す た素」片 ユ 2 3

片 1 3

川ヽ 計 18 7 7 1 2 〕 0 0 1 1 0 0 1 3 75

匿 製 石 斧 1 ]

石 皿 3

月 計 4 0 0 0 0 0 5

凹 石 2 ] 3

凹 石 十 磨 石 1 〕 2

磨 石 3 I 4

暦 石 +敲 石

イ 計 6 0 〕 1 0 0 10

加 工 痕 無珪 化 木 1 1 2

礫 8 6 2 3 2 1 ! l 1 1 ! 27

扁 平 礫 8 2 2 12

鮮 礫 1 1 1 1 I 1 6

計 8 2 0 4 5 0 47

●l 26 10 8 6 2 2 2 1 2 2
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15号住居跡 (M-21住居跡 )

遺構の確認 :MoN-20。 21に位置し、第 4層上面で確認された。

重複・増改築 :155号 、156号、157号、269号、273号土墳に切 られており、本住居跡が最も古い。

増改築は確認されなかった。

規模・平面形 :長軸は155号土墳に切られているが、約5.70mと 推定される。短軸は525mの ほ

ぼ円形である。

竪穴層位 :5層に大別される。遺物が多量に含まれている。自然堆積であると思われる。

壁 :第 4層、第 5層 を壁としている。8～35cmの高さで残存 している。床面から急角度で立ち

上がってぃるが、一部緩やかな部分もみられる。

床面 :第 5層を直接床面としているか、掘り方埋土上面を床面としているかは、断ち割 り等の

調査を行なっていないため不明である。炉の周囲に部分的に偏平な石を敷いた敷石部分がみら

れる。石と石の隙間は小さな石で埋められている。敷石部分以外の床面はほぼ平坦で堅い。

周溝 :床面を検出した段階で精査を中止しており、確認していない。

柱穴 :床面を検出した段階で精査を中止した。その段階で検出された 8個のピットを調査し、

その他のピットは確認していない。全て柱痕跡は確認されなかった。本住居跡に伴う柱穴は不

明である。

15号住居跡ビット

NO 1 2 3 6 7 8

形状 不  整 楕  円 橋  円 円 楕  円 円 円 円

深 さ 25 12 11

炉 :上面を確認した段階で掘 り込みを中止したため、炉の構造や使用痕跡、構築方法等の詳細

は不明である。

(位置 。方向)住居跡中央部の南寄 りに位置している。長軸方向N-4°一Wである。

(規模 。平面形)石組内部の規模・平面形は最大長125cm、 最大幅70cmの長方形である。

その他の施設 :住居跡北東部、住居跡壁より約65cmの ところに径約30cmの埋設土器が検出さ

れている。確認のみで精査は行なっていないため、詳細は不明である。

遺物の出土状況 :住居跡堆積土各層から、多量の上器、土製品、石器が出土している。特に 2

層、 4層からの出土量が多い。土器とともに石器の出土量も多 く、他の住居跡 と比較して、特

異な出土状況を示している。出土土器は復元可能な個体や大型破片が多い。廃棄した住居跡に

一括して投棄されたものであると考えられる。また、ピット4か ら象」片が 7点貯蔵される形で

検出されている。堆積土中とした遺物は、各層位毎に取 り上げられておらず、各層に分けられ

なかったものを一括した。



Al歩

15号住居跡 (M-21住居)土層註記表

ノ

ロ

関

脚

脚

搬

鰍

脈

胤

甘

μ

ヨ
阜

ドと5530m

0        1        2m

層 No 色 土  性

暗 鵜  10YR3/3 炭 化 粒 微 量 、 風 化 礫 1点、 円 礫 微 握

福  7 5YR3/4 炭 化 粒 少 量 、 焼 上 少 ゑ 、 円 礫 微 握

褐  7 5YR3/4 焼 上 粒 少 量 、 炭 化 粒 少 最 、 ロ ー ム 斑 点 状 微 量

焼 土粒 少錘 、炭 化粒 微 量 、風 化 礫 粧 少 最 、

炭 化 物 を 中 心 と し ノ ロ ッ ク を 形 成

煽磁 留島 ユOYR2/3 炭 化 粒 で 全 体 を 纂 偶 色 化 、 風 化 礫 少 盈 、 焼 工 多 霊

暗 褐  7 5YR3/4 決化粒 少最 、擁 土 微 霊

極明鶴  7 5YR2/3 炭 化粒 で全体 を暗 色 化 して い る、燐 上 多霊
褐    7 5YR4/6 粘 土 質 シ ル ロー ム プ ロ ック合 も

第103図  15号住居跡
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層  位 タト 内   面 底  部 脩  考

層 No 9 隆 線 菜・ 沈 線 菜・ 弁」条 文・ Rを縄 文・ 磨 キ 磨 キ・ (縦・ 僚 )

層 No 9 深  鉢 降 線 文・ 沈 線 文 。RL鶴 文・ 磨 キ 磨 キ (襟 )

第104図  15号住居跡出土土器 (1)
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沈 線 菜 ・ R終糸 文

沈 線 支 ・ 飛燃 糸 文 磨 キ (横 )

'穏

Ne 9 磨 キ (憐 )

庸 唖 9

隆 rvtt文 ・ 沈 線 文 ・ LR縄 文
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層   位 備       考

層 Na 9 深  鉢 降 線 烹・ 流 線 文 ・ 条 線 文 磨 キ (横・ 斜 )

層醜 9 深  鉢 隆 線 文・ 流 線 文 。R聰 文 磨 キ (僚・ 斜 )

降 線 文・ 条 線 文・ L縄文・磨 キ 磨 キ (縦・ 横 )

第108図  15号住居跡出土土器 (5)
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深  鉢 隆 4R文・ 7rt糸 文 ナ デ (横 )

深  鉢 隆 線 支・ L撚 糸 文

第109図  15号住居跡出土土器 (6)



１

３
4

Cm

内 底   部 Z/J・  類

隆 線 文 ・ LR縄 文・ 磨 キ 磨 キ (縦・ 僚 )

流 線 文・ LR縄 支

沈 線 文 ・ LR縄 文

RL縄 文 磨 キ (接 )

第110図  15号住居跡出土土器 (7)
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第113図  15号住居跡出土土器 (10)
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著

2'雷 櫛 歯 文

隆 線 文・ RL縄 文 磨 キ (榛 )

隆 線 文 ・ 沈 線 文 ・ RL縄 文

隆 線 文 ・ 沈 線 文 磨 キ (練〉

磨 キ (糠 )

第114図  15号住居跡出土土器 (11)
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第¬5図  15号住居跡出土土器 (12)



繕
孵
脳
翻
躙
棚
岬
舶

′

傍
5

日
日
Ｈ
Ｈ
咽

件T¬TT¬_卑_「T¬FTム
OCm

層   位

層 No 8

深  鉢 降 線 文 ・ RL縄 文 磨 キ (様 ‐斜 )

隆 線 文 ・ 沈 線 支・ LR縄 文

層 No 6 隆線文・ 差」突文・橋状把手

隆 線 文 ・ 沈 線 文 ・ RL縄 文

第116図  15号住居跡出土土器 (13)
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深  鉢 磨 キ (審府)
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Ⅷ〃
Ｖ

３

Ｈ
日
Ｈ
口
Ｈ
Ｈ
咽
‐２

け

何
＝
ｌｌ
耐
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ｕ
８

聞
日
日
口
日
日
嘱
１０

内

Ⅳ

頌

嘘

沖
〃
札

督
彗 部 奪

タ

イ

11

静静′8

，

‐４

Ocm

島

ｈ

灯
‐７

深  鉢 隆 線 文・ 沈 線 文 ・ 痺」条 文

降 線 文 ・ RL縄 文

隆 線 文 ・ LR終 支

隆 線 烹 ・ 沈 線 文 ・ 不 明 縄 文 磨 キ・ ナ デ (榛 )

沈 線 文・ とR縄文

深  鉢 隆 線 又・ 沈 線 支・ RL縄 菜 磨キ (横〉

磨 キ (縦 )

隆 線 文 ・ 沈 線 文 ・ R縄文

隆 線 文 ・ 沈 線 文 ・ RLi.E文

第124図  15号住居跡出土土器 (21)



3

に 班

１

８

サ

ｂ

日
―Ｉ
Ｈ
け

解ガ

Ⅳ

吼

Ｌ

，

４

穏も
11

0             5            10cm

2層 深  鉢

隆線 文・沈線 支・束J尖 文・ R撚糸 文

磨 キ (僚・ 縦 )

隆 線 文・ LR縄 文

隆 線 菜・ 沈 線 文 ・ LR縄 菜

第125図  15号住居跡出土土器 (22)



1

葦

ギ
・

Ｔ“群い，
イ
゛
■

叶牛
■
　

・́「
∴
・↓報

一V

7

聯 フ
7

７
牡

0             5            1ocm

層   位

沈 線 文

求J突 文・ 穿 ■

2層 磨 キ (横 )

隆 線 文 ・ R撚糸 文

第126図 15号住居跡出土土器 (23)



鷲ごv
1

璽諄7
4

鱒 〉馨夢鞠
6

苺
謝
爛
鞘
酬
岬
湖
嶋
胡
螂

爛
瑚
躙
醜
熙

―

0           5           10cm

… …

隆 線 文 磨 キ (横 )

磨 キ (横 )

層 Nα 2 磨 キ (横 )

隆 線 文 ・ 沈 線 支

隆 線 文・ 沈 線 文 ・ R撚糸 文

隆 線 文・ 束」突 文 磨 キ (横 )

深  鉢 隆 線 文・ 力」突 文 ・ L縄文 磨 キ (横 )

隆 線 文・ 斎」尖 文・ R撚糸 文

沈 線 文・ LR縄 烹

′穏N92 沈 線 文 ・ R撚糸 文 ・ 磨 キ

第127図  15号住居跡出土土器 (24)



１

４

７

９

Ｔ

８
潤 ぽ

Ｙ

７

翻
軸

o             5            10cm

―

  
―

r―

―
―

|

流 線 文・ R燃 糸 文 ・ 磨 キ

流 繰 文 ・ LR縄 文

沈 線 文 ・ R醒 文

沈 線 文 ・ LR縄 文 磨 キ (僚・ 斜 )

沈 線 文 ・ LR縄 文

深  鉢 流 線 文・ RL縄 文

流 線 文 ・ RL縄 文

第128図  15号住居跡出土土器 (25)



謂
¶
――

肌

騨 I呼
'iミ

iギ

７

８
一♂

‐２

一！

６

７

５

可
――
仏

轟

耕V
ll

卸

綱 18伴 眸 ¶ 陣

一Ｆ

お

層 Ne 2 沈 線 文 ・ LR縄 文

沈 線 文 ・ R然糸 菜

深  鉢 沈 線 文・ R撚糸 文

沈 線 文・ LR縄 文

暇 N02 深  鉢

RL鶴 文 ナ デ・ 磨 キ (横・ 縦 )

と撚 糸 文

網 目状 燃 糸文 (R) 磨 キ (横・ 斜 )

第129図  15号住居跡出土土器 (26)



馨¶諄7 Ⅷ7mv簿案攣マ
2

`ゞ

8

９′
0           5           1ocm

|｀|― :〔

斡移

底     吉F

磨 キ・ ナ デ (横 )

確 認 面

隆 線 文・ LR縄 文 磨 キ (榛 )

深  鉢

沈 線 文 ・ RLR縄 文・ 磨 キ

沈 線 文 ・ LR縄 文

第130図  15号住居跡出土土器 (27)



Γ

９

′

８

‖Y
2

轟蚕寮汀
5

0             5

…

下 十 下 可 I「引

ヅ

２

〆

７

席

為

Ｉ

Ｈ

1層 隆 線 文・ RL縄 文

隆 線 文・ 流 線 文

隆線文・沈線■・ LR縄文 磨 キ (横・ 縦 )

確 認 面 磨 キ (僚 )

隆 線 支 ・ LR縄 烹

隆 線 文 ・ 沈 線 文 ・ L撚 糸 文 磨 キ (横

磨 キ (榛・ 縦 )

磨キ (4H)

准 積 上 磨 キ (襟・ 縦 ・ 斜 )

隆 篠 文・ 沈 線 文 ・ RL撚 糸 文

隆 線 文・ LR縄 文 磨 キ (横 )

隆 線 文 磨 キ (構 〉

監rrri 磨 キ (襟 )

第131図  15号住居跡出土土器 (28)



埋藝謬Ы
層   位

傭

1膚 隆 線 文・ 力」突 文・LR縄 文・磨 キ 磨 キ

整 襟 土 隆 篠 文・ R撚糸 文

降 線 文・ 沈 篠 文・ RL縄 文

深  鉢 磨 キ (襟 )

確 認 面 沈 線 文 ・ 刺 突 支 ・ LR縄 文

唯 積 土 流 線 文 ‐撚 糸 文

第132図  15号住居跡出土土器 (29)



胃

窺

Ｗ
‐ｌ
ｔ‐
３

可

８

戸

エ

外

1,膏 深  鉢

確 認 面

沈 線 文 ・ 燕」共 支

確 認 面 沈 線 文 ・ LR縄 文

磨 キ (横・ 縦 )

磨 キ (横 )

堆TA上

隆 線 文・ R聰 文

堆Vk■ 磨 キ (族 )

第133図  15号住居跡出土土器 (30)



層   位 内 た章   音卜 備

隆 線 文・ 磨 キ 磨 キ (構 )

隆 線 文・ RL縄 文・ ナ デ

隆 線 文・ LR縄 文・ 磨 キ

第134図  15号住居跡出土土器 (31)



』

7

5

略 T雪上下可~「Tttμ
m

瘤   位 内 ′占   吉「

網 代 痕

3層 磨  キ 磨 キ (横 )

磨 キ (構 )

堆 機 上 深  鉢 ナ デ (僚 )

堆 機 上 深  鉢 磨 キ (横 )

層 N92 ナ デ (横 )

LR縄文・ ナデ

第135図  15号住居跡出土土器 (32)



1

4

阿日   朗
14                    15

lC「掛� ワ 試 9可
0            5           10cm

内 底 分   親 備 考

准 積 上

堆 穣 土 深  鉢 (僚 )

層 吼 5 深  鉢 (横 )

瘤 No 6 漆  鉢 細 代 痕・ ナ デ

ナデ (横 ) 細 代 痕

嵯 積 土 磨 キ (横 )

3層 深 alr

層 Nd 6 深  鉢 磨 キ (僚 )

深  鉢 磨 キ・ ナ オ (僚 )

LR縄文

層 亜 9

膚 No 9

層 Na 5

3,習

Rp鶴 東・ 磨 キ 磨 キ (横 )

層 No 9 RL雅琶文 ナ デ (横 )

2層

2層 LR縄文・ ナ デ

堆 穣 上 磨  キ

磨  キ 磨 キ (横 ) 磨  キ

第136図  15号住居跡出土土器 (33)



③日02〕⑩]◎ 4]｀05!⑬ 6□

鰯7]の 8日○](

}⑬К]③19⑬8]

∩
日
υ

げ
・

⑬

．‐『
Ｈ
Ｈ
ッ　
　
　
　
　
　
　
　
　

９ｒ聯
ｊ

中【日

シ３７　　ヽ
オ翔鯉浄　　　　　　　　　４

一∞
　
　
　
　
　
　
　
　

５

川Ｄ
　
　
　
Ⅷ

‐―
角
Ｈ
日
〕
　
　
　
　
　
　
　
　

２
　
　
　
　
・バ
出
Ｈ
田

６　　・′》
　　ヽヽ
え

鴫　
一　
パ

‐‐８

／録
　
　
　
　
　
　
　

３

□
　
　
駿

９

　

　

　

‐

③
　
Ω
勧
４７

【【日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３

２

４
　
　
“パ出
Ｈ
日
日
〕

ｎ
Ｈ
ｕ

鬱ざ
謬

／肺〕
儘　〔

．

　

　

　

　

　

　

　

　

□

‐

３３

０

　

　

　

　

　

　

　

５

巖

′′β
ｕギ

Ｄ

⑮

ｌ
一骸
③
村一即

０
＝８
　
（口
Ｈ
旧
）

Ｂ

①
の

∞

0             5            10cm
ト

層 No 2

第137図  15号住居跡出土土製円盤 (1)



∩

Ｕ

ｎ

Ｕ

日

‐８
Ｕ

９

２６

０
岬

‐

５
　

ぃ］
□

ｌ

Ｌ

ｒ鯵

∩
υ

　

Ｈ
口

ｏ

②
　
一鬱

∩
日
評

川□
２

‥
一‥Ｏ

Ｒ

Ｈ

９
Ｕ

⑬

里

∞

Ю
Ｈ
Ｂ

鋼
¢

③p ③器9Ψ9口 ⑬3β
≪¢1'嘲認U

の9∞乱鬱)弱〕⑥3p◎
3却 Ω`8]鬱 3'

④040縁 D4建ガj42 0             5            10cm

―

引  

―

第138図  15号住居跡出土土製円盤 (2)

層  位 層  位 層  位 層  位

2層 2層

2'冒 2層

層 N・o5 ′冒No 5

層 N95 層 No 5

確 認 面



ｍ
田
――Ｉ
Ｗ
Ψ

哀‖Λ
ハ
ハ
‐十‐
Ｖ

ａ

ハ
円

υ
蚊△

命
ナ‐‐
Ⅲ
‐―Ｉ
Ｖ

愈 士△愈
ハ
ーーＩ
Ｗ
Ｖ

基

向
Ｈ
Ｖ

ハ
開
Ⅷ
即

姶

々

^
◆

鵜

6

9ぬ

%虻 6か
5

傘Hh

―

m 

ご デ
ff===憂

憂 ≡ フ

糠 石  材 使  用  痕 考

層 No 6

確 認 面

確 認 面

確 認 面

石  鏃 A 確 認 面 頁  岩

第139図  15号住居跡出土石器 (1)



Э

〔
Ｈ
ν

⇔

勧
守
焼

□
▼

　

心

一

一

は

円

υ

∩
岬
伊

代
阿
ソ

∩

▼

△

鵬

―――

梢

――‐

脚

伊
Ｍ一

〕

隠

◆

一

伺

―サＩ

Ｗ

谷

Clll

◆

欲

榊

躙

Ｙ

石  材 陳  用  痕 備

層 N02

層 Ne 9

3層

3'要

堆 被 土 声  岩

第140図 15号住居跡出土石器 (2)



D

◇

t

拳

第141図 15号住居跡出土石器 (3)



曾

一

――

◆
ジ

8

▼
才



_ 1        
く手 手

)2

一

勢
7/

⌒

妙

0                 5 cm

∩
側
測

謗鵡
Ｍ
ソ

一

劾
創
Ⅷ
・　
◆

一

〔
側
脚
Ｕ

鰯
石  材 使  用  痕

1,電ヨ

1層 頁  岩

東  岩

二 次 加 工 あ る・tl片

三 衣 カロエ あ る剣 片

二 次 加 工 あ る工」片 層 m2

二次加工あるユ1片

第143図  15号住居跡出土石器 (5)



1

◆

3

腸

I

Cm   
で す

軍 ::万 下
彦

ヲ
第

6

第 144図 15号住居跡出土石器 (6)

167



日

▼

5

篭

ё
7

黙

り
一

応
解
Ю
》
ひ

一

l

珍

◇

_C皿

'膏

No S

2'霞

2階

1,脅

堆 糠 土 東  岩

第145図  15号住居跡出土石器 (7)



◇

ｍ
円
げ

1

◆

轍

凸□
4

。3≪頓曰
醸
‐嘔
‐ぽ

Cm

篠 層  位 民 X幅 × ′享 (mm) 石  材 使  用  痕

層No 9 真  岩

真  岩

層 No 6

石  核 荘 化 凝 灰 岩

第146図  15号住居跡出土石器 (3)



Cm

長 X“冨 X庫 (mm〉 使  用  痕

第147図  15号住居跡出土石器 (9)



種      別 層  位 兵 X tt X序 (mm) 重 量 (g) 使  用  療

2,露

真  岩

第148図  15号住居跡出土石器 (10)



喩
〕

⑮

瞼⑬∪
3

便
重

電 醇
黙

2

回

4

0                 5 clll

第149図  15号住居跡出土石器 (11)

172



ゐ

町

りく即
5

υ 鬱
等 0                 5 cm

飲

影

穂 層  位 晨 X tt X″軍(RIm) 使  用  痕 備 考

石 核 l jE

真  岩

1層 碧  玉 廃 け て い る

石  核 貢  岩

磨 製 石 斧

第150図  15号住居跡出土石器 (12)



０
日
日
日
Ｕ

‐（い］］］）‐
●

ｎ
ｌｌ
‐―
¶

‐（〔］］〕）‐ 口
川
＝
□

0             5            1ocn

日
日
日
ｐ

嗣

日

Ｕ

笏

種     房」 層  位 別   I層  位 1重 量 (g 若

石 製 円 鍛 層 聴 01 3795 磨 石 転 痛 石 製 円 盤      1層 聴 21 5235

層  位 畏 X tt X庫 (mm)  1重 量 (g) 使  用  療 考

154)X(140)X31   1 7S25
磨 ― 片 面

床 面 蔵 上 (100)X(87)X(つ 6)  1 2620

第151図 15号住居跡出土石器 (13)・ 石製円盤



量 最 (g) 石  材 使  用  療 考備

床 面 直 上 磨 ― 片 面

第152図  15号住居跡出土石器 (14)

175



1        
♀下下¬~「早イコ¬げ下平Cln

第153図  15号住居跡出土石器 (15)



網重1     房1 闊  位 備

不明石製 品

れは     房u 層  位 異 k幅 文 厚 (Hm) 逮 量 (g) 石 ″ 使  用  漢 備

礫 石 器 暇聴 9下部 210Xl“メユ02 田 一面面 国 の 内部 に磨が 見 られ ら

第154図 15号住居跡出土石器 (16)



/1   ヽ

01

第155図  15号住居跡出土石器 (17)



(こ ::::::))3

Ocm

腫  位 長 X tt X厚 (mm) 石  材 使  用  療

礫 石 器 2'霞

確 rlt上

礫 石 欝 田 ― 片 面

第156図 15号住居跡出土石器 (18)



0             5             10cm

穂 石  材 IF 痢  痕

礫 石 器 堆 積 土

堆 Frt土

第157図 15号住居跡出土石器 (19)

180



(〔 ::::こ :,)3

種      別 層  位 兵 X tt X厚 (mm) 考

礫 石 器 堆糠 エ 凹 一 片 面

礫 石 器 凹 一 面 面 擁 イナて い る

堆 械 上 田 一 面 面

第158図  15号住居跡出土石器 (20)



①

Crめ 2

第159図  15号住居跡出土石器 (21)

イーート____>_＼
ヾ
＼

=＼

( 繭
本
(ヽ

ぐ ＼I斗/サ



|

|

2

ワ
l 

τ )―

第160図  15号住居跡出土石器 (22)

い
―
‐‐‐ぬ
ド
　
ク
い一

／
／」＼ム駄
Ｗ
碓

浜
　
　
，ィ
く
　

″
ケ

／

ド
ヤ
く

⑧ヽ
嘲
ミ導

イ
十
よ
＼



|

|

(こここと) 1

D

⑬一Q⑧
|

04



◎O③
〇

乙

(こ
こ)

∩
‐十
日
∪

一



◎
凸
四
υ
３

第163図 15号住居跡出土石器 (25)



働

凸
闊
∇

働

3     蜘

第164図  15号住居跡出土石器 (26)

沸
五

下

伽
に‐彙



第32表 15号 住 居 跡 出 土 土 器 集 計 表

^

tL積土 確認面 1層 層No 2 層Alo 3 3層 4層 層N05 層N06 層No 8 層No 9 床面直上 炉上面 合 計

日

縁

A

Ⅱ 2 l 3

2 2

Ⅳ 3 3

Ⅷ 1 l

X 8 5 2 2 3 1 8

1 l

� l 3 5

� 1 1 1

XIV l 1 l 8

B

I 6 1 6 1

Ⅱ 9 2 2

1 1 1 8

Ⅳ 3 8 2 2 5 3 4

2 l 3

Ⅵ 4 4 8 1 1 2 1 6

Ⅶ 15 3 2 3 1 4 6 2

C 8 1 17 l 3 3 5

/1ヽ 計 51 19 9 4 1 17 0

部

体

A

Ⅱ 2 1 1 〕 1 3 3

2 2

4 2 6 l 〕 2 1 ユ

5 7 7 1 2 3

15 2 4 1

X� 1 l 6

Xl 6 l 9 2

狂 〕 I

� F 17 3 2 2 8 9

B 1,005 14 5 2,602

C 19 II 2 1.111

小 計 11574 7 I 41337

底

　

　

部

I 2 2 3 7

Ⅱ 1 I 5 I 1 15

Ⅳ 6 3 12 3 | 2 2 3 l

V ll 7 1 I 5 2 2

| 計 1] 4 3 2 0 8 4 5 1 0

計 1,108 1,805 10 l 4,931



第33表 15号 住 居 跡 出 土 石 器 集 計 表

分類
＼

削ヽ 上位琶 堆桜土 確認面 1層 2層 層Ne 2 唇No 3 3層 3～ 4督 4層 層No 5 怪陥 6 婚No 7 婚Ne 8 層No 9 床面直■ 合計

餅   A 1 1 1 11

1 1 2

石 Jll 4 2 1 7

lht 状  石 器 1 ユ

ス ク レ イ ノ` ― 6 1 2 14

9 13 6 5

微綱割離痕ある剤離 12 1 4 4 ! 5 6 7 75

ビエス・エスキーユ 〕 3 2 1

トランシェ様石器 1 ユ

骸 2 6 1 1 2 16

片 ! 7 8 1 3 1 13 1 7 8 7

片 2 ! 1 4

刊ヽ 計 52 5 3 16 , 4 3 1 1 7 338

層 製 石 斧 ユ I

石 製 円 盤 1 1 2

石 冊 2 1 2 5

そのflの 石翼汗 1 1

| 計 2 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 0 9

凹 石 10 4 1 1 2 1 19

凹 石 十 敵 石 I 1 2

凹 石 十 磨 石 4 1 1 1 1 8

藤 石 6 3 1 18

改 石 4 2 2 8

憲石十凹石十敲石 1 1

」ヽ 計 0 5 0 0 0 1 7 0 3 3 0

圭   化   ホ 2 2 ! 2 I

礫 1 1 7 1 1 12 7 2f4

黒  平   礫 4 5 5 〕 2 9 3

境 礫 9 11 1 7 3 14 1 8 4

州ヽ 計 3 15 0 1 2 14 0

計 8 37 ユ 5 3 別 7 開4

16号住居跡 (N-19住居跡)

遺構の確認 IM・ N-18・ 19に位置し、第 4層上面で確認された。削平を受けており、壁及び

周濤の一部が検出されなかった。

重複・増改築 :227号、242号土墳に切られており、本住居跡が最 も古い。増改築については確

認されなかった。

規模 。平面形 :削平を受けているため、正確な規模は不明であるが、周濤の残存部より、径約

4mの円形を基調 とした平面形であると推定される。

竪穴層位 :2層に大別される。自然堆積である。

壁 :削平のため残存しなかった。

床面 :ほ ぼ平坦である。柔らかい。第 4層、第 5層を直接床面としているか、掘 り方埋土上面

を床面としているかは断ち割 り精査していないため不明である。

周溝 :住居跡南西部及び東部に残存する。幅15～ 30cm、 深さ8～30cm、 断面形「U」 字形であ

る。底面には凸凹がみられる。底面レベルはやや北側へ傾斜している。周濤内より4個のピッ

トが検出されている。

柱穴 :住居跡範囲内と推定される部分から15個のピットが検出されている。ピット4・ 8・ 12

で柱痕跡が確認されている。他のピットでは柱痕跡は確認されなかった。本住居跡に伴なう柱



穴は、ピット4、 8、 12が考えられる。

存在する可能性がある。また ピット1、

と思われる。

炉

(位置 。方向)住居跡南側やや東寄 りに位置している。

(規模・平面形)最大長185cm、 最大幅80cmで ある。

床面下の精査を行っていないため、炉の東側に柱穴が

5、 6、 9は、本来は周濤内に存在するピットである

N-42°一Wである。

平面形はグルマ形である。

翠

名徐観 b

可

Ｅ８
譲

■      鴫れ

0

16号住居跡 (N-19住居)

16号住居跡ピット

l 2 3 4 5 6 7 8 9 11

杉 伏 円 橋  円 楕  円 不 整 円 惰 円 楕  円 楕  円 円 不 整 円

深 さ 8

備考 柱痕有 柱痕有

聴 13 14

形状 橋  円 円 円 橋  円

深 さ 36

備考 柱痕有

◎ ◎PH

ぴ
陀

旧  位 色 考

炭 化修 。焼 上 粒 を合 tf

炭化物 を多 く含 む

褐    10YR4/0 粘 土 質 ン ル ロー ム を含 む (ブ ロ ッタ状 )

褐    10YR4/6 ロームを含む (プ ロック状 )

第165図  16号住居跡



(構造)土器埋設石囲部、敷石石組部、掘り込み部からなる複式炉である。

土器埋設石囲部・長さ約50cm、 幅50cmの円形である。埋設土器は径約30cmの深鉢形土器

である。土器の周囲に石を巡らしている。石は先端部側の 6個 しか残存しなかった。

敷石石組部・長さ約65cm、 幅80cmの 台形である。床面から敷石底面までの深さは17cmで

ある。敷石部分は石組の石が崩れ込んでいるという状況であった。掘 り込み部との境に石は残

存しなかった。

掘 り込み部 。長さ70cm、 幅は約55cmの 台形である。床面から底面までの深さは25cmで あ

る。炉の確認段階では、掘 り込み部のプランは検討されていたが、掘り込み時点で西側壁を検討

することができなかった。

(使用痕跡)敷石石組部側壁部の石が赤変しており、火熱を受けた痕跡が認められる。

(構築方法)断ち割 り精査を行っていないため不明であるが、掘 り込み部の状況から、掘 り方の

東側に寄せて炉が構築されていると考えられる。

遺物の出土状況 :住居跡内堆積土各層から土器、石器が出上している。堆積土中とした遺物は、

各層位毎に取 り上げられておらず、各層に分けられなかったものを一括した。

軋

16号住居炉跡 土層註記表

第166図  16号住居炉跡

炭 化 物・ 黄 色 小 粒 子 を 多 く含 む

炭 化 物 を 多 く含 む

炭 化 物・ 煮 色 小 粒 子 を 含 む

炭 化 物・ 焼 土 若 千 含 む

鶴  10YR3/3
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4-3

基
0                 5 cm

長 X tt X,享 (IIm) 石  材

彦

二 次 加 工 あ る 簑J片 層 NO l

二次カロエある劉片 層 NQ l

第170図  16号住居跡出土石器 (1)
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� 1層 12層 2層 層N03 床面 炉 合計

日

縁

部

A 〕

2 1 3 5 1]

B

Ⅳ 6 l]

I

Ⅶ 1 14

オ、 計 0

体

A

1 4 1 1 8

2 2 1 1 7

2 2

Ⅳ 1 1 I 1 5

6

1 1

XⅣ 2 1 1 4

B 2 25 21

C 6 2 13 9

月ヽ  訂 52 97 48

ほ

凱

Ⅳ 2

1 4 1 6

Jヽ  ど| 2 4 0 0 ユ l 0 8

合  計 7 ユ

第34表  16号 住居跡出土土器集計表     第35表  16号 住居跡出土石器集計表

ぅ証＼、処 置堆

'世

lH 2甲 博llo 3 床画 炉 P3 てⅢ言|

魃 状  石  器 1 1

ス クレイツヽ一 1 ]

二次川1工 のある郷片 3 3

〕 3

紫‖ H(チ ソフ台) 3 1 1 t 6

岩 片 〕 1

石 核 〕 1

1ヽ    計 9 17

Ш 右 〕 !

膚 2 〕 1 4

対ヽ    計 0 〕 0 〕 0 1 5

瑳   化   木 I I

礫 12 2 18

席   半   礫 1 1

14 隣 6 1 12

刈ヽ    fl 13 8 0 2 0 0 33

今     r 16 18 2 3 1 13 1 55

17号住居跡 (I-25住居跡)

遺構の確認 :I-25。 26に位置しており、第 5層上面で炉だけが確認された。炉の周辺が削平

を受けているため、住居跡の規模、平面形、堆積土、壁、床面、周濤、柱穴は不明である。

重複 。増改築 :14号、15号濤と隣接しており、重複関係が考えられるが、削平のため不明であ

る。

炉

(位置・方向)住居跡内での位置は不明である。長軸方向はN-37°一Wである。

(規模 。平面形)最大長108cm、 最大幅83cmで ある。平面形はグルマ形である。

(構造)ほ とんどの部分が破壊されており、埋設土器 と敷石石組部の一部が残存するのみであ

る。埋設土器は、径約30cmの鉢形土器の体部である。敷石石組部は、壁、底面に 3個の石が残

存するのであり、詳細は不明である。

(使用痕跡)埋設土器の周囲は赤変しており、火熱を受けた痕跡が認められる。

(構築方法)肖」平、破壊が著しく、断ち割 り精査も行っていないため、不明である。

遺物の出土状況 :炉内堆積土、埋設土器内から土器片、石器が出土している。炉の埋設土器が

あ る 。
      第36表 17号住居跡出土土器集計表   第37表 17号住居跡出土石器集計表

赫ぜ 炉i 合 言|

日縁ヨ
`

BIⅥ l 1

C 1 1

」ヽ   言|
2 2

体  部 C 1 1

」ヽ   言「 ] 1

合   計 3 3

出上位置

分灯i

炉
埋設土】卜内

∧
ロ

禁J片 (チ /フ 含) 1 1

1 1
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第172図

17号住居 (1-25住居)炉跡土層註記表

0                  1m

17号住居・炉跡

0            5           10cm
|

層   位 e 土   性

暗  褐  iOYR3/4

黒  褐  iOYR3/2 廃 上 粒 、 ロ ー ム 上 粒 、 炭 化 物 含 む

鶴  10YR2/2 粘 主 質 ン ル ト 上 器 片 、 炭 を 多 く含 む

療 、 焼 土 粒 、 小 礫 を 含 む

粘 土 質 ン ル ト 焼 上 塊 を 含 む

層   位 内

炉 磨 キ (横 )

第173図  17号住居跡出土土器

18号住居跡 (H-24住居跡)

遺構の確認 :H-23・ 24に位置しており、第 5層上面で確認された。削平を受けており、住居

跡の堆積上、壁、床面は不明である。

重複・増改築 :19号住居跡に切られており、本住居跡の方が古い。増改築は確認されなかった。

規模 。平面形 :周濤の残存部より、径3.5～ 3.8mの隅丸の方形に近い円形を基調とした平面形

であると推定される。
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19号住居跡 (1-24住居)土層註記表

周 Ne 脩

煮  褐  二OYR5/6

コ リ ア 、 炭 化 物 少 盈 合 む

粘 上 質 ン ル ロ ー ム 粒 、 炭 化 物 、 焼 土 粒

ロ ー ム 粒 、 炭 化 物 含 む

ス コ リ ア 、 炭 化 物 を 若 千 含 む

禍  7 5YR3/3 ロ ー ム 粒 、 炭 化 物 を 多 く含 む

ロ ー ム 粒 、 炭 化 物 合 」

粘 土 質 ン ル

ロ ー ム 粒 、 療 化 物 、 擁 上 粒 台 む

若 十 の 炭 化 物 含 む

26号住居跡 (1-24a住 居)土層註記表
色

炭 化 物 を 含 む

砂 質 ン ル

周溝 :住居跡の南半部に残存する。北側には、周濤の痕跡のみが認められた。残存部では幅

10～ 37cm、 深さ 3～ 1lcm、 断面形は浅い「U」 字形である。底面はほぼ平坦である。底面レベ

ルはやや南側へ傾斜している。周濤内で 6個のピットが検出されている。

柱穴 :住居跡の範囲内と考えられる部分から10個のピットが検出されている。北西側は削平の

ため不明である。いずれも柱痕跡は確認されなかった。ピット1、 6は本住居跡に伴う柱穴 と

考えられるが、他の柱穴は不明である。

ドE生 5440m

0                  1m

18号 住居ピット

No ユ 2 3 4 5 6 7 8 9 11

形状 円 円 円 橋  円 楕  円 橋  円 橋  円 円 楕  円 楕  円 楕  円

深 さ 11 8 25 18 33

18号住居 (H-24住居)炉跡土層註記表

層   位

鶴  loYR3/4 焼 上 、 炭 化 物 を 合 む

極 め て 多 量 の 炭 化 物 及 び 少 量 の 焼 土 を 含 む

若 千 の 炭 化 物 を 合 g・

赤 傷  5 YR4/8 粘 上 質 ン ル

第175図  18号住居炉跡



内     面

沈 線 文・ L撚糸 文・ 磨 キ

第176図  18号住居跡出土土器

Cm

層  位 石  材

第177図  18号住居跡出土石器

第38表 18号住居跡出土土器集計表   第39表 18号住居跡出土石器集計表

＼
蜘

出上位 置
炉

,T】

掘 り方
合 計

体  部
B 3

C 2 3

合      計 5 6

分類＼＼導上位置 周  濤

石 匙 1

合   計 l



炉

(位置・方向)住居跡南東部に位置している。長軸方向はN-59° 一Wである。

(規模 。平面形)残存している最大長75cm、 最大幅58cmである。平面形はグルマ形である。

(構造)土器埋設部、石組部からなる複式炉である。上部を削平されており、石囲部、掘 り込み

部の存在は不明である。

土器埋設部・埋設土器は、径約20cm深鉢形土器である。

石組部 。長さ45cm、 幅55cmの長方形である。南、北の隅に各 1個の石が残存するのみであ

る。東側の隅に石を抜き取った痕跡と考えられるピットが検出された。確認面から底面までの

深さは 7 cmで ある。敷石の存在は不明である。

(使用痕跡)埋設土器周辺が赤変しており、火熱を受けた痕跡が認められる。

(構築方法)掘 り方は長さ100cm、 幅58cmの グルマ形である。炉全体の掘 り方に、土器埋設部

では土器を埋設し、その後に石組部の石を施設するという手順で構築されている。

遺物の出土状況 :炉内堆積上、掘り方埋土及びピット10か ら縄文土器片、石器が出上している。

炉の埋設土器がある。

19号住居跡 (1-24b住居跡)

遺構の確認 :H・ I-23・ 24に 位置しており、第 4層、第 5層上面で確認された。

重複・増改築 :18号、26号住居跡、331号土媛を切っており、本住居跡の方が新しい。炉が複数

確認されており、建て替えが行なわれていると考えられる。

規模・平面形 :長軸5.5m、 短軸5.Omの東西に長い楕円形である。

竪穴層位 :住居跡北東部の堆積土は削平のため確認されなかった。堆積土は3層 に大別される。

いずれも自然堆積である。

壁 :1号炉から住居跡北東部にかけての部分は、削平のため残存しない。第 4層、第 5層 を壁

としている。

床面 :凸凹があり、堅さは一様ではない。住居跡中央北東寄 りに偏平な石を敷いた敷石部分が

みられる。住居跡中央部には掘 り込みがみられ、敷石はない。また、敷石を切っている炉もみ

らヤ化る。

周溝 :部分的に 2条検出されている。外側の周濤は、 1号炉の両脇部分と住居跡北側の途切れ

ている部分を除いて、検出されている。住居跡東側から北側では、幅20～ 40cm、 住居跡西側か

ら南側部分では幅60～ 100cmで ある。深さは 8～24cm、 断面形は「U」 字形である。南西部分

では、底面は 2段になっており10～14cmの 段差がある。底面はほぼ平坦である。底面レベルは

ほぼ一定である。周濤内より10個のピットが検出されている。1号炉の東側に長さ約 lmで 4

号炉の南側まで「 Z」 字形に濤が検出されている。内側の周濤 と考えられる。幅20～ 35cm、 深



さ5～ 10cm、 断面形は「U」 字形である。底面は南側が高 くなっている。「 Z」 字形の両端 と折

曲部にそれぞれピットが検出されている。

柱穴 :本住居跡及び26号住居跡に伴なうピットを明確に区別できなかったため、通し番号を付

して掲載する。本住居跡内からは、31個のピットが検出されている。ピット38～40は上面で確

認したのみである。ピット8、 26で柱痕跡が確認されている。他のピットでは、柱痕跡は確認

されなかった。本住居跡に伴う柱穴は、ピット8、 20、 26が考えられる。ピット7、 13に もそ

の可能性がある。

「

上54500m

0                1m

1号炉跡土層註記表

可
Ｅｏ尋
め

叶測

層   位 層 聴 色 考

暗 鶴  10YR3/4 炭 化物 、焼 上粒 を合 む

暗  褐  iOYR3/3 炭 化 物 、 擁 上 粒 を若 千 含 む

捌 り方 埋 土

暗  褐  10YR9/3 炭 化 粒 少 最 含 む

鶴    7 5YR4/4 ス コ リア 、 擁 上 粒 少 霊 含 む

鶴  iOYR2/3 炭 化 粒 少 量 、 焼 上 粒 若 干 含 む

ローム多量に含む

褐    7 5YR4/6
偶    10YR4/6 ロ ー ム 粒 少 最 含 む

第178図  19号住居 1号炉跡



19号 。26号住居跡ピット

No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

形状 楕  円 橋  円 楕  円 楕  円 楕  円 楕  円 円 楕  円 楕  円 橋  円 橋  円

深 さ 17 17 18

備 考 柱痕有

No 12 13 14 17 19

形状 円 楕  円 稿  円 楕  円 円 円 円 僑  円 橋  円 円 楕  円

深 さ 31 40 16 7 9

No 24 29 3] 32

形状 楕  円 楕  円 楕  円 橋  円 円 楕  円 円 楕  円 円 楕  円 楕  円

深 さ 21 54 15 27

備考 柱痕有

No

形状 楕  円 不  整 円 橋  円

深 さ 27

炉 :本住居跡内で 5基の炉が確認された。

<1号炉>

(位置・方向)住居跡南側やや東寄りに位置し、 2号炉を切って構築されている。掘 り込み部端

部は、住居跡壁の一部 となっている。長軸方向は、N-6° 一Wである。

(規模・平面形)最大長150cm、 最大幅100cmで ある。平面形はグルマ形である。

(構造)敷石石組部、掘 り込み部からなる複式炉である。

敷石石組部 。長さ90cm、 幅90cmの 台形である。床面から敷石底面までの深さは約20cmで

ある。堆積土中に数個体の上器がつぶれた状態で出土している。

掘り込み部・長さ60cm、 幅75cmの隅丸長方形である。掘 り込み部の方向は、敷石石組部の

方向と若干のズンがある。東側では 2段になっている。床面からの深さは、上段部分で約 5 cm、

下段では約 8 cmである。

(使用痕跡)敷石石組部の奥壁の石がボロボロに赤変しており、かなりの火熱を受けた痕跡が認

められる。

(構築方法)敷石石組部の掘り方は長さ120cm、 幅120cmの 正方形である。また掘 り込み部は掘

り方底面を直接底面としている。敷石石組部は、底面及び掘り掘 り込み部との境の石を施設し、

その上に側壁部の石がのっている。

<2号炉>

(位置・方向)住居跡中央部やや南寄 りに位置している。検出時点で 1号炉に伴なう土器埋設石

田部であると考えられたが、 1号炉 との位置関係、掘 り方の埋上の状態から異なる炉であると

判断された。また、3号炉に伴う土器埋設石囲部の可能性もあるが、3号炉は上面確認のみで、

掘 り込み精査を行っていないため不明である。1号炉に切られている。長軸方向はW-4°一Sで

ある。



(規模。平面形)最大長120cm、 幅は 1号炉に切られており不明である。平面形は、精円形ある

いは、隅丸の長方形を基調としたものであると考えられる。

(構造)土器埋設石囲部のみが検出されている。その他の部分は破壊されており、明確には検出

できなかった。

土器埋設石囲部 。長さ35cm、 幅は不明である。埋設土器は径約27cmの鉢形土器の体部であ

る。土器の周囲に石を巡らしているが、先端部の 2個 しか残存 しなかった。また、埋設土器東

側に横位につぶれた状態で一個体の土器が検出されている。埋設されたものではなく、 2号炉

を埋める際に、共に埋め込まれたものであると思われる。

<3号炉 >

住居跡南西部、 1号炉の西側に位置している。上面確認のみで掘 り込み精査は行なっていな

い。確認面での規模は、長さ110cm、 幅85cmの不整形な楕円形である。確認面に石組の上部で

あると思われる石が検出されている。住居跡敷石の一部が上にのっており、敷石よりも古いと

考えられる。

<4号炉>

住居跡東側に位置している。端部は332号土墳によって切られている。上面確認のみで掘り込

み精査は行なっていない。確認面での規模は、長さ155cm、 幅100cmの グルマ形である。土器

埋設部分が確認されており、長さ30cm、 幅70cmで、埋設土器は径約24cmで ある。

<5号炉 >

住居跡西側、 3号炉の北側に位置する。 3号炉、 4号炉 と同様上面確認のみで、掘 り込み精

査は行なっていない。炉端部は周濤と接している。確認面での規模は、長さ120cm、 幅80cmで

ある。楕円形あるいはグルマ形を基調とした平面形である。確認面で焼上が観察された。

その他の施設 :単独の埋設土器が 3基検出されている。

<1号埋設土器 >住居跡北側に位置している。径約25cmの深鉢形土器の体部である。

<2号埋設土器 >住居跡北西部に位置している。径約29cmの深鉢形土器の体部である。

<3号埋設土器 >住居跡北側、 1号埋設土器の東側に位置している。1/2残存している。径は

20cm前後と推定される。

住居跡中央部に長さ160cm、 幅110cmの 落ち込みプランが確認されている。掘 り込み精査を

行なっていないため、詳細は不明である。

遺物の出土状況 :調査時の不手際から本住居跡及び26号住居跡出土の遺物を完全に分けられず

混在しているものもあると考えられるが、住居跡各層及び住居跡内の施設より、土器、土製品、

石器が出上している。特に本住居跡 1号炉、 2号炉から一括遺物が出土している。堆積土中と

した遺物は、各層位毎に取り上げられておらず、各層に分けられなかったものを一括した。



醜∞m為

0                1m

19号住居 2号炉跡

9             5            10cm

19号住居 2号炉跡土層註記表

偶    7 5YR4/3 ロ ー ム プ ロ ッ ク 、 炭 化 物 粒 、 瞬 上 少 盈 合 む

炭 化 物 台 む

褐    7 5YR4/4 炭 化 物 、 燐 上 位 、 ロ ー ム 粒 少 盪 含 む

炭 化 物 、 廃 上 、 ロ ー ム 粒 少 廷 含 む

燐 上 粒 多 量 、 ロ ー ム 粒 少 量 含 む

暗 赤 編  5 YR3/6 焼 上 を 多 量 に 含 む

焼 上 を 多 最 に 含 む

膚   位

沈 線 文・ LR縄 文 磨 キ (横・ 縦 )

隆 線 支・ 沈 篠 文 ・ L撚 糸 文

第180図  19号住居跡出土土器 (1)
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沈 線 文 ・ LR縄 文

沈 線 文・ RL縄 文

隆 線 文 ・ 沈 線 文・ LR縄 文

磨 キ (縦・ 僚 )

第181図  19号住居炉跡出土土器 (2)



o             5            10cm

瘤   位 者

流 線 文・兼」突 支・R撚糸 文・磨 キ 磨 キ (横・ 縦 )

第182図  19号住居炉跡出土跡 (3)
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埋 設 土 器 2内 隆 練 文・ rt線 文 ・ RL縄 文

流 線 文

磨 キ (斜 )

磨 ■ (僚 )

沈 鰈 文・ 不 明 縄 文 磨 キ (横 )

磨 キ (横 )

深  鉢 L黙糸 文 ナ デ・ 磨 キ (僚・ 斜 )

'置

No 2 磨 キ (横 )

降 線 文・ 沈 練 文・ 磨 キ 外 面 丹 4り

第183図  19号住居跡出土土器 (4)
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沈 線 文・ LR縄 文 磨 ヤ (縦 )

ナ デ (横 )

磨 キ (横 )

降 線 文

磨 キ (僚・ 縦 )

深  鉢 ナ デ (篠・ 斜 )

磨 キ (僚 )

41被 上 磨 キ (襟・ 縦 )

第184図  19号住居跡出土土器|(5)
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堆 横 上 深  鉢 沈 線 文・ 声」突 文・ R撚糸 文・磨 キ

唯Trt上 沈 線 文・網 目状 撚 糸 文 (R)・ 磨 キ 磨 キ (横・ 縦 )

It被主 流線文・ RLVjB文 磨 キ (様 )

深  鉢 隆 線 文・ 不 要 縄 支 磨 キ (襟 )

堆 棟 土 沈 線 文 ・ 束ど突 文 接  ・  縦 )

隆 線 文 ・ 沈 線 菜 ・ LR縄 文

ナ デ (検 )・ 磨 キ (糠・ 斜 )

第185図  19号住居跡出土土器 (6)
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第186図  19号住居跡出土土器 (7)
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第187図  19号住居跡出土土器 (8)。 土製品
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第188図  19号住居跡出土石器 (1)
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第190図  19号住居跡出土石器 (3)
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貢  岩

石  核

石  核

第191図  19号住居跡出土石器 (4)
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第192図  19号住居跡出土石器 (5)
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第193図  19号住居跡出土石器 (6)



第194図  19号住居跡出土石器 (7)
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第40表 19号 住 居 跡 出 土 土 器 集 計 表

ざ 佐1■ 暫N04 灯h5 Vヽ 6 1岩ηl

″

郎

炉

尊
2号 l」

f
2サチ灯i

辱商4

2■ ll

V肺 5

炉

０

］●

沌

2ナ ;々
'

呼聴F

2'す lli

lV No 8

埋設土器

1

埋殻■イト
合 測

口
　
　

縁
　
　
部

Ⅱ

IV

X 21

I 3

日 1 1

Ⅳ 2 25

�

Ⅵ

Ⅶ 27 9 3

C 8 3 1 1

封 101 1 3

A

畔
岸
‰
面

6 2 1

2 3

5 5 〕

24 側 (

499 52 2 8 3 39 3

月 1∞ 5 6 3 〕2 9 12 19 9 9 5 6

広

部

] 1 1

Ⅳ 2 1

W

測Jヽ 13 6 2 0 0

副 動0 10 36 10 99 20 10 10 13 13 6 8

第41表 19号 住 居 跡 出 土 石 器 集 計 表

出上位置
分類 ζ積」 1媛 層No 2 層柚 3 層Ne 5 層N06 床面 1号炉 2号炉

炉

４

［●
陥

２

層

2号炉

婚No 5

2号炉

層llo 6

2号炉

層陥 7

炉

８

号

ヽ

２

層 周濃
埋設土器

1
合計

石 鏃 1 1 2

石 鏃 1 1

石 錐 1 2 4

ス クレイパー 2 3 5

二次加工ある釧片 5 2 3 5 I 1 1 18

微細劉離痕ある剣片 5 1 4 3 1 1 〕 4

ピエス エスキーユ 〕 ! 3

石 核 5 3 1 1 1 1 12

剤 片 (チ ンブ含〕 12 7 8 2 1 ユ

岩 片 | 2

河 計 5 0 0 1 1 1

石 皿 1

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

石 1 ! 2

凹 石 +敲 石 2 l 3

凹 石 十 磨 石 ユ 1

磨 石 3 ] 4

詈 石 +敲 石 1 2

石 1 1 2

馨石十凹石十敲石 2

句ヽ 計 9 〕 0 0 0 0 0 2 ユ 0 0 0 16

珪 木 1 1 2

礫 2 1 2 9 3 3 1 8 3 4 1

平 懐 2 2 t 5

絲 礫 11 2 15 4 1 1 3 1 1

月ヽ Hl 4 1 4 0 0 R

計 10 1 6 18 7 9 1 5 6 2 努 6



⑨
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20号住居跡

0        1        2m

第198図 20号・21号住居跡

20号住居跡 (H-22住居跡)

遺構の確認 :GoH-21・ 22に位置し、第 4層、第 5層上面で確認された。削平、攪乱を受け

ており、住居跡、堆積上、壁、床面は不明である。住居跡西半分は検出されなかった。

重複・増改築 :H-21風倒木痕及び濤状の落ち込みに切られており、本住居跡が最 も古い。ま

た、位置的に、21号住居跡 との重複関係も考えられるが、攪乱のため不明である。増改築につ

いては確認されなかった。

規模 。平面形 :周濤残存部分より、径約3.8mの 円形を基調とした平面形であると推定される。

周溝 :削平のため住居跡東側にのみ残存している。幅15～35cm、 深さ4～ 15cm、 断面は「U」
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字形である。底面には凸凹がみられる。底面レベルはほぼ一定である。周濤内より3個のピッ

トが検出されている。

柱穴 :住居跡の範囲内と推定されている部分から8個のピットが検出されている。いずれも掘

り方のみで柱痕跡は確認されていない。ピット1、 2が重複関係にあり後者が古い。本住居跡

に伴 う柱穴は、ピット1ま たは 2、 4ま たは 8、 5が考えられるが、住居跡北西側の削平部分

にも存在する可能性 もある。

炉

(位置・方向)住居跡南側やや西寄 りに位置している。掘 り込み部の端部は、住居跡の壁の一部

となっている。長軸方向はN-5°一Eである。

(規模・平面形)最大長180cm、 最大幅95cmで ある。平面形はグルマ形である。

(構造)土器埋設部、敷石石組部、掘り込み部からなる複式炉である。

■

BT

20号住居 (H-22住居)炉跡土層註記表

0                 1m
可

Ｅ８
協

20号住居跡ビット

No 1 2 3 5 6 8

形状 楕 円 不  整 情  円 楕  円 円 橋  円 円 円

深 さ 9

膚 位 層 No 色 備 考

鶴  7 5YR3/4 炭 化物 、携 上 を少量 含 む

褐    7 5YR4/3 ロ ー ム 粒 を若 千 含 む

榔    7 5YR4/3
におい赤褐  5 YR4/4

第199図  20号住居炉跡
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隆 繰 文 ・ LR縄 文・ 磨 キ

磨 キ (機・ 斜 )

lt撤■

深  鉢 隆 線 文・ LR縄 文

牲 棋 ■

隆 線 文 磨 キ (横・ 縦 ・ 斜 )

深  鉢 降 線 烹 LR縄文 磨 キ (横・ 縦 ・ 斜 )

深  鉢 隆 線 文

第200図  20号住居跡出土土器



土器埋設部・埋設土器は径約28cmの 上器である。上面確認のみで掘 り込み精査を行なって

いないため、器形等の詳細は不明である。石囲部の存在は削平のため不明である。

敷石石組部・長さ80cm、 幅95cmの台形である。破壊を受けており、東側側壁部及び底面か

ら奥壁にかけての石しか残存しない。側壁部の石は3～ 4段に積まれている。西側側壁部は石

が散乱しているという状況である。そのため、確認面から致石底面までの深さは不明である。

掘り込み部・長さ70cm、 幅85cmの半円形である。掘 り込み部の中央部分は長さ45cm、 幅35

cmの規模で10cmの 深さに凹んでいる。

(使用痕跡)埋設土器及びその周辺と、敷石石組部奥壁が赤変しており、火熱を受けた痕跡が認

められる。

(構築方法)断ち割 り等の精査を行なっていないため不明である。

遺物の出上状況 :住居跡確認面及び炉堆積土中より、土器片、石器が出土している。

第42表 20号住居跡出土土器集計表

薄ぜ 堆積土
炉

石組部
合 計

口縁部

A
X 2 1 3

� 1 ユ

B
Ⅵ 1 l

lll 2 2

C 1 2 3

おヽ   討 7 3

体  部

A X 9 5

B

C

小    計

底  部
Ⅳ 3 3

V 4 l 5

」 計 4 4 8

合   計

第43表 20号住居跡出土石器集計表

出上位置

分 類
堆積土 月ヽ 計

微細制離痕ある劉片 l

計 l

礫 l

焼 礫 1

′j、 計 2 2

△
ロ 計 3 3

21号住居跡 (1-21住居跡)

遺構の確認 :H・ I-20・ 21に位置し、第 4層、第 5層上面で確認された。削平、攪乱を受け

ており、住居跡堆積土、壁、床面は不明である。住居跡南東部は検出されなかった。

重複。増改築 :H-21風倒木痕に切られており本住居跡の方が古い。また、位置的に228号土墳

との重複関係も考えられるが削平のため不明である。住居跡北側に 2条の周濤が検出されてお

り、ピットにも重複関係が認められることから、建て替えが行なわれていると考えられる。

規模 。平面形 :周濤残存部より、径約4.5mの円形を基調とした平面形であると考えられる。

周溝 :住居跡北東部から南西部にかけて、炉の部分を除いて検出されている。住居跡北側に長

さ約2.5mの濤が検出されている。内側の周濤と考えられる。外側の周濤との新旧関係は不明で



ある。外形の周濤は、幅18～ 53cm、 内側の濤が接する部分が広 くなっている。深さ6～ 7 cm、

断面形は「U」 字形である。底面は凸凹がある。底面レベルはやや東側に傾斜している。周濤

内より5個のピットが検出されている。内側の周濤は、幅12～ 53cm、 深さ 3～ 17cm、 断面形は

「U」 字形である。底面はほば平坦で、底面レベルは東側へ傾斜している。周濤より2個のピッ

トが検出されている。

柱穴 :住居跡の範囲内と推定される部分から、18個のピットが検出されている。ピット7、 8、

9が重複関係にあり、ピット9が最も古 く、 7、 8の新旧関係は不明である。また、ピットlo、

11も 重複関係にあり、新旧関係は不明である。いずれも掘 り方のみで、柱痕跡は検出されなかっ

た。本住居跡に伴なう柱穴はピット1、 3、 10が考えられるが、ピット12も その可能性がある。

住居跡南東部は攪乱のため不明である。

21号住居 (I-21住居)炉跡土層註記表

掲     10yR4/4 若 千 の 療 化 物 及 び ロ ー ム 糧 を 含 む

暗  偶  10YR3/3 若 子 の 炭 化 物 を 含 む

第201図  21号住居炉跡
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21号住居跡ピット

No 1 2 3 6 7 8 9 11

形状 橋  円 隅丸長方 楕  円 桁  円 円 不 整 惰 円 楕  円 隅丸方 円 円

深 さ 27

No 13 15 16 17

形状 円 楕  円 楕  円 円 情  円 円 僑  円

深 さ 13

炉

(位置。方向)住居跡西側やや北寄 りに位置し、炉の端部の壁は住居跡の壁の一部となっている。

長軸方向は、S-65° 一Eである。

(規模。平面形)土器埋設石囲部の先端部は、H-21風倒木痕に切られているが、最大長280cm、

最大幅70cmで ある。平面形はグルマ形である。

(構造)土器埋設石囲部、敷石石組部、掘 り込み部からなる複式炉である。

土器埋設石囲部・先端部は攪乱を受けているが、長さ60cm、 幅45cmで ある。炉長軸方向に

2個の土器が埋設されている。先端に近い方は、攪乱のため斜位につぶれた状態になっており、

径は不明である。先端部に数個の石が残存している。敷石石組部に近い方の埋設土器は、径約

30cmの上器である。掘 り込み精査を行なっていないため詳細は不明である。南半部に石囲部の

石が残存している。

敷石石組部・長さ65cm、 幅65cmの 台形である。確認面から敷石底面までの深さは、32cm

である。底面の石の上に奥壁部、側壁部の石がのっている。側壁部分、奥壁部分は 1～ 2段 し

か残っておらず、上段の石は検出されなかった。

掘 り込み部・長さ155cm、 幅70cmである。確認面から掘り込み部底面までの深さは10cmで

ある。底面は平坦であり、中央部に径18cm、 深さ10cm、 西側に径15cm、 深さ15cmの ピットが

検出されている。また、端部に幅Hcm、 深さ 7 cm、 長さ約70cmの濤が検出されている。

(使用痕跡)土器埋設石囲部の周囲は、赤変しており、火熱を受けた痕跡が認められる。

(構築方法)断ち割 り等の精査を行なっていないため、不明である。

建物の出土状況 :本住居跡及び I-21風倒木痕の遺物が、取 り上げの際にどちらもI-21住居

跡としてとり上げてしまったものがあるため、堆積土出土とした遺物については、混在してい

るものがあり、明確に分離することはできなかった。確実に本住居跡に伴なう遺物は炉内より

出土している遺物のみである。
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隆 線 文・ LR縄 文 磨 キ (横 )

隆 線 文 ・ 不 明 縄 文

隆 線 文・ RL縄 文

隆 線 文 ・ RL縄 文

隆 線 支 ・ 沈 線 文 ・ LR縄 文

It様土 磨 キ (僚 )

It線文 ・ RL縄 支

不 明 縄 文
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第203図 21号住居跡出土石器

第44表 21号住居跡出土土器集計表

分類＼ 赳 上位置 堆積土 炉 合 計

口縁部

A
7 7

2

B

1 2

Ⅳ 3 3

Ⅵ 3 3

Ⅶ 2

体  部
A

Ⅲ Ⅳ 1 〕

馬 5

3

X�
� l ユ

6

R 3

C 馬

179

底   部    V 8 0 8

」 計 8 0 8

計

26号住居跡 (1-24a住居跡)

遺構の確認 :HoI-20・ 21に 位置し、第 4層上面で確認された。削平及び切り合いのため、

住居跡堆積土、床面、炉は不明である。

重複・増改築 :19号住居跡に切られており、本住居跡の方が古い。北側に濤が延びる部分があ

り改築の可能性がある。

規模・平面形 :周濤の残存部より、径約 5mの 円形を基調とした平面形であると推定される。

壁 :住居跡残存部南西端で23cmの高さで残存する。床面から緩やかな角度で立ち上がる。

周溝 :住居残存部分は全周している。幅13～40cm、 深さ8～32cm、 断面形は「U」 字形である。

底面には大きな凸凹があり、10cm程度の段差を持つ部分もある。底面ンベルは東側へ傾斜して

いる。周濤内より5個のピットが検出されている。また北側に 2ケ所張 り出す部分がある。東

側は、幅35cm、 深さ1lcm、 長さ約80cm、 断面形は「皿」形である。西側は、幅43cm、 深さ19～30

種      別

確 認 面

堆 棋 上

第45表 21号住居跡出土石器集計表

型 堆積土 確認面 合 計

ス ク レ イパ ー 2

素H片 (チ ップ合 )

小    計 l 2

問 石 +扁 t石 1

0 l

礫 5

雄 礫 l

6 0 6

合        言十 R 2
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種      別 長 x tt X ,事 (mm) 石  材 備    考

二次カロエある京1片 質  岩

第206図  26号住居跡出土石器 (2)



cm、 長さ130cm、 断面形は「U」 字形である。

柱穴 :住居跡範囲内で柱穴と考えられるのは、ピット34の みであり、削平を受けている部分が

大きいため不明である。

遺物の出土状況 :明 らかに本住居跡より出上した遺物と認められるもののみを示した。

つ

一″一ノた十＼ィ／ノイ‐卜「ィノ＼．”一
兵  × 幅 X 厚 (mm) 石  材 使  用  浪 備    者

礫 石 器 蛙 機 上

第207図 26号住居跡出土石器 (3)



2.土境

今回の調査で検出された土墳のうち、明らかに玲記文時代以外のものであることが判明した土

境を除いた328基 について取 り上げる。遺物の出上がなく、所属時期が明らかでないものについ

ても便宜上、本項の縄文時代の上境 として取 り上げてある。

土媛の形態は、次の 4タ イプに分類できる。

第 1類 :平面形は円形あるいは楕円形を基調とし、上端より下端の方が広い、壁がオーバーハング

した、いわゆる「フラスコ状」を呈する土境である。この上墳には、壁面及び堆積上の状況等

から、上端が下端より広いものの中でもこの類に含めたものがある。さらに底面中央付近のピッ

トの有無により細分される。

la類 :底面にピットをもたないもの。

lb類 :底面にピットをもつもの。

第 2類 :平面形は長方形で、壁が底面から急角度で立ち上がっているものである。この類は

深さが、遺構確認面から150cm以上のものである。

第 3類 :平面形は第 2種 と同様、長方形あるいは隅丸長方形を呈し、壁が底面から急角度で

立ち上がっている土墳であるが、深さは確認面から100cm以 下のものである。底面の中央付近

のピットの有無によって細分される。

3a類 :底面にピットをもたないもの。

3b類 :底面にピットをもつもの。

第 4類 :上記分類以外の上墳である。平面形には、円形、楕円形及びそれらを基調としたも

の、長方形を基調としたもの、不整形のものがある。

補 この上城の形態分類における第1～第3類は、概報時の2～ 4類に対応している。概報における1類及び5

類については、明確に分離することが困難であり、本文では第1～第3類以外のものを第4類 としてとりまと

めることとした。



第43表 土 墳 No新 旧 対 照 表

上JttNO 旧 名 称 分 類 66 0-24C lb 」-23f 4 K-21C L-20富
〕 Z-17a 」 67 0-24b lЬ 」-23R lb K-21 〕 と-20h
2 Z-17 0-24 4 J-23h 4 」-21a 4 L-19C
3 Y-18n 】 69 N-29 4 J-23a J-21c 4 L-20e
4 Y-18b 」 70 N-29h K-24 4 J-21b L-20d
5 X-18a 7] N-29a 3 K-23 4 拗 3 」-21C 4 L-20 flll

X-17a N-25 lb 】-22d 4 _2rJ4 」-21d 4 L-20a
ll-19 73 H-26b 4 I-23 拗 5 I-21a 4 し-20b

8 U V-20 1 74 M-26a 4 H-22C lb 1-21h 4 し-20C
9 U-19 75 N-24 P-22a 4 I-21c L-20f2)
10 U-20 N-24d P-22b H-21b 4 L-20f(3

Y-20 N-24e 4 P-22c 拗 9 Q-20a 4 K-19c
S-18b N-24c P-22d 4 Q-19a K-19d
S-18a 一ヽ別a la P-21d 4 P-19 277 K-19b
S-17 N-23 P~21質 0-18 K-19e

lrD T-19b 1 K-26 lb 0-22a P-18 4 K-19a
∬ S-19a 1 J-26b 4 0-22b 0-17 K-20b
17 X-22a 2 J-26 ib 0-22c 0-17b 4 器 1 K-20c 1

18 X-22b 4 打-25a 4 0-22d 4 0-18a 282 K-20a 1

10 X-22c 3 L-25b 0-2] 4 0-18b 4 路 3 -17
X-22d 4 H-25 lb N-2] la N-17 3b 鎚4 I-17d
X-22e 4 L-24 4 N-2〕 夫fF沓 N-17b 4 器 5 I-17
‖-24a L-25 電 N-21 〕 N-17a 4 I-17b
S-24a 4 L-24a 4 N-2ユ d 4 N-18 路 7 I-17a
S-24b la K-24a N-21e 彎 M-17 4 路 8 I-17
S-26 4 K-24b 4 N-21 laor4 M-17b 4 路9 I-18c
T-26a K-24c 弯 M-22d 3b M-17c 4 1 18b
T-26b 1 K-24d 4 M-22c 4 N-19 4 I-18a
U-27 4 K-24e M-24e la M-22E 卜 17

V-30 4 J-24h 4 M-22h 4 N-19R 4 I-17
V-30′ 4 J-24e 4 M-22f 228 N-19h 4 H-18a
‖ 97 J-24f 4 M-22b N-20a 4 門 5 」-19d
V-31 J-24富 4 卜1 22c 4 230 N-20b 4 J-19c
V-3 4 J-241 M-22i 4 N-20C 1 J-19h
V-3 b 」-24d M-22a la N-20C 4 298 J-19a

35 V-32 J-24a Ib M-21a 附3 N-19d 4 」-19
V-33 J-24b 4 M-21b N-20C3 4 」-20a
U-32 3 J――ゼ4c 4 M-21c 4 N-20e 美 ItF苔 J-20b
U-33 lb I-24 70 L-22a 4 N-19e 茉粁杏 .J―-20c

T-32 4 N-23a I 1 L-22h N-20d 4 鮒3 J-20d
OP-3031 4 ふI-23c 4 と-22e 閉8 N-20h 末精査 帥 4 J-20c
P-30 1ヽ-23b 4 L-22d 路9 〈-20g コ 〕-19a

4 0-30b Ⅵ-23a 4 し-22c -ヽ20k 3 -19b
0-29c 1ヽ-23d 7[ し-22( N-19k 」 -19c
0-20b 卜1 23e 1 (-22( 4 hl-19a 4 側8 1-19d
0-20 3b 1 し-23a 1 (-22a ふI-19b 4 側 9 I-19e 末格否

R-27 L-23a K-22b 24 la I-19f 4

4, 0-27 4 L-23b K-22d 4 留6 H-19c 4 I-19真 4

P-28 laor4 と-23e I-22b 4 M-20a 4 -211 1

S-19c 15 L-23F 1-22a 〕a 卜,-20b 4 I―-20c 4

50 0-28 6 L-23D 4 H-22a 卜,-20c 4 l-20d la
51 N-28a 3 L-23E 4 H-22d 949 L-17a 4 I-20質 la
52 N-28b 8 K-23あ 4 H-22e 4 L-1 I―-20e la
53 卜1-29 0 K-23a L-21b 4 L-lS a I―-201 1

51 卜I-29b (-23イ 4 L―″la la L-lSb 4 I―-20a 1

55 ふ1-28 K-23 Ff 4 と-21d 4 (-17a 4 H-19a [

L-30 K-231 4 L-21c -17b 4 H-20a И

5, L-29 トーZ3ヽ 4 (-21e 1 K-1 H-20b 4

5S L-28 K-23c laor4 (―ゼJF 1 (-17d H-20(
59 (-29b K-23d (-21P 4 (-1,e 4 J-21d

(-29a κ-23e 4 (-21f 4 L-1,a la 328 」-22b 4

61 L-2 127 κ―ゼ3e laorJ κ-21E L-19b K-21b 来精査
62 (-2S (-23h κ-21h L―いd と-19 Pl 4

R-23 -23f (-21i 4 L-19e 1-― Z4b 未精査
01 Q R-2J J-23e κ―ゼユ

i L-19営 4 K-24f 3b
J-23d (-21d し―いf 4

236



2号土墳

B

上

第208図  1
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響

NO 地    区 確  認  面 平 面 形 規   模 壁  高 備 考

1 τ-17 第 4層上面 不整円形 65× 65
ぴ轟 免

主
り?てPに

崩落の痕跡有。単層 (晴覆

「

7て

2 Z-17 第 4層上面 不整橋円形 57× 35 単層 (褐 10YR4/4 粘上質 シル ト)

第209図  3.4号 土壊

3号上装 (Y-18a)上層註記表

層No 土 色 土   性 備     考

I 贈 掲 10YR3/3 シアレト 炭化物 を含む

2 褐   10YR4/6 炭化物微量に含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

3 X・ Y-18 第 4層上面 不整楕円形 187× 110 4土壌 を切 り、濤状落込みに切 られる。

Y-18 第 4層上面 円形基調 80X(45) 桜琴ミ竜舟拌負,,F済の上授に崩落の反跡有。単層

No 層   位 器   形 外 面 内     面 分  類 考備

1 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ 刻 目文 磨キ (横 )

2 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文・刻 目文 磨キ (横・ 斜 )

3 堆積土 深  鉢 沈線文 磨キ (横・縦 )

堆積土 深  鉢 隆線文・ 刻 目文 磨 キ (横 )

5 堆積上 深  鉢 隆線文・束」突文・刻目文 磨 キ (横 )

第210図  3号土壊出上土器
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∬嗣鞘叩」

縛
イｋたい凸

hlo 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

1 百  匙 堆積土 5370× 7870X1380

2 礫石器 堆積土 ■1× 91× 36 凹―両面、磨 ―両面

第211図 3号土坂出土石器

第212図  5号土嬢

名         津-5500m

m

聴 地   区 確  認  画 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

5 X-18 第 4層上面 橋円形基調 (165)X95 8溝に切 られる。



血‖血
No 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (d al) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備     考

ユ 石 鏃A 堆積土 (1905)X(1135)× 305

第213図第214図  6号土壊 5号上娯出土石器

名          農 5500m

6号上壊 (X-17a)上 層註記表

層位 層No 土 色 土  性 備 考

1 I 黒 褐  7 5YR2/2 シル ト 礫少々、 ローム粒 を含む

2

2 褐   7 5YR4/3 シル ト 炭化物を含む

3 褐   7 5YR4/4 ングレト ロームプロックを含む。炭化物微量に含む。

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

6 X-17 第 4層上面 長楕円形基調 (300)X160 3溝、津伏落込みに切 られる。南壁に段、ビッ ト有。

珍絨―θ ∞ ]3

代
No 層  位 器   形 外 面 内    面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横 )

2 牲穣土 不明土製品

3 堆積土 上製円盤

第215図 6号土壊出土土器 。上製品
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第216図  7号土嫉

せ

W十 二m―ト
19+3m

′
A■ U+2m     A

19-lm

9号上壊 (U-19)土層註記表

洋上5480m

浮上5560m

7号土壊 (W-19)上層註記表

層位 層Ne 土 色 土  性 備 考

1

1 黒 褐 7 5YR2/2 砂質 シル ト 炭化物少量、風化礫多量、ローム粒多量に合む

黒 褐 7 5YR3/2 砂質 シル ト ローム粒多量 に含む

2

皇
【

褐 7 5YR2/2 ロームプロック斑点状に含む

4 里
〔

褐 7 5YR3/2 シル ト ローム粒少量含む

5 塁
〔

褐 7 5YR3/2 シル ト 炭化物微量、 ロームプロック含む

3 明 褐 7 5YR5/6

4 7 褐   7 5YR4/3 粘 土 ローム粒

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 璧  高 備 考

7 Vヽ-19 第 4層上面 不整冊形 137Xl15 本来の土城の周囲に崩落の痕跡有。南壁際に段有。

9号土渡

層位 層No 土 色 土  性 備 考

1 1 明責褐 10YR6/8 ンル ト 霜ふ り状にローム粒を含む

2 2 暗 掲 10YR3/3 やや霜ふ り状 にローム粒 を含む

3

3 黄 橙 10YR7/8 シル ト 霜ふ り状 にローム粒 を含む

明黄褐 10YR7/6 シ,レ ト 霜ふ り状 にローム粒 を含む

5 明黄褐 10YR6/8

4 6 里
〔

褐 10YR3/2 シル ト

5 黄 褐 10YR5/6 ローム と層No 6が 1:1で 混 じりあつてある。

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

9 U-18。 19 第 4層上面 不整方形 237× 225 1溝に切 られる。



0             5            10cm

No 層   位 器  形 外 面 内     面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 沈線文・ 刺突文 磨キ (横・ 縦・ 斜 )

第218図 7号土損出上上器

第219図  8号土墳 本 名      農 監∞m

鵜

任 T¬
~「

下 JttT可
~FTttm

血 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

8 U・ V-19。 20 第 4～ 5層上面 不整楕円形 136X105 1、  7濤イこ切 られる。

第220図  10号土壊 農5460m為

O

10号上損 (U-20)土層註記表

層No 土 色 土  性 備 考

ユ 極暗褐 7 5YR2/3 細砂シル ト 火山灰粒多量、皮化物微量に含む

2 暗 褐 7 5YR3/3 細砂シル ト 火山灰粒少量、風化礫微量、炭化物少量含む

3 暗 褐 7 5YR3/4 細砂シル ト 火山灰プロック少々、炭化物少量に含む

NQ 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

U・ V-20 第 4層上面 楕円形 (158)X135 7溝 に切 られる。



― ―

m

H号土壊 (Y-20)上層註記表

層No 土 色 上  性 備 考

1 褐 7 5YR4/6 ンル ト

聴 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

11 Y・ Z-19 第 4層上面 長楕円形基調 (183)× 75 北側調査区外へ延びる。白色粘上が詰められていた。

12号土境

12号上壊 (S― 18b)土層註記表

層位 層配 土 色 土   性 備 考

1

1 黒 褐 7 5YR3/2 シアレト 凝灰岩粒 を含む

2 暗 褐 7 5YR3/3 シル ト

2 3 褐   7 5YR4/6

3
4 褐   7 5YR4/4 粘土質 ンル ト

5 明 褐 7 5YR5/6 ロームブロック含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

12 S-18 第 4層上面 不整楕円形 193× 73 底面に30× 25× 15の ピット有。

鰯′D
4

10cm

血 層  位 器  形 外 面 内     面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文・ 刺突文 磨キ (横・ 斜 )

2 堆積土 深 鉢 刺突文 磨キ (斜 )

3 堆積土 深 鉢 沈線文・刺突文・不明縄文 磨 キ (横・ 縦 )

4 堆積上 土製円盤

第223図  12号土壊出上上器 。上製円盤



No 種   別 層  位 長 × 幅 X厚 (mm) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 備 考

1 ピエス・エスキーユ 1層 4550× 3240X1215 買  岩

2 石核 1層 2405× 4005× 1090 頁  岩

第224図 12号土渡出土石器

S+lm十
18

13号上墳 (S一 18a)土層註記表

層 位 層hlo 土 色 土  性 備 考

1

1 黒 褐 10YR2/3 シル ト 砂粒が若干み られる

2 黒 褐 10YR2/2 ン,レ ト

3 暗 褐 10YR3/3 ングレト 炭化物 を含む

2 4 黒 褐 10YR2/3 ン,レ ト

陥 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

13 S-18 第 3層上面 長方形 139× 58 166 本来の土壌の周囲に崩落の痕跡有。



No 層   位 器   形 外 面 内     面 分   類 考備

1 1層 深  鉢 沈線文・刺突文・ R撚糸文 磨キ (横・縦 ) X13b

第226図 13号土損出土土器 (1)
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0            5            10cm

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 備 考

1 層No 4 深  鉢 隆線文・沈線文・ R撚糸文 磨キ (横・ 斜 ) X

2 層No 4 深  鉢 沈線文・不明縄文 ナ デ .磨 キ (横 )

3 層No 4 深  鉢 沈線文 。刺突文・ LR縄文 ナデ(横 )・ 磨キ(横・斜 )

4 1詈 No 4 深  鉢 隆線文・ 沈線文 磨 キ (横 ) B II

5 層Ne 4 深  鉢 R撚糸文 磨 キ (横 ) Bヽ 1

6 層No 4 暦  キ 磨キ (横・ 斜 )

層No 4 深  鉢 LR縄文 ナ デ・磨 キ (横 )

8 層No 4 深  鉢 隆線文・沈線文 磨 キ (横 ) X

9 層No 4 深  鉢 隆線文・沈線文 。RL縄文 磨 キ (横 斜 , X

層No 4 深  鉢 隆線文・沈線文・ RL縄文 磨 キ (横 ,斜
)

層No 4 深  鉢 LR縄文 磨キ (横・ 斜 ) B VI

堆積土 深 鉢 を4/・糸文 磨キ (横・縦・斜 )

堆積土 深  鎌 R撚糸文 磨 キ (横 )

堆積土 深  鉢 沈線文 磨 キ (懐 )

第227図 13号上境出土土器 (2)
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第228図  13号土壊出上土製円盤

箇
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ね

‐

邑
醐
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代

――

＝

日

Ｈ

鸞

No 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mu) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 備    考

1 石鏃B 1層 2665× 1590× 450 1 95

2 石 匙 堆積土 (5920)X1650X650 6 60 貢岩 アスファル ト付着

3 石錐 堆積土 3530× 2425× 1250 7 75 買岩

4 ピエス・ エスキーユ I層 3080× 1375X1380 5 10 鉄石英

5 石核 I層 2750× 2770X1810 玉髄

第229図  13号土墳出上石器 (1)
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第230図 i3号土墳出土石器 (21
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第231図  14号土墳

層位 層No 土 色 土  性 備 考

1 I
里
〔

褐 7 5YR2/2 シル ト 少量の炭化物及びロームをプロック状 に含む

2
2 褐   7 5YR4/4 粘土質ンル ト

3 橙   7 5YR6/8 砂質ンル ト

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 傭 考

S-17 第 3層上面 不整楕円形 235X124

７

Ｉ
0           5          10cm

No 層   位 器  形 外 面 内    面 分  類 備 考

1 准積上 深  鉢 隆線文・ 沈線文 磨キ (横 )

2 堆積上 深  鉢 沈線文・ L撚糸文 磨キ (横 )

3 堆積上 深  鉢 沈線文・不明縄文 磨キ (横 )

4 堆積土 深  鉢 隆線文・ R撚糸文 磨キ (横 ) BI

5 堆積土 深  鉢 R撚糸文 磨キ (斜 )

6 増債土 深  鉢 LR縄文 磨キ (横 )

7 堆積土 深  鉢 沈線文・ R撚糸文 磨 キ (横 ) X

第232図  14号上振出上上器



に1]｀観〕2鯵 D3
No 層  位 No 層  位 No 層  位

ユ 堆積土 2 堆積土 3 lE積土

第233図  14号土墳出土上製円盤

No 種    別 層  位 長 × 幅 X厚 (mm) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 考備

1 スクレイパー 堆積土 6540× 5520X1745 55 75 買岩

2 スクレイパー 堆積土 4445× 2910× 1200 買岩

3 石核 堆積上 4140× 5750× 2385 55 65 チャート

第234図  14号土壊出土石器



I

No 種  別 層   位 重 量  (g) 備 考

1 石製円盤 堆積土 36 75

第236図  15号土壊

出土石製円盤14号土壊

m

15号土壊 (T― 19b)土層註記表

層位 層No 土 色 土  性 備 考

I

1 暗  褐 7 5YR3/3 シ,レ ト ローム粒、炭化物 を若干含む

2 暗  褐 7 5YR3/4 ンアレト

2

3 褐    7 5YR4/4 ンル ト ロームプロックを含む

4 禍    7 5YR4/6 ンル ト ローム粒、ロームプロック含む

5 暗  褐 7 5YR3/3 ンル ト 炭化物、ローム粒含む

3
6 にぶい褐 7 5YR5/4 粘土質 ンル ト

7 褐    7 5YR4/4 粘土質 シル ト

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

T-19 第 5層上面 不整円形 170X166 2濤に切 られる。

16号土壊

配 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

16 S,T-19・ 20 第 5層上面 円形基調 200X135



16号土帳 (S-19a)上 層註記表

層位 層No 土 色 土  性 備 考

l 1 黒 褐 7 5YR2/2 シ,レ ト ローム粒をまだらに含む

2

2 褐   7 5YR4/3 粘土質 シル ト ローム粒を霜ふ り状 に含む

3 渦   7 5YR3/3 シル ト ローム粒、炭化物を含む

4 黒 褐 7 5YR3/2 シル ト

5 暗 褐 7 5YR3/4 シル ト ロームをプロックに含む

3
6 褐   7 5YR4/4 粘土質 シル ト

7 掲 7 5YR4/4 ローム粒をまだらに含む。炭化物 を含む

4

8 暗 褐 7 5YR3/4 粘土質ンル ト ローム粒を含み、ロームプロックがみ られる

9 褐   7 5YR4/6 シアレト

暗 褐 7 5YR3/4 ローム粒、炭化物を含む

5
掲    7 5YR4/4 粘土質ンル ト

褐   7 5YR4/6 シル ト

幾Π ぽ反
代
い
ｌｌ
日
日
Ｗ
２

0            5            10cm

― ―

醐 層   位 器  形 外 面 肉 面 分  類 備 考

1 堆積土 深 鉢 沈線文・ R醍 文

2 堆積土 深 鉢 RL縄文 磨 キ (横 斜 )

3 堆穣上 深 鉢 隆線文・沈線文・ LR縄文 磨 キ (斜 )

第238図  16号上墳出土土器

No 種 層  位 長 X tt X厚 (mI) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 TRi 考

1 スクレイパー 堆積土 3520× 4590X1580 20 20 メノウ

第239図  16号上壊出土石器

252



17号土壌
農 5410m

+X
か 2m     m

Cm

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

17 X-22 第 4層上面 長方形 115X52 本来の上嫉の周囲に崩落の痕跡有。

NQ 種   別 層  位 長 X tt X厚 (Inm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

1 石核 準債土 16420× 11360× 7835

2 礫石器 堆積土 149X101× 56 1035 5 凹―片面

第241図  17号土壌出土石器

253・ 254



18号土墳

8号土壊 (X-22b)土 層註記表

層 位 層lNo 土 色 土   性 備 考

1

, 暗 褐 7 5YR3/4 焼土粒少量、炭化物粒少量、砂多量に含む

2 偶   7 5YR4/4 ンフレト 焼上粒微量に含む

2 3 褐   75Yミ 4/4 粘土質 シル ト ローム粒少量含む

3
4 暗 褐 7 5YR3/3 炭化物少量、ローム粒少量含む

5 褐   7 5YR4/4 シル Ⅲ 焼土粒少量、炭化物粒微量に含む

4 6 明 褐 7 5YR5/6 粘土質 ンル ト ローム粒焼土微量、炭化物少々含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規   模 壁  高 備 考

X-22 第 4層上面 不整形 270× 170 底面南壁際に83× 43X7の ピッ ト有。

ドン ヽキ ,生 rt,`

Ч機 lfi喜ど 亥
３

即

‐ ♭
No 層   位 器  形 外 面 内 面 分  類 鷹 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文・刻目文

2 It積 土 深  鉢 沈線文 暦 キ (横 )

3 堆積土 不明土製品

第243図  18号土壊出土土器・土製品

農 5410m

9号土填 (X-22c)

層No 土 色 土   性 倍 考

1 明 褐 7 5YR5/6 暗褐色 ンル ト斑点状 に含む

2 明 褐 7 5YR5/6

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

X-22 第 5層 (18土壊底面 ) 楕円形 119× 43 18土壊 に切 られている。



傷語245層]  20.

Y十
22+lm

21号土娠 lA

TB
20号上壊 (X-22d)土 層註記表

第246図  22号土娠

24+Im

22号上 坂 (W-24a)上 層 註 記表

1否
華 撃 等 ぽ ゞ

54 10fn

郷 身を11矯

ユ 5410m

m

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1

1 暗 掲 7 5YR3/4 ンル ト 風化礫微量、焼土粒 と炭化物少々含む

2 黒 褐 7 5YR2/2 ローム粒多量、炭化物微量、焼土粒微量に含む

2
3 褐   7 5YR4/4 炭化物微量に含む

褐   7 5YR4/6 ンル ト ローム粒少々含む

2号上填 (X-22a)上層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1 1 褐   7 5YR4/4 ンル ト 風化礫少々、焼土際少々、炭化物少々含む

2

2 赤 褐  5 YR4/6 ンル ト 焼土多量に含む

3 褐   7 5YR4/4 炭化物少量、ローム粒 を斑状に含む

4 褐   7 5YR4/3 ローム粒 を少量含む

Nll 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 者

X-22 第 4層上面 不整形 85× (75) 21土壊に切られる。底面南壁際に24× 21X15の ビット有。

21 XoY-22 第 4層上面 楕円形 20土 墳 を切 る。南西部に32X22X10の ピッ ト有。

層位 層 NIo 土 色 土   性 備 考

1 1 極暗褐 7 5YR2/3 粘土質 ンル ト

2

2 暗 褐 7 5YR3/4 粘土質 ンル ト ロームを斑状に含む

3 暗 褐 7 5YR3/4 粘土質 シル ト 小礫 を若干含む、File Sandを 含む

4 褐   7 5YR4/6 ンル ト質粘土 小礫及び砂粒を含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

Ⅵ′-24 第 4層上面 楕円形 182× 83 底面南西部が一段高 くなっている (上ヒ高 10cm)。
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第247図 23.24号土境 上B

23号土帳 (S-24a)上 層註記表

農 5430m

23号 24号

0       1       2m

層位 層NQ 土 色 土   性 備 考

1

1 黒 褐 7 5YR2/2 シアレト 火山灰粒少量、炭化物風化際少量、焼土微量に含む

2 暗 褐 7 5YR3/4 砂質 ンル ト 火山灰プロック多量、炭化物微量に含む

3 黒 褐 7 5YR2/2 砂質 シル ト 火山灰粒少量、炭化物少量、焼土少量、風化礫微量に含む

2

4 極暗褐 7 5YR2/3 砂質 シル ト 火山灰粒少量、炭化物少量、焼土少量含む

暗 褐 7 5YR3/3 砂質 シル ト 火山灰粒少量、炭化物多量、風化礫微量、焼土粒多量、巨大円礫含む

6 極暗褐 7 5YR2/3 砂質ンル ト 火山灰粒少量、炭化物微量に含む

24号土壊 (S-24b)土 層註記表

層 NIo 土 色 土  性 備 考

1 黒 褐 7 5YR2/2 火山灰粒少量、炭化物少量、風化礫少量、焼土微量に含む

No 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 者

S-24 第 4層上面 円 形 178× 177 57 24土 壌 を切 る。

S-24 第 4層上面 楕円形基調 94× (107) 23土壊 に切 られる。

一
犀
］〃

周

10cm

No 層   位 路  形 外 面 内 面 分  類 備 考

ユ 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ R囃 文 磨 キ (横 ) X

2 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ LR縄文 磨 キ (横・ 斜 ) X

3 堆積土 深  鉢 陸線文・沈線文・LR縄文 磨キ (横 )

第248図  23号土坂出上上器 (1)
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No 層  位 器   形 外 面 内      面 分  類 備 考

堆積土 深  鉢 沈線文・ RL縄文 削 り・ 磨 キ (横 ) X

2 堆積土 深  鉢 沈線文・不明縄文 磨 キ (横・斜 ) X

3 堆積土 深  鉢 沈線文・ L縄文 ナデ(横 )・ 磨キ(横・斜) X

4 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文 磨 キ (横・ 縦・ 斜 ) X

5 堆積土 深  鉢 隆線文・ RL縄 文 磨 キ (横・ 斜 ) X

6 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ RL縄文 削 り・磨 キ (横・斜 ) K

7 堆積土 深  鉢 LR縄文 磨 キ (横 )

8 堆積土 ミニチュア 沈線文・ LR縄文 磨 キ

23号土墳出土土器 (2)
|

No 種  別 層   位 備 考

I 石  刀 唯積土

第250図  23号土墳出土石製品 (1)
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No 種   別 層  位 長 × 幅 X厚 (mm) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 備    考

石核 堆積上 2220X3350X1435 5 90 頁 岩

第251図  23号土壌出土石器 (2)

第252図  25号土嫉

氏
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+S十 二m
26

25号土墳 (S-26)土層註記表

鼻 54 1Xlm

農 5330m

層位 層血 土 色 土  性 備 考

l

1 暗 褐 10YR3/4 ン,レ ト 炭化物若千含む

暗 褐 7 5YR3/4 シ,レ ト ローム粒、炭化物含む

3 嗜 褐 7 5YR3/3 ンル ト ローム粒、炭化物含む

2 4 褐   7 5YR4/6 ン,レ ト ローム柱、炭化物含む

配 地    区 確  認  面 平 面 形 規   模 壁 高 備 考

S-25'26 第 4層上面 楕円形 159X107

第253図

26号土壊

26号上壊 (T-26a)上層註記表

層位 層No 土 色 上   性 備 考

1

ユ 暗 褐 7 5YR3/3 砂質ンル ト 火山灰粒多量、風化礫少量、炭化物微量に含む

2 暗 褐 7 5YR3/3 砂質シル ト 火山灰粒多量に含む

2 3 暗 褐 7 5YR3/4 砂質シル ト
入 山灰 柾 少 量 、風 化際 少重 、明 貢褐 色主細砂 ンル トフ

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

T-26・ 27 第 5層 (1灘壁面 ) 不整円形 133 X l13 1濤に切 られ、27土壌 を切 る。



畠 5330m

27号土嫉 (T-26b)土層誰記表

第255図  28号土壊

28号上壊 (U-27)上層註記表

代、B

十U+lm
28

o        1        2m

51 90m十W lm
31

層位 層No 上 色 土   性 備 考

1

I 明黄褐 2 5YR8/6 ンル ト質粘土 炭化物・ 砂粒多 く含む

2 明黄褐 10YR6/8 粘 土

3 明黄褐 2 5YR6/6 粘 上 砂粒含む

2

4 明黄褐 10YR6/6 粘土

5 黄 褐 10YR5/6 砂質粘土 砂粒 を多 く含む

6 暗 黄 10YR3/3 粘 上 スコリア含む

3 7 明黄褐  2 5YR6/8 砂質粘土 砂粒多 く含む

8 褐   10YR4/4 シル ト質粘土 スコリア含む

NIo l 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

27 1T-26 第 4層上面 不整円形 122 X l10 26土墳に切 られる。堆積土 中に粘上が詰められている。

層位 層No 土 色 土  性 備 考

1

1 暗 褐 7 5YR3/4 砂質ンル ト 火山灰粒多量 に含む

2 極暗褐 7 5YR2/3 砂質シル ト 火山灰粒多量、炭化物微量、円礫微量に含む

3 暗 褐 7 5YR3/3 砂質シル ト 火山灰粒多量、炭化物微量に含む

2 4 黒 褐 7 5YR3/2 砂質シル ト 火山灰粒少量、炭化物微量に含む

NIo 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

U-27 第 4層上面 不整形 320X120 北西・南東に張 り出しがある。

第256図  29号土墳



29号土嫉 (V-30a)上層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1 1 掲   10YR4/4 ングレト 多量のスコリアを含む

2

2 暗 褐 10YR3/4 シアレト スコリアを含む

3 畢 褐 10YR3/2

3

掲   10YR4/6 粘土質 シル ト 多量のスコリアを含む

5 黄 lIB 10YR5/6 粘土質 ンル ト ロームプロックを含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

V-30 第 4層上面 円形 122× 122 底面西～中央部に98× 50× 11の 凹み有。

30号土娠 (V-30b)上層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1 1 褐   7 5YR4/6 ンル ト スコ リア少量含む

2

2 明 褐  7 5YR5/8 粘土質ンル ト スコリア少量含む

3 明黄褐  10YR6/8 粘土質ンル ト スコリア、小礫含む

3 4 褐   10YR4/4 スコ リア少量含む

4 5 黄 褐 10YR5/6 粘土質ンル ト

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

V-30 第 4層上面 円形 140× 131 1竪穴を切る。底面中央 に23× 18X10の ピッ ト有。

up
No 層   位 器   形 外 面 内    面 分  類 備 考

1 堆積上 磨 キ ナデ (横 )

第258図 30号上壊出土上器
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ヤー~B

31号上壊 (W-31a)土層註記表

層位 層恥 土 色 土  性 備 考

1

1 暗 褐 10YR3/4 ンル ト スコリア含む

2 黄 褐 10YR5/6 粘土質シル ト

3 暗 褐  10YR3/3 スコリア含む

2

4 褐   10YR4/4 粘土質ンル ト

5 黄 褐 10YR5/6 粘土質シル ト スコリア、炭化物を含む

6 暗 褐 7 5YR3/4 シル ト スコリア含む

3

7 褐   10YR4/6 粘土質シル ト

8 明 褐 7 5YR5/6 粘土質シル ト

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

M′ -31 第 4層上面 楕円形 237× 125 底面西側に凸凹がある。



第260回  32号土壊 崖 5180m
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32号上娠 (V-31a)土 層誰記表

F蛎

+V Im
31+3m

層位 層No 土 色 土  性 備 考

1

〕 褐 10YR4/4 粘土質ンル ト 細砂、小礫含む

2 明黄褐  10YR6/8 粘土質ンル ト 細砂、小礫含む

3 にぶい黄褐 10YR3/4 ンル ト質粘土 小礫多量に含む

2

4 黄  橙 loYR7/8 ンル ト質粘土 小礫、ローム粒多量に含む

5 橙    7 5YR6/8 砂 質 粘 土 小礫極めて多量に含む

6 明黄褐  10YR6/6 粘 土 F蝶含む

3
7 橙    2 5YR6/6 砂 質 粘 上 挙大の礫、砂粒多量 に含む

8 にぶい黄橙 loYR6/4 粘土質砂 砂粒極めて多量 に含む、小礫含む

醜 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

V-31 第 4層上面 不整楕円形 200× 143

第261図  33号土墳

W十 二m十
31

Nd 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

V-31 第 4層上面 不整形 164× 113 底面東寄 りに37× 30× 13の ピッ ト有。

醜 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

U・ V-31 第 4層上面 不整楕円形 200X102



No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

V-32 第 4層上面 不整形 240× (195) 底面南側に段、35× 33X17の ビット有

第264図  36号土
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36号上坂 (V-33)土層註記表

洋上5120m

崖 5180m

層No 土 色 土  性 備 考

1 暗 褐 7 5YR3/4 ン,レ ト 焼土、渡化物多量に含む

2 禍   7 5YR4/4 ロームを含む

3 褐   10YR4/6 ンル ト

4 暗 褐 7 5YR3/4 ン,レ ト ロームを含む

NQ 地    区 確  認  画 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

V-33 第 4層上面 円形 84X82 底面中央に28× 25× 23の ビット有。

37号土墳

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

U-32 第 5層 (10溝壁面 ) 隅丸長方形 93X52 10濤に切 られている。



第266図  38号土境

38号上損 (U-33)上層誰記表

第267図  39号土壊
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層位 層No 土 色 土   性 備 考

I 暗 褐 7 5YR3/4 凝灰岩片をまだ らに含む

2 暗 褐 7 5YR3/3 シル ト 凝灰岩片をまだ らに含 む

2

3 暗 褐 7 5YR3/4 ンアレト 凝灰岩片若千含む、炭化物粒若干含む

4 極暗褐 7 5YR2/3 ンル ト質粘上 凝灰岩片若千含む

黒 褐 7 5YR3/2 ンル ト質粘土 ローム質土を含む

暗 禍 7 5YR3/4 ンル ト質粘上

7 褐   7 5YR4/4 ン,レ ト 凝灰岩片を若干含む

3

褐   7 5YR4/6 ンル ト質粘土 ローム質土を含む

暗 褐 7 5YR3/3 シル ト 凝灰岩片を少量含む

褐   7 5YR4/3 ンル ト質粘土

4

を1 暗 褐 7 5YR3/4 ンタレト

12 にぶい黄褐  10YR5/4 砂

No 地 区 確 認 面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

U-33 第 4～ 5層 円形基調 133× (68)
東側調査区外へ延びる。10濤 に切 られる。本来の上壌

客ヮ雫砦ダ
落の痕路有。底面中央 に52× (25)× 26の

39号土壊(T-32)上層註記表

層N9 土 色 土   性 備 考

1 暗 褐 7 5YR3/3

2 褐   10YR4/6 粘土質シル ト

No 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

T-32 第 4層上面 円形 162× 151 東側 に段有。

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 備 者

1 1層 深  鉢 隆線文・ 不明縄文 磨 キ (横 )

第268図  39号上坂出上土器
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血 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

O・ P-30・ 31 第 4層上面 ダルマ形 162X105 北 側 を ビ ッ トに V」 られ る。 lS回ヨし4plに b∪ X33 X Zlの
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第271図  42号土壊

41号土壊(P-30)上層誰記表

層位 層NQ 上 色 土  性 備 考

1

l 暗 褐 10YR3/4 シ,レ ト 若子の炭化物を含む

2 暗 褐 7 5YR3/4 ンル ト 若子の炭化物、スコリア含む

2
3 褐   10YR4/6 シル ト 若子のスコリア含む

4 褐   10YR4/4 ンル ト

3 5 褐  7 5YR4/4 粘土質 シル ト 砂粒少量含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

P-30 第 4層上面 隅丸長方形 4濤に切 られる。

42号土壊 (0-30b)土層誰記表

層No 上 色 土  性 備 考

1 黄 褐 10YR5/8 粘土質シル ト ロームプロック含む

2 暗 褐 7 5YR4/3 シル ト 着干の炭化物含む

3 にぶい黄褐 10YR5/4 粘土質シル ト

4 明 褐  7 5YR5/6 粘土質シル ト

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

O-30 第 5層 (326土城底面 ) 隅丸長方形
326土壌 、 ビ ッ トに V」 られ る。属 画甲米 に 3Z X ZZ X 4υ し
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43号上帳 (0-29c)上層註記表

層位 層No 土 色 土   性 傭 考

1

! 暗 褐 loYR3/3 ンル ト 若干の炭化物含む

2 暗 褐 10YR3/4 シ,レ ト スコリア含む

3 黒 褐 10YR3/2 スコリア含む

4 褐   10YR4/4 粘上質ンル ト スコリア含む

5 暗 褐 7 5YR3/4 炭化物、際を含む

2

6 褐 10YR4/6 ンル ト スコリア含む

黄 褐 10YR5/6 粘土質ンル ト

8 褐   10YR4/6 粘上質 ンル ト スコリア含む

3
9 暗 褐 7 5YR3/3 粘土質シル ト スコリア少量含む

暗 掲 10YR3/4 粘土質ンル ト スコリア、炭化物 sand含 む

4 11 黄 褐 10YR5/8 粘土質 ンル ト ロームプロック含む

No 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 傭 考

O-29。 30 第 4層上面 隅丸長方形基調 158× 85 層任撃焦巴〉tl:91,◆益家きで∵偲四に朋番の猥哺

第273図  45号土娠

A

缶        農 5410m

45号上壊(0-29)土層註記表

層No 土 色 土  性 備 考

ユ 暗 褐 7 5YR3/4 ン,レ ト

2 褐   loYR4/6 粘土質シル ト ローム粒を含む

3 暗 褐 10YR3/4 ンル ト 小礫及びF,ve sandを 下部 に含む

No 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

O-29 第 5層 (12濤底面 ) 長方形 146× 73 訊P乳 9写則と7雫導1■二●
~ハ ンタしている。

,1
聴 層   位 器   形 外 面 内 面 分   類 備 考

ユ 堆積土 深  鉢 隆線文・ RL縄文 磨キ (横・ 斜 ) X

第274図 45号土壌出上土器
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嘉276図  46号土娠

第277図 47号土娠

十K
28-2m

B

」

44号土壊 (0-29b)上 層註記表

性 T~FT~「 羊 ¬ _下 コ
~下

雪

m

A
7

紫導孝離1荘

0

層位 層No 土    色 土  性 備    考

l

1 褐    7 5YR4/4 スコリア炭化物含む

2 褐    10YR4/4 粘上質 シル ト スコリア含む

2
3 にぶい褐 10YR5/4 シル ト スコリア含む

褐     10YR4/6 粘土質 シル

配 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

O-29・ 30 第 4層上面 長方形 巌雷缶撃P子∴宴inO強X習マ暑Tに
朋番の決rFr伺 。

血 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

R-27 第 4層上面 不整形

47号上娘 (Q-27)上層註記表

層位 層No 上 色 土  性 備 考

1

1 暗 褐 7 5YR3/3 シ,レ ト 炭化物、ローム粒含む

2 極暗褐 7 5YR2/3 ン,レ ト 炭化物、ローム粒含む

3 暗 褐 10YR3/3 粘土質ンル ト

4 褐   10YR4/6 粘上質ンル ト

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

Q-27 第 4層上面 不整円形
48土壌の選物 と本土壊の遺物が混入 して しまい分離す
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No 層  位 器  形 外 面 内 面 底 部 分類 備 考

1 堆積土 深 鉢 沈線文・ LR縄文・ 磨キ 磨キ (横 ) 磨 キ

2 堆積土 深 鉢 LR縄文・磨キ 磨 キ

3 堆積土 深 鉢 磨 キ 磨キ (斜 )

4 堆積土 深  鉢 沈線文・ 穿孔 磨キ (横 ) B IV

5 堆積土 深  鉢 沈線文 磨キ (横・斜 ) X

6 堆積土 深 鉢 沈線文・ RL縄文 磨キ (横・斜 ) X

7 堆積上 深  鉢 隆線文・沈線文・ RL縄文 磨 キ (横 )

堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ RL縄文 磨キ (横・斜 ) X

9 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ LR縄文 磨キ (横 ) X

第278図  47・ 48号土坂出上土器



第279図  47・ 48号土娠出土石器

B

♂
48号土娠 (P-28)上層註記表

第281図  49号土娠

(S― 19c)上層註記表

No 種   別 層  位 長 × 幅 X厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備 考

1 スクレイパー 堆積土 (2595)× (2925)X630 焼けている

第280図 48号土境

Q十 ユ呵―
28+2n

A

0        1        2m
十

一 ―

農 5&00m為
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A
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1        2m

T lmす

49号土坂

層 位 層No 土 色 土  性 傭 考

1 I 暗 褐 10YR3/4 粘土賓ンル ト

2

2 褐   7 5YR4/4 粘土質シル ト

3 褐   10YR4/4 粘土質シル ト ローム粒をしもふ り状 に含む

4 暗 褐 7 5YR3/4 粘土質シル ト

5 褐   10YR4/6 粘土質シル ト

6 褐   7 5YR4/6 粘土質ンル ト

3
7 褐   7 5YR4/4 粘土質 シル ト

8 黄 褐 10YR4/6 粘上質シル ト

NQ 地    区 確  認  面 平 面 形 規   模 壁  高 備 考

P・ Q-28 第 4層上面 楕円形 208× 157
土嫉 甲只 に段 が あ る。 Zつ の上娠 の皇候 で め る 列膏とに

層 位 層No 土 色 土   性 備 考

1 | 黒 褐 10YR3/2 粘土質 シル ト ローム粒含む

2

2 暗 褐 10YR3/4 ローム粒、炭化物含 |_・

3 掲   10YR4/4 ローム粒含む

4 褐   10YR4/6 シアレト ローム粒含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 考捕

S-19 第 4層上面 不整円形 100× 100
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第282図  49号上坂出土土器・上製円盤
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七
5420m

h10 層   位 器   形 外 面 肉    面 分   類 備

堆積土 隆線文・ RL縄文 磨キ (横 )

2 堆積土 深  鉢 沈線文・ L撚糸文 磨キ (横 )

3 堆積土 深  鉢 沈線文・ R撚糸文 磨キ (横 )

4 堆積土 土製円盤

第283図 50号土境

第284図  51号土帳

N0 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

0'P-28 第 5層 (12溝底面 ) 円 形 123X120 18 12濤 に切られる。

51土填 (N-28a)上層註記表

層NQ 土     色 土   性 備    考

l 暗 褐 7 5YR3/3 ンル ト Fine sandを 含む

2 暗 褐 10YR3/4

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

NoO-28 第 5層 (風側木底面 ) 不整長方形 127× 92 風倒木に切 られ る。底面中央に20X19× 38の ビッ ト有。

52土壊 (N-28P)土層誰記表

層 位 層No 土     色 土  ′
性 備     考

1

1 暗 褐 10YR3/4 スコリア、若干の炭化物含む

2 暗 褐 10YR3/3 ングレト スコリア含む

2 黄 褐 10YR5/6 粘土質 シル ト

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規   模 壁  高 備 考

N-28 第 4層上面 楕円形 12濤に切 られる。
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53号土壊 (M-29)上 層註記表

層位 層No 土     色 土  ′
陛 備     考

1 暗 褐 7 5YR3/3

2 褐   7 5YR4/6 シル ト 礫 を含む

2

3 褐   10YR4/4 粘土質ンル ト

4 黄 褐  loYR5/6 粘土質ンル ト

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 者

M-29,30 第 4層上面 不整長方形 197× 172 27 2住居跡 を切 る。

Ⅷ所鵡配
第287図  53号土坂出土土器

鸞

54号土填 (M-29b)上層註記表

第238図  54号土壊
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農 54001n

0        1        2m
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No 層   位 器   形 外 面 内     面 分  類 備 考

l 堆積土 深  鉢 隆線文・ 不明縄文 不明 BI

2 堆積土 深  鉢 陸線文 。RL縄文 磨 キ (模 )

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1

1 暗 褐 10YR3/3 スコリア少量含む

2 褐   7 5YR4/6 ンル ト 砂粒、少IEk含 む

2

3 掲   10YR4/4 粘上質 シル ト 砂粒、少礫含む

4 褐   7 5YR4/4 粘土質 ンル ト 砂粒、スコリア含む

5 褐   10YR4/6 粘土質 ンル ト スコリア含む

3 6 明 褐 10YR6/8 砂質 ンル ト 砂粒、ア」韓 含む

7 黄 掲 10YR5/6 シル ト ローム粒含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 傭 考

M-29 第 4層上面 楕円形基調 145× (90, 3住 を切 る。底面北側 に26× 24× 32の ビッ ト有。
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第291図
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56号土渡
崖 5360m

/

56土壊 (L-30) 土層誰記表

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分   類 傭 考

1 堆積土 深  鎌 隆線文・ LR縄文 磨キ (横・縦 ) X

2 lt積土 深  鉢 隆線文・ 不明縄文 不明

3 堆積上 深  鉢 陸線文・ RIPA糸文 不明

第289図  54号上壌出土上器

55号上壊 (M-28)上層註記表

層位 層No 土 色 上  性 備 考

J

1 褐   10YR4/3 シル ト スコリア少量含む

2 黄 褐 10YR5/6 スコリア少量含む

2

3 イこぶい黄褐  10YR5/4 スコリア少量含む

4 褐   7 5YR4/6 シル ト

5 明 褐 7 5YR5/6 砂質 シル ト 小礫含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

M-28 第 5層 (12濤底面 ) 楕円形 112× 60 12溝 に切 られる。

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1

ユ 暗 褐 10YR3/4 風化礫微量、炭化物微量、火山灰粒少量含 む

2 暗 褐 7 5YR3/4 シル ト 風化礫少量、火山灰少量、炭化物微量 に含 む

3 暗 褐 7 5YR3/3 シアレト 炭化物少量、風化礫少量、火山灰粒少量含む

4 にぶい黄褐 10YR4/3 風化礫微量、火山灰粒少量、炭化物微量に含む

2 5 明 褐 7 5YR5/6 風化礫多量、火山灰粒微量に含む

3 6 褐   10YR4/4 炭化物微量、風化物粒少量含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

L-29。 30 第 4層上面 不整方形 105× 98 2住居跡を切 る。底面中央に42× 32× 23の ピット有。

報Pl
No 層   位 器   形 外 面 肉 面 分  類 考備

堆積土 深  鉢 沈線文 磨キ (横 ) X

第292図  56号上壊出土上器
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57号 土嫉 (L-29)上層註記表

層位 層No 土    色 土   性 備     考

1

1 褐   10YR4/4 スコリア含む

2 暗 褐 10YR3/3 ン,レ ト スコリア、砂粒 を少量含む

3 暗 褐 10YR3/4 砂粒、小礫含 む

2 4 名屠   10YR4/6 粘土質 シル ト ローム粒含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規   模 壁  高 臓 考

L-29 第 4層上面 隅丸方形基調 160× (102) 24 5濤に切 られる。底面北側に段有。

層 配 土    色 土  性 備    考

1 黒褐色 7 5YR3/2 ングレト ローム粒少量含む

2 暗褐色 7 5YR3/4 ローム粒多量に含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

L-28 第 4層上面 不整円形 101× 97 12溝 に切 られ、 5住居跡 を切 る。底面東側 に段有。

59上填 (K-29b)上 層註記表

層位 層No 土 色 土  性 傭 考

1 黒 褐 7 5YR2/2 砂質 シル ト 砂礫、小礫多量に含む

2

2 暗 褐 7 5YR3/4 砂 小礫多量に含む

3 褐   7 5YR4/3 砂 小礫多量に含む

4 褐   7 5YR4/3 砂 礫多量、細礫多量に含む

3
5 暗 褐 10YR3/4 砂質 ンル ト 砂粒多豊、小礫少量含む

6 暗 掲 10YR3/4 砂 小礫多量に含む

4 7 黒 褐 7 5YR3/2 砂質シル ト 小礫多量含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

K-29 第 5層上面 不整円形 168× 157
5濤 に切 られ る。 本 釆 の上城 の 周 囲 に爾 洛 の狼 朋 侑。
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60号上娘上層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1

1 黒 褐 7 5YR2/2 ンル ト 小礫、細礫多量、炭化物微量に含む

2 暗 褐 10YR3/3 砂質シル ト 小礫、細礫多量に含む

2 3 褐   10YR4/4 砂 礫 小礫組礫多量に含む

3

暗 褐 10YR3/3 砂質シル ト 小礫少量、細礫多量に吹 く

5 黒 褐 10YR3/2 砂質シル ト 細礫、砂粒多量に含む

6 褐   10YR4/4 砂質ンル ト 小傑、砂粒少量含む

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

」・K-29 第 5層上面 円形 183X169 嘉耳守離 ☆近組
のビット有。底向来側にυυ X

61号土城

61土壊 (L-27)上層誰記表

層位 層No 土 色 土  性 備 考

1

1 暗 褐 10YR3/4 イヽ 円礫少量含む

2 黒 褐 10YR2/3 ンル ト オヽ円礫、炭化物粒子多量、スコリア多量に含む

3 暗 褐 7 5YR3/3 シアレト 焼上、炭化物多量、円礫少量、スコリア多量に含む

2

暗 褐 10YR3/4 ンル ト 小円際 を多量に含む、炭化物微量に含む

5 暗 褐 7 5YR3/4 細礫少量含む

ピット
6 褐   10YR4/4 シル ト

褐   loYR4/6 シル ト

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

K・ L-27 第 4層上面 円形 207× 197 緩蓮F超 ,攀亀辱軍T今膨撃益守恭揖貿見∠f伺
°
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配 層   位 器  形 外 面 内 面 分  類 備 考

1 層No 深 鉢 隆線文・ 沈線文・ LP縄文・磨 キ 磨 キ (横 ) X

層NQ 3 深 鉢 沈線文 。刺突文 磨 キ (横 )

3 層詭 3 深  鉢 隆線文 。不明縄文 磨 キ (横 )

4 層 No l 深  鉢 隆線文 不明 X

5 層 No l 深 鉢 沈線文・ RL縄文 磨 キ (横 )

層hl 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ RL縄文 磨 キ (横 )

7 層配 3 深 鉢 沈線文 。RL縄文 不明 X

8 層No 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ RL縄文 磨 キ (横 ・縦 )

9 層lNo 2 深  鉢 沈線文 ナデ・ 磨 キ (横 )

第298図  61号上壊出土上器
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第299図  61号 土坂出土石器

第300図  62号土壊
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名

No 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 儒 考

1 スクレイパー 層No 3 (3965)X2840× 1015 9 80 買  岩

2 ピェス・ ェスキーユ 層No l 2425× 2350× 905
措 エ

3 石 核 層No 3 2965× 4125× 1980 流紋岩

62号土坂 (K-28)上層註記表

層 位 層No 土 色 土   性 備 考

ユ 1 黒 褐 7 5YR2/2 褐色の小礫多量、炭化物の粒子微量に含む

2

2 暗 褐 7 5YR3/4 砂質ンル ト 挙大の礫、イヽ礫少量、炭化物微量に含む

3 暗 褐 7 5YR3/4 砂質シル ト 小礫、細礫多量に含む

暗 撮 7 5YR3/4 細礫少量含む

5 暗 褐 7 5YR3/4 砂質 シル ト 小礫少量含む

6 褐   10YR4/3 砂質 シル ト 細礫少量含 む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

K・ L27・ 28 第 4層上面 円形 218× 198 73 6住居跡 を切 る。底面中央 に40× 33X13の ピッ ト有。
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第301図  63号土壊

第302図  64号土墳

第303図  65号土嬢

第304図  66号土壊

66号土損 (0-24c)土 層註記表

名        農 5&∞ m

m

伴 下 ¬
~下

下 引 に 下 耳 ~「 Tギ
m

ドL53 6tlm

0       1       2m

R+Im十
25-lm

シ

ドL54∞m

No 地 区 確 認 面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

R-23 第 4層上面 精円形 117X88

＜

＼

Ｂ

No 地 区 確 認 面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

Q・ R-24 第 4層上面 不整長方形 123× 92 65土壌 を切 る

Q-24 第 4層上面 楕円形 115× 97 17 64土壌に切 られる

層位 層配 土 色 土  性 備 考

1

l 褐   7 5YR4/4 シル ト ローム粒 を若干含む

2 暗 褐 7 5YR3/4 シル ト ローム粒を若干含む

3 褐   7 5YR4/3 ローム粒を若千含む

2
暗 褐 7 5YR3/3 シル ト ローム粒 を若干含む

5 褐   7 5YR4/3 シアレト ローム粒を若干含む

3

6 禍   7 5YR4/6 シルト ローム粒 を若千含む

7 褐   7 5YR4/3 シル ト ローム粒 を若干含む

8 褐   7 5YR3/4 シル ト ローム粒を若干含む

4 9 褐    7 5YR4/4 シアレト ローム粒、炭化物を若干含む



� 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

O・ P-25 第 4層上面 楕円形基調 117× (80) と
に居瑯に切 られる。底向中央に38X32× 55の ビット

島 54∞m

67号土壊 (0-24b)上層註記表

層位 層Ne 土 色 土   性 備 者

1

1 褐   7 5YR4/3 ンル ト ローム粒 を含む

2 暗 掲 7 5YR3/4 ンル ト ローム粒 を含む

3 暗 褐 7 5YR3/3 ンル ト ローム粒を含む

4 暗 褐 7 5YR3/4 ローム粒 を含む

2
5 褐   7 5YR4/3 ンル ト 炭化物 を含む

黒    7 5YR1 7/1 炭化物の層 となっている

3
暗 褐 7 5YR3/4

8 褐   7 5YR4/4 シル ト

4 明 褐 7 5YR5/6 粘土質 シル ト

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

67 O-24 第 4層上面 隅丸長方形基調 100× (95) ≧
任 盾 P71｀ に切 うれ る。底 回甲共 に Z∪ Xl′ XZ′ の ビ ツ ト

第306図  68号土娠

:郡 零 率 零 驚 第

5470m

0        1        2m

68号上帳 (0-24)土層誰記表

層位 層No 土 色 土  性 備 考

1

1 暗 褐 7 5YR3/3 ンアレト ローム粒 を若千含む

2 褐   7 5YR3/4 ンル ト

3 褐   7 5YR4/3 よごれたローム土含む

2

4 褐   7 5YR4/4 ン,レ ト 黒色上をブロック状に含む

5 黒 褐 7 5YR3/つ ル ト

6 暗 褐 7 5YR3/4 ローム粒をまだ らに含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

O-24 第 4層上面 不整長方形 167X138



綾 鱗]3監耳卓割鱒
中中ロ

No 層   位 器   形 外 面 内    面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 R撚糸文 磨 キ (横 )

2 堆積土 土製円盤

3 堆積土 土製円盤

68号上捩出土土器・土製円盤

ム

ス＼＼
B

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

N-29 第 4層上面 楕円形基調 87× 75 12 5濤 に切 られる。底面に35× 24× 27の ピット有。

第309図

70号土城

A
上

名 鼻 5S OOn

70号土壊 (N-26b)上 層註記表

層位 層No 土 色 土  性 傭 考

1

1 暗 褐 7 5YR3/4 砂質 ンル ト スコリア少量含む

2 暗 褐 7 5YR3/4 砂質 ンル ト

2 3 明 褐 7 5YR5/6 砂質 シル ト 暗褐色土プロック少量含む

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

NoO-26 第 4層上面 橋円形 底面中央に16× 13× 24の ピット有。

零阜督里墳`分 B
卜 5400m

伴 下 ¬

~下

下 呵 L下 可

~「

Tttm

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

71 N-25・ 26 第 4層上面 隅丸長方形基調 126× 74
上頻 北 似1に 覇 洛 の狼 囲 ●。胚 国 甲共 に 16 X ll X ZV

71号土装 (N-26a)上層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

I

1 暗 褐  7 5YR3/3 砂質 ンル ト スコリア多量、炭化物粒少量、風化礫微量に含む

2 極暗褐 7 5YR2/3 砂質 シル ト スコ リア少量、炭化物粒少量含む

3 暗 褐 7 5YR3/4 砂質ンル ト スコ リアブロック少量含む

2 4 暗 褐 7 5YR3/4 砂質シル ト
スコ リア少 重 、反 4ヒ靱 似 重 、明 東伯色 砂 負 ンル トンロ ツ

279



第311図
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72号土授 (N-25)土層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1

1 黒   7 5YR2/1 砂質シル ト スコリア少量、炭化物多量、円礫微量、角際微量に含む

2 黒 褐 7 5YR2/2 砂質シル ト スコリア多量、炭化物少量、焼上少量、風化際少量含む

3 暗 褐 7 5YR3/3 砂質シル ト スコリア少量、炭化物微量、焼土粒微量に含む

2

具 褐 7 5YR2/2 砂質シ″ ト スコリア、炭化物微量に含む

5 掲   7 5YR4/4 砂質 シル ト スコリアブロック少量、炭化物少量含む

6 褐   7 5YR4/4 砂質シル ト スコリアプロック多量、炭化物微量に含む

3
暗 褐 7 5YR3/4 砂質シル ト スコリア多量、炭化物少量含む

8 皇
〔

褐 7 5YR3/2 砂質シル ト スコリア少量、炭化物少量、焼土粒微量に含む

0        1        2m

蔭魏7 ¶
〃
圧

乱

――

――

郎

鵜計羽坦竪
Ocm

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分   類 備 考

I 堆積土 深  鉢 沈線文 。とR縄文 磨 キ (横・斜 ) X

2 堆積土 深  鉢 隆線文 。とR縄文 磨キ (横・斜 ) X

3 堆積土 深  鉢 隆線文 磨キ (横 ) X

4 堆積土 深  鉢 沈線文・ RL縄文 磨キ (横 ) X

5 堆積土 深  鉢 隆線文 不明 X

6 堆積上 深  鉢 隆線文・沈線文・ LR縄文 磨 キ (横 )

7 堆積上 ミニチュア ナ デ ナデ (横 )

第312図 72号土坂出土土器



③91鰻劫02  揃

聴 層  位 酌 層  位

1 堆横土 2 堆積上

第313図 72号上壊出上上製円盤

配 種   別 層 位 長 X幅 × 厚 (剛 ) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 備    考

1 磨製石斧 2層 815× 5740× 2830

第314図 72号土壊出上石器

第315図  73号土境

A「

73号土墳 (M-26b)土 層註記表

μ 5500m

0        1        2m
|

２７．‐＋

Щ

層血 上 色 土  性 備 考

l 暗 褐 7 5YR3/3 砂質 シル ト スコリア少量含む

2 褐   7 5YR4/4 砂質 シル ト 風化礫少量、暗褐色土ノロック少量含む

NQ 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

M-26 第 4層上面 楕円形 107X88
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第317図

N-2m―卜 氏
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74号土壊 (M-26a)上 層誰記表

騨こ
⑬

土口，
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第316図 73号土壊出土土器
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雪
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No 層   位 器   形 外 面 内     面 底   部 分  類 備    考

1 堆積土 深  鉢 刺突文 ケズ リ・ 磨キ (横 ) BW

2 堆積土 深  鉢 LR縄文・磨キ 磨キ (横 ) 磨 キ (横 )

層No 土 色 土  性 備 考

1 暗 褐 7 5YR3/3 砂質 シル ト 火山灰粒少量、炭化粒少量、円礫微量に含む

2 暗 褐 7 5YR3/4 砂質 シル ト 火山灰ブロック多量 に含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

M-25・ 26 第 4層上面 楕円形 70× 58

第318図  75号土娠

IB 54 70m

層位 層No 土 色 上  性 備 考

1

1 褐   10YR4/4 ローム粒含む

2 黄 褐 10YR5/6 粘土質 ンル ト ロームプロック

3 褐   10YR4/6 シル ト ローム粒含む

暗 褐 10YR3/4 シル ト ローム粒少量含む

ピット 5 褐   10YR4/4 粘上質シル ト

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

N-25 第 4層上面 不整精円形
2掘立 柱 煙物 跡 に切 られ る。底 画 甲ス に36X30X3う の

76.77号土損

F



76号土墳 (N-24d)土層註記表

層位 層No 土 色 土  性 備 考

I

1 褐   10YR4/4 ンル ト 炭化物、ローム粒含む

2 褐   10YR4/6 ル ト 炭化物、ローム粒含む

2
3 黄 褐 10YR5/6

暗 渇 7 5YR3/4 粘土質シル ト

76号土壊 (N-24e)上層註記表

層No 土 色 土   性 傭 考

1 暗 褐 10YR3/4 ローム粒若干含 む

2 褐   10YR4/6 粘上質シル ト ロームプロック含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規   模 壁  高 備 考

N-24 第 4層上面 楕円形 126× 93 67 祐斐穏瞬最称磐糠甲暑争
し`rrェ張を引ぅ。

N-24 第 4層上面 楕円形基調 (150)× 97 2掘立柱建物跡、76土 壌に切 られる。

第320図  78号土娠

N十
25

78号上壊 (N-24c)上層註記表

第321図 79,80号土填

ψ ユ 5500m為

層位 層No 土 色 土  性 備 考

1

1 褐   7 5YR4/4 シル ト ローム粒多 く含 まれる

2 暗 褐 7 5YR3/4 ン,レ ト

2
3 褐   7 5YR4/3 ンル ト

4 褐   7 5YR4/3 ローム粒 を含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

N-24・ 25 第 4層上面 不整楕円形 135× 78 小濤に切 られ る。底面中央 に19X16× 25の ビット有。

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

N-23・ 24 第 4層上面 不整長方形 156× (126) 2掘立柱建物跡 に切 られ、80土壊 を切 る。

N-23・ 24 第 4層上面 不整円形 140× (133) 79土 壌に切 られる。



79号上損 (N-24a)上層註記表

層位 層No 土 色 土   性 臓 考

1

1 暗 褐 7 5YR3/3 少量の炭化物 を含む

2 曙 褐 7 5YR3/4 少量の炭化物 を含と

2

3 褐   7 5YR4/6
『

腸 星 丞 含
を 約 ふ ワ拡 友 ひ フ ロ ッ ク状 に 含 む 。 夕 童 の 灰

4 褐   7 5YR4/4 ンル ト 少量の炭化物 を含む

5 暗 褐 7 5YR3/4 ンル ト

3 6 褐   10YR4/6 粘土質 ンル ト

80号土娠 (N-23)土 層註記表

層No 上 色 土  性 備 考

1 暗 褐 10YR3/4 少量の炭化物 を含む

2 褐   7 5YR4/4 少量の黄色ロームを霜ふ り状に含む

3 暗 褐 7 5YR3/3

∞,鋭生。
!

イ∞ 互
Ocm

No 層   位 器   形 外 面 内 面 底  部 分   類 備 考

I 2層 上面 深  鉢 隆線文・ LR縄文・磨キ 暦 キ (横 ) 磨  キ

2 堆積上 深  鉢 磨 キ 磨 キ (横 ) 磨  キ

3 堆積土 深  鉢 LR縄文・磨キ 磨 キ (横 ) B VI

4 堆積土 上製円盤

5 堆積土 土製円盤

堆積土 土製円盤

7 堆積土 土製円盤

第322図  79号土損出土土器・土製円盤
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第323図  80号土帳出上上器
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No 種 層  位 長 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 備 考

1 石鏃B 堆積土 (1890)× 1945× 675

2 石 錐 堆積土 2005X1660X325 0 85 買 岩

3 スクレイパー 堆積土 2420× 2050× 920 黒曜石

4 スクレイパー 堆積土 2820X3185× 1335 買 岩

5 スクレイパー 堆積土 5265× 1375× 980 6 15 買 岩

6 堆積土 5045× 1735× 965 6 30 買 岩

第324図 80号土填出土石器

285
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81号 上損 (K-26)土層註記表

τ
54 Cllm

0        1        2m
|

ド上5生 00m

K十
27-l n]

27+2m

82号土 損 (」 -26b)上 層 註 記 表

名

層 位 層No 土 色 土   性 備 考

1 1 暗 褐 10YR3/4 凝灰岩質小円礫、細際多量、炭化物粒子少量含む

2

2 褐   10YR4/4 小円礫多量、炭化物粒子微量に含む

3 賠 褐 10YR3/4 細円礫少量含む

4 褐   10YR4/4 シアレト 細円礫微量に含む

3 5 褐   10YR4/6 円4LR少 量、小細礫多量に含む

Ne 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 傭 考

K-26・ 27 第 4層上面 不整円形 155× 134 70 底面中央に38× 29× 10の ビッ ト有。

層No 土 色 土   性 備 考

1 明 褐 10YR3/4 ,レ ト 炭化物、スコリア及び若千の焼土含む

2 褐   10YR4/4 スコリア、炭化物含む

3 褐   10YR4/6 粘土質 ンル ト ローム粒含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

J-26 第 4層上面 楕円形 103× 80 14 底面に挙大～手の平大の石が散乱する。

■ 54 ЮOm

A、、B

す
」十二m 83号

土填 020上 層註言E表

0        1        2m

層位 層No 土 色 土  性 備 考

1

1 黒 褐 10YR3/2 褐色粒多量 (ロ ーム、スコリア)、 細礫少量、炭化物少量含む

2 暗 褐 10YR3/4 ンル ト ローム粒少量含む

3 黒 褐 10YR3/2 シル ト 小礫微量に含む

2 4 褐   10YR4/4 砂質 シル ト 小礫、細礫 (褐色 )多量に含む

3
5 暗 褐 10YR3/4 小礫微量、細礫少量含む

6 暗 褐  7 5YR3/3 掲色 (ロ ーム)少量含む

NO 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

J-26・ 27 第 4層上面 不整円形 166X153 底面中央に29× 28X14の ビッ ト有



菅
5450m

0        1        2m

84号土壊 (」 -25a)上層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1 1 暗 褐 10YR3/3 着千スコリア含む

2

2 褐   7 5YR4/4 ンル ト 少量の炭化物含む

3 褐   10YR4/6

3 褐   7 5YR4/6 粘土質シル ト

4 5 黄 褐 10YR5/6 シアレト 若干炭化物含 む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

J-25・ 26 第 4層上面 不整精円形 215× 160 底面中央部 に段有。

風
牝

鞠恥4/酔 95③ 86

θ             5            10cm
|

第329図 84号土填出上土器 。土製円盤

名     農監50m

No 層   位 器  形 外 面 内     面 底   部 分   類 備    考

ユ 堆積土 深  鉢 RB縄文・ 磨キ 磨キ (横 ) 磨  キ

2 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ LR縄文 磨キ (縦 )

3 堆積土 深  鉢 隆線文・ 不明縄文 不  明 X

4 堆積土 深  鉢 隆線文・ 刺突文 磨キ (横 ) X

5 堆積土 土製円盤

6 堆積土 土製円盤

85号 土嫉 (L-25b)土 層註記表

層No 土 色 土   性 傭 考

I 暗 褐 10YR3/4 結土質ンル ト スコリア少量含む

2 褐   10YR4/6 ンル ト スコリア多量に含む

3 黄 褐 10YR5/6 粘土質ンル ト ロームブロック含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

L-25 第 4層上面 不整楕円形基調 105× 80 325号 土壌 に切 られ、10住 居跡を切 る
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第331図 85号土填出土土器
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No 層   位 謡   形 外 面 内     面 分   類 備 考

1 堆積土 深  鉢 沈線文・ RL縄文 基至;鰹 f斜
) X6or7

2 堆積上 深  鉢 隆線文・ RL縄文 磨 キ (横 )

3 堆積土 深  鉢 隆線文・ RL縄文 ナデ・磨キ (横 )

4 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文 。L撚糸文 磨キ (横 )

5 堆積上 深  鉢 隆線文・刺突文

No 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

1 箆状石器 堆積土 (5820)× 2780× 1270 流紋岩

2 礫石器 堆積土 119× 104× 52 凹―片面

第332図 85号土損出上石器 (1)



延

第333図 85号上壊出上石器 (2)



第335図  87号土娠
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86号 上坂 (H-25)上層誰記表

明 褐 7 5YR5/6

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

H・ I-25 第 4層上面 円形基調 138× (102) 14濤 に切 られる。底面中央部 に18× 17× 13の ビッ ト有

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

L-24 第 4層上面 不整円形 (150)X138 10

第336図  88号土壊

∞ B
0            5            10cm

止,   農 54ワ Om

W

第337図 88号土壊出上上製円盤

ど
M2m十

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規   模 壁 高 備 考

L-25 第 4層上面 楕円形 104× 47 10 土壌中に攀大～人頭大の石が詰 まっている

血 種   別 層  位 長 × 幅 X厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備     考

1 石 核 堆積土 3810× 2595× 1915 流紋岩

第338図 88号上壊出土石器 (1)



借
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No 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 備 考

1 礫石器 堆積土 101X76× 55 凹―両面

2 礫石器 堆積土 89× 75× 44 凹―片面、磨 ―片面

第339図 88号土壊出土石器 (2)

ヽ 崖 5500m

89号上娘 (L-24a)土 層誰記表

層位 層聴 土 色 土   性 備 考

1

1 暗 褐 10YR3/4 シル ト 若干の炭化物含む

2 暗 褐 10YR3/3 シル ト 焼土・炭化物含む

2 3 黄 褐 10YR5/6 粘土質シル ト

3

4 黒 褐 10YR3/2 ンル ト 炭化物、焼土含む

S 暗 褐 7 5YR3/4 シル ト 若子の炭化物含む

6 褐   10YR4/4

配 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

L-23・ 24 第 4層上面 楕円形 134× 103 底面北東隅に51× 29× 14の ピット有。

◇Bl略4部輸

第341図  89号土城出土土製円盤
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No 層   位 器   形 外 面 内    面 分   類 備 者

堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨 キ イ繕・ 紺 ヽ X

2 堆積土 深  鉢 隆線文 。沈線文・ RL縄文 磨キ (縦 ) X

3 堆積土 深  鎌 磨キ (横 ) X

第342図  89号土損出土土器

第343図 農5550Ю

90号土壊 (K-24a)土 層註記表

層位 層No 土 色 土  イ
陛 偏 考

I

1 暗 褐 7 5YR3/3 シアレト スコリア少量含む

2 暗 褐 7 5YR3/4 シル ト 炭化物、焼土粒、スコリア少量含む

2
3 褐   7 5YR4/4 炭化物、スコリア砂粒含む

4 褐   7 5YR4/3 炭化物、スコリア含む

3 5 明 褐 7 5YR5/8 粘土質 ンル ト ローム粒含む

91号上坂 (K-24b)上 層註記表

層No 上 色 土   性 備 考

1 暗 褐 10YR3/4 ンアレト スコリア少量含む

2 暗 褐 7 5YR3/4 スコリア、炭化物少量含む

3 褐   10YR4/6 スコリア、砂粒含む

92号土娘 (K-24c)土 層註記表

層No 土 色 土  性 備 考

1 暗 褐 10YR3/4 スコリア少量含む

2 褐   7 5YR4/4 スコリア、炭化物少量含む

3 褐   7 5YR4/6 ,レ ト ローム粒、焼土粒含む

93号土壊 (K-24d)土 層註記表

層配 土 色 土  性 備 考

1 褐 7 5YR4/4 ングレト ローム粒少量含む

2 褐 7 5YR4/6 ン,レ ト ローム粒少量含む

3 褐 7 5YR5/6 ロームプロック含む



Nu 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

K-24 第 4層上面 145× 13]

91 K-24 第 4層上面 不整楕円形基調 99× (73) 90、 92土壌 を切 る

K-24 第 4層上面 不整長方形基調 (120)X74 〕、 υ3上輻 に 引 られ る。

K-24 第 4層上面 不整方形 92上 嫉を切 る。底面は東talが 一段低 くなっている
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No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 鷹 考

1 堆積土 深  鉱 隆線文・ LR縄文 ナデ・ 磨キ (横 ) X

2 堆積土 深  鉢 隆線文・ LR縄文 ナデ・磨キ (横 ) BI

3 堆積土 深  鉢 RLR縄文・ 磨 キ 磨キ (桟 )

4 堆積土 深  鉢 磨 キ ナデ・ 磨キ (横 )

5 堆積土 土製円盤

90号 土帳出上土器・上製円盤

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 備 考

1 堆積上 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横・ 縦 )

2 堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨 キ (横 )

3 牲積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横・斜 )

lL積土 深 鉢 沈線文・ LR縄文 磨 キ (横 )

5 牲積上 上製円盤

第345図 91号土壊出土土器 。上製円盤



No 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

1 箆状石器 堆積土 6450× 3530× 1280 17 35 警玉

第347図  94.95号土埃

96号土壊 (」 -24e〉 上層註記表

91号土壊出上石器第346図

為

農 5500n

94号上坂 (K-24e)土層註記表

層 位 層No 土 色 土   性 備 考

1

1 暗 褐 10YR3/4 ングレト スコリア含む

2 褐   10YR4/4 スコリア、炭化物微量に含 む

3 鶴 OYR4/6 粘土質シル ト スコリア、若干の焼土粒含 む

2 4 黄 褐 10YR5/6 ローム粒含む

95号土損 (」 -24H)上 層註記表

層位 層No 上 色 土  性 臆 考

I

1 暗 褐 10YR3/3 スコリア含む

2 暗 褐 10YR3/4 シル ト スコリア含む

3 暗 褐 7 5YR3/4 シル ト スコリア、Fine Sand含 む

2 4 褐   10YR4/6 粘土質ンル ト 粘土粒含む

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

J・ K-23・ 24 第 4層上面 方形基調 (120)X l10 15
υう土張を■l」 る。コヒ来部にうZX5υ X14の 凹み封,と ううX10
X10の達がみられる^

J・ K-23・ 24 第 4層上面 不整楕円形基調 (126)× 90 21

96号土城

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1

1 褐   7 5YR4/4 屍上、炭化物、スコリアを若千含む

2 暗 掲 10YR3/4 炭化物 を少量含む

2 3 褐   10YR4/6 粘土質 シル ト

No 地    区 確  認  商 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

」-24・ 25 第 4層上面 不整橋円形 138× 69



97.98号土壊第349図
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層No 土 色 土  ‖生 備 考

1 褐 7 5YR4/6 小礫、スコリア含む

2 褐 7 5YR4/4 ,レ ト スコリア少量含む

3 褐 10YR4/6 粘土質 ンル ト

98号上墳 (」 -24g)上層註記表

層No 土 色 土  性 備 考

] 偶   10YR4/6 粘土質シル ト ローム粒が微量の焼土含む

2 黄 褐  10YR5/6 ローム粒、スコリア含む

3 褐   10YR4/6 シル ト

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

J-24 第 4層上面 隅丸長方形 75× 58 98土壊 を切 る

J-24 第 4層上面 隅丸長方形基調 55X(33) 97上 壌に切 られる

第350図  99号土媛   24+lm 名     島 5560m

呻

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

J-23・ 24 第 4層上面 不整円形 80× 70 底面束側が一段高 くなっている。

第351図

100号土壊
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(」 -24d)上 層 註 記 表

層位 層No 土 色 土  性 備 考

1

1 褐    10YR4/4 ン,レ ト スコリア及び挙大の際 を含む

2 褐    10YR4/6 ンル ト スコリアを含む

2
3 明  褐 7 5YR5/6 ン,レ ト スコリア及びFine sandを 含む

4 黄  褐 10YR5/6 粘上質 シル ト スコリアを多量に含む

ピット
5 黄  褐 10YR5/8 砂質ンル ト Fine sandを 多量に含む

6 鈍い黄褐 10YR4/3 砂質 シル ト

配 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

100 J-24 第 4層上面 楕円形 129× 110 底面中央に36× 27× 39の ビット有。

フ 蔭 02監 準�

295



No 層   位 器  形 外 面 内 面 分  類 備 考

1 堆積上 深  鉢 隆線文・ LR縄文 磨 キ (横 ) X

2 堆積土 土製円盤

第353図  101.102.
103号土帳

第352図 100号上娘出土土器・土製円盤

名
Ａ
′
立

崖 55 00nl

阜   ュ    P5450m

m

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

I・ 」-24 第 4層上面 円 形 208X202 古!寧振桝β争(響 :ヽ

103土頼を切る。底面中央に40×

J-24 第 4層上面 不整円形基調 (125)× 114 点 召 (ラ摯
つ てし`

・
υう工 顔 を V」 ● 。 本 側 に もlXZr×

J-24 第 4層上面 楕円形基調 (120)× (83) 101、 102土墳 に切 られる

101号土振 (」 -24a)上層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

I 1 暗 褐 7 5YR3/3 スコリアを少量含む

2 2 褐   10YR4/6 粘土質 シル ト スコリアを多 く含む

3

3 黒 褐 10YR3/2 炭化物、スコリアを含む

4 暗 褐  10YR3/4 炭化物、スコリア及びFine Sandを 含む

5 暗 褐 7 5YR3/4 スコリアを少量含む

4 6 褐   7 5YR4/6 粘土質 シル ト

102号土墳 (」 -24b)上層註記表

層位 層No 上 色 土   性 備 考

1

I 暗 褐 7 5YR3/4 シル ト スコリアを少量含む

2 暗 褐 7 5YR3/3 シ,レ ト スコリア、炭化物若干の焼土粒含む

3 褐   7 5YR4/3 シル ト スコリア、炭化物若干の焼土粒含む

2 4 褐   10YR4/6 粘土質 シル ト スコリア、 ロームプロックを含む

103号土損 (」 -24c)上層註記表

層NQ 土 色 土  性 備 者

t 暗 褐 10YR3/4 シル ト スコリアを少量含む

2 褐   10YR4/4 スコリア、炭化物少量含む

3 黄 褐 10YR5/8 粘土質シル ト ローム粒含む
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No 層  位 器  形 外 面 内     面 分  類 僑 考

1 堆積上 深  鉢 磨 キ (横 )

2 堆積土 深  鉢 LR縄文・ 磨キ マメツ X

3 堆積土 深 鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (縦・斜 )

堆積土 深 鉢 隆線文・ LR縄文 磨キ (横 )

第354図 101号上娯出土上器

� 皮 0              5             10cm

NQ 層   位 器  形 外 面 内     面 分  類 備 考

ユ 堆積土 深  鉢 隆線文 磨キ (横 )

第355図 102号上帳出土土器



No 種   別 層  位 長 X tt X厚 (ma) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備     考

石  核 堆積上 4395× 6520× 4775 買  岩

③83略∴�
No 層   位 器   形 外 面 内     面 底  部 分  類 備     考

1 堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横・縦 )

2 堆積土 ミニチュア ナ デ 磨 キ ナ デ

3 堆積土 土製円盤

器石土

］〕２

第358図
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第357図 103号上壊出土上器 。土製品
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104号 土損 (1-24)上 層註記表

層位 層 配 土     色 土   陛 備 考

1

1 賭 褐 7 5YR3/4 ン,レ ト 炭化物 を少量含む

2 暗 褐 7 5YR3/4 炭化物 を含む

褐   7 5YR4/4 礫 を若干含む

2

明 褐 7 5YR5/6 粘土質 シル ト

褐   7 5YR4/6 砂質 シル ト

6 褐   7 5YR4/3

血 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

H,I-24 第 4層上面 円  形 174× 165 底面中央に28× 22X8の ピット有。

9Cm



No 層  位 器  形 外 面 内     面 底  部 分  類 備     考

1 堆積土 深  鉢 沈線文・ RL縄文 磨キ (横・ 縦 )

2 堆積土 深  鉢 隆線文 。しR縄文 磨 キ (横 )

3 堆積土 深  鉢 RL縄文 磨 キ (横・斜 )

4 堆横土 深  鉢 RL縄文 。磨キ 磨キ (横 ) 磨  キ

104号 土堰出上土器

No 種   別 層  位 長 × 幅 X厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

1 石鏃A 堆積土 (3580)× (1340)× 470

第360図  104号土坂出上石器
第361図  105号土壊
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No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

M・ N-23 第 4層上面 円形基調 124× (84) 13住居跡 を切 る。旧石器 トレンチのため全体は不明。

名 ド上5500m

2m

106号 土填 (M-23c)上層註記表

層 位 層No 土 色 上  性 備 考

1

1 褐   10YR4/4 ンル ト スコリア含む

2 明黄褐 10YR6/8 粘土質ンル ト

2
3 褐   10YR4/6 スコリア、炭化物含む

4 黄 褐 10YR5/6 粘土質シル ト スコリア多 く含む

3

5 暗 褐 10YR3/4 シル ト 焼土、炭化物を含む

6 褐   7 5YR4/4 炭化物 を若干含む、スコリア含む

7 褐   7 5YR4/3 スコリア若干含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

M-23 第 4層上面 不整円形 150× 123

r―H
2

No 層   位 器   形 外 面 内     面 底  部 分  類 備     考

1 堆積土 深  鉢 磨  キ 磨 キ (横 ) 磨  キ

2 堆積土 ミニチェア ナ  デ ナ  デ ナ  デ

第363図 106号土装出土上器 (1)
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No 層   位 器   形 外 面 内    面 分   類 備 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ RL縄文 磨 キ (横 ) X

2 lE積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ RL縄文 審キ (横 ) X

3 堆積土 深  鉢 LR縄文 磨 キ・ ナデ (横 )

第364図 106号土壊出上上器 (2)
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No 種   別 層  位 長 幅 厚備m) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

1 石  匙 堆積土 7185× 1880× 625 買  岩

第365図 106号土壊出土石器
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第367図 107号上損出土土器・上製円盤

ム

No 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

M-23 第 4層上面 不整橋円形 125× 75 108土 壌 を切 る。13住居跡 と重複の可能性有。

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文・不明縄文 磨 キ (横・斜 )

2 堆積土 土製円盤

3 堆横土 土製円盤

層位 層No 土 色 上   性 備 考

!

ユ 暗 褐 7 5YR3/3 ンル ト 炭化物、スコリア含む

2 暗 褐 10YR3/4 スコ リア含む

3 掲   10YR4/6 若干の炭化物、スコリア含む

4 褐   10YR4/4 ローム粒、炭化物含む

5 褐   7 5YR4/4 ンル ト 若子の炭化物含む

2

6 黄 褐 10YR5/6 粘土質 ンル ト ローム粒着千含む

7 にぶい黄褐 10YR4/3 ローム粒含む

8 褐   7 5YR4/6 粘土質ンル ト

3
9 褐   7 5YR4/3 ンル ト 炭化物、スコリア含む

10 明 褐 7 5YR5/6 粘土質 ンル ト

109号土墳 (M-23d)上層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1

暗 褐 10YR3/3 ンル ト 微量の炭化物、スコリア含む

2 暗 褐 10YR3/4 スコリア含む

3 褐   10YR4/6 ロームプロック含む

2 4 黄 褐 10YR5/6 粘土質 シル ト

No 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

L,M-23 第 4層上面 不整楕円形 250× (180)

L・ M-23 第 4層上面 不整形 (285)X155



0             5            10cm

第369図  108号上壊出上石器



No 種   別 層  位 長 X tt X厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

1 石 匙 堆積土 (8730)X2110× 640 頁  岩 アスファル ト付着

第370図 109号土壊出土石器
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第371図  110号土壊
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110号土填 (M-23e)土層誰記表

層位 層No 土 色 土  性 備 考

1

1 褐   10YR4/4 スコリア含む

2 褐   10YR4/6 スコリア層NIo lよ り多く含む

2 3 明責褐 10YR6/6 ンル Ⅲ ロームブロック含む

NQ 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

LoM-23 第 4層上面 円  形 117X105 13住居跡 との重複の可能性有。

N9 層  位 器   形 外 面 内    面 分  類 備 考

1 堆積土 深 鎌 沈線文・ LR縄文 磨キ (横・縦 )

第372図 HO号土壊出土土器



第373図 悧1.112.河 3.114号 土壊

lA 5470mム

「B IH号土壊 (L-23a)上 層註記表

底 5480m亀

0        1        2m
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層位 層No 上 色 土   性 備 考

1

1 暗 褐 7 5YR3/4 ンル ト スコリア少量の炭化物含む

2 掲   7 5YR4/4 スコリア、少量の炭化物含む

3 皇
一

褐 7 5YR3/2 少量のスコリア、炭化物、焼土粒含む

4 暗 褐 7 5YR3/3 ン,レ ト スコリア、炭化物含 む

2

5 褐    7 5YR4/3 粘土質シル ト スコリア、ローム粒多 く含む

6 暗 褐 7 5YR3/4 粘土質シル ト スコリア、 ローム粒含む

7 褐   10YR4/6 粘土質 ンル ト スコリア、ロームブロック含む

8 極暗褐 7 5YR2/3 粘土質シル ト スコリア含む

3

9 褐   10YR4/4 シアレト スコリア、焼上粒含む

10 黄 褐 10YR5/6 粘土質シル ト かたいローム粒含む

1】 にぶい赤褐 5 YR4/4 焼土粒多量に含む

113号土壊 (L-23b)上層註記表

層位 層No 土 色 土  性 備 考

]

1 暗 褐 7 5YR3/3 ローム粒若千含む

2 掲   10YR4/4 シル ト ローム粒、炭化物含む

3 暗 褐 10YR3/4 ン,レ ト ローム粒、炭化物 2層 より多 く含む

褐 OYR4/6 粘土質ンル ト スコリア、ローム粒多量に含む

2
5 暗 褐 10YR3/3 ローム粒、炭化物含む

6 暗 褐 7 5YR3/3 粘土質シル ト 若子のローム粒含む

3

7 黄 褐 10YR5/6 シル ト ロームブロック含む

8 明黄褐 10YR6/6 粘上質シル ト ロームプロック含む

14号土壊 (L-23c)上 層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1 1 掲   7 5YR4/4 着千の炭化物、スコリア含む

2

2 明黄協 10YR6/8 粘土質シル ト

3 暗 褐 10YR3/4 粘土質シル ト 若子の炭化物含む

4 暗 褐 7 5YR3/4 粘土質 ンル ト ローム粒多 く含む

3

5 褐   7 5YR4/3 ローム粒、炭化物、焼土粒含む

6 褐   7 5YR4/6 粘土質シル ト ローム粒、焼土粒少量含む

褐   10YR4/4 粘土質シル ト ローム粒、炭化物含む

XIO 地 区 確  認  面 平 面 形 規   模 壁  高 備 考

L-23・ 24 第 4層上面 精円形 330× 195 112、 113上 墳 を切 る

L-23 第 4層上面 円形基調 (240)× (120) lH土 墳 に切 られ、114土 境 を切 る。

L-24 第 4層上面 円形基調 (78)× (33) 1■土壌 に切 られ る

L-23 第 5層 (112土 墳底面 ) 円  形 HO× 100 112土境 に切 られる
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No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 備 考

I 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ Rと縄文 ナデ・磨キ (横 , 丹塗 り

2 堆積土 深  鉢 隆線文・ LR縄文 ナデ・磨キ (横 ) X

3 堆積土 深  鉢 隆線文・ RL縄文 磨キ (横・斜 ) X6or7

堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ RL縄文 磨キ (横・ 斜 ) X

5 堆積土 深  鉢 沈線文 。と醍 文 磨 キ (横 )

6 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文 磨キ (横・斜 )

堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 ナデ、磨 キ (横 )

8 堆積土 深  鉢 沈線文・ L撚糸文 磨キ (横 )

9 堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横 )

鼈積土 深  鉢 沈線文・ R醍 文 磨キ (横 )

11 堆積土 深  鉢 沈線文・ 刺突文 磨キ (横・斜 )

堆積土 深  鉢 沈線文 磨キ (横 )

13 堆積土 深  鉢 沈線文 ,刺 突文

雉積土 深 鉢 沈線文・刺突文 磨キ (横 )

第374図  HI号土壊出土土器 (1)
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Ne 層   位 器   形 外 面 内 面 底   部 分   類 備 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文・ RL縄文 磨キ (横・斜 )

2 堆積土 深  鉢 RL縄文 磨 キ (横 )

3 lE積土 深  鉢 沈線文 。LR縄文・ 磨キ 磨 キ (横 ) 木葉痕

堆積土 深  鉢 R撚糸文 暦 キ (横 ) B VI

5 堆積土 深 al・ R撚糸文 磨 キ (横 )

6 堆積土 深  鉢 RL縄文 磨 キ 横

堆積上 深  鉢 RL縄文 ナデ・磨キ (横 )

8 堆積土 深  鉢 LR縄文 磨 キ (横 ) B VI

9 IB・ 積土 深  鉢 沈線文・ RLR縄文・ 磨キ 磨  キ

10 堆積土 深  鉢 沈線文 磨 キ (横 )

第375図 HI号土壊出上土器 (2)
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憶上形

No 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (II) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

I 箆状石器 堆積土 (3950)× 2535× 740 頁  岩

2 スクレイパー 堆積土 3955× 3115× 1235 買  岩

3 礫石器 堆積土 117× 92× 37 665 0 磨 ―両面

第377図  HI号土坂出土石器
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第379図  H3号土壊出土土製品

1

鯵可
4

5

Ocm

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分   類 備 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文 磨 キ (横 )

2 堆積土 深  鉢 沈線文 磨 キ (横 ) 丹塗 り

3 堆FR土 深  鉢 沈線文 磨 キ (横 )

4 堆積土 深  鉢 隆線文 R焼 糸支 磨キ (横・ 縦 )

No 層   位 器  形 外 面 内 面 底   部 分   類 備 考

1 堆積土 深  鉢 RL縄文 ナデ・磨キ (横 )

2 堆積上 深  鉢 L撚糸文 磨 キ (構〕

3 堆積土 深  鉢 LR縄文 磨キ (横 )

4 堆積上 深  鉢 磨  キ 暦 キ (横 )

5 堆積上 深  鉢 沈線文・ R撚糸文 磨 キ (横 ) X

6 4t積上 深  鉢 沈線文 。RL縄文 磨 キ (横 K

7 堆積土 深  鉢 R撚糸文・磨キ 磨 キ (横 ) 磨  キ

308

第380図  H4号上壊出土土器
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No 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (ma) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 備    考

1 スクレイパー 堆積上 4370× 2305× 880 破損後加工

2 スクレイパー 唯積土 (3035)X(3705)× (1515) 買 岩

3 礫石器 lL積土 99× 72× 51 凹一両面、磨 ―片面

4 礫石器 堆積土 90× 65× 31 204 5 凹―片面

第383図  115号上壊



115号 土嫉 (L-23f)土層誰記表

層No 土 色 土   性 備 考

ユ 賠 褐 炭化物、ローム粒含む

2 褐   7 5YR4/4 ロームプロック多量に含む

3 褐 10YR4/6 ロームノロック多量に含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

し-23 第 4層上面 円形基調 84× 75 108土境に切 られる。

16号土壊 (L-23d)上層註記表

層No 土 色 土  性 備 考

1 暗 褐 10YR3/3 スコリア、炭化物含む

2 掲   10YR4/4 シルト スコ リア、炭化物、小礫含 む

3 掲   10YR4/6 粘土質シル ト ロームブロック含む

|17号 上損 (L-23e)上層註記表

層位 層 hlo 土     色 土  性 備    考

と

1 褐   10YR4/4 スコリア含む

2 晴 褐 10YR3/3 ス コ リア含 む

2 3 黄 褐 10YR5/6 ンル ト ローム粒多 く含 む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

L-23 第 4層上面 楕円形基調 170 X l13 l17土壌を切 る。東側に55× 45× 36の ビッ ト有

L-23 第 4層上面 楕円形基調 170× (100) 27 109、 116土 墳に切 られる
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下 可
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No 層   位 器  形 外 面 内    面 分  類 考備

1 堆積土 深  鉢 沈線文・ RL縄文 磨キ (横 )

2 堆積土 深  鉢 沈緑文 磨キ (横 ) X

3 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文 磨キ (横 ) X

堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文 磨キ (横 ) X

5 堆積土 深  鉢 沈線文 磨キ (横 ) K

第385図  117号土境出土土器(1)



No 層   位 器   形 外 面 内     面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 磨キ (横 ) X5a

2 堆積土 深  鉢 沈線文 磨キ (横 )

第387図   B
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第386図  117号土墳出土土器 (2)
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118号土娘 (K-23b)土層註記表

層No 土 色 土   性 備 考

1 暗 掲 7 5YR3/4 ン,レ ト

2 暗 褐 7 5YR3/4 ン,レ ト

3 褐   7 5YR4/4

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

L-23 第 4層上面 不整円形 120土壌 を切 る。

第388図  ■8号土坂出土土器

ガ

:≦喜電露野 J石

5480n 0第
阜♀]暑土壊  ′

K+2,世
孔m

lI

B

NIo 層   位 器  形 外 面 内     面 分  類 備 考

堆積土 深  鉢 L撚糸文 ナデ・ 磨キ (横 )

2 堆積土 深  鉢 隆線文 磨キ (横 )

イ19号上帳 (K-23a)土層註記表

層位 層No 土 色 上   性 備 考

ユ ユ 褐   7 5YR4/4 砂質シル ト 若干の炭化物含む

2
2 褐   10YR4/6 シル ト

3 暗 褐 10YR3/4



No 地    区 確  認  面 平 画 形 規  模 壁  高 備 考

K-23 第 4層上面 不整形

↑
551111m

0       1        2m

L-2m十
24-2 nl 120号上壊 (K-23f)上 層註記表

層位 層No 土 色 土  性 備 考

1

1 暗 褐 10YR3/3 ンル ト 炭化物、スコリア、焼土粒含む

2 褐   10YR4/6 ングレト 炭化物、スコリア、焼土粒含む

2

3 褐   7 5YR4/4 炭化物、スコリア、焼土粒含む

4 暗 褐 7 5YR3/4 炭化物、スコリア、焼土粒微量に含 む

5 褐   7 5YR4/4 ンル ト 炭化物、スコリア少量含む

3 6 明 褐 7 5YR5/6 粘土質 シル ト ロームブロック含む

121号土損 (K-23g)土 層註記表

層位 層配 土 色 土  性 備 考

1

1 暗 褐 7 5YR3/4 ンル ト スコリア、焼上粒、炭化物含む

2 禍   7 5YR4/4 スコリア、焼土粒、炭化物微量に含む

3 褐   7 5YR4/3 スコリア、焼土粒微量に含む

2 暗 褐 7 5YR3/3 粘土質ンル ト スコリア、コーム粒含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

K-23 第 4層上面 隅丸方形基調 150× (100) 118土城に切 られ、121土 境 を切 る。底面 に段がある。

K-23 第 4層上面 隅丸方形基調 150X(95) 120土墳に切 られる。
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lNo 層   位 器  形 外 面 内    面 分   類 備 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文・ LR縄文 磨 キ (横 ) X

2 堆積土 深  鉢 沈線文 。LR縄文 磨キ (横 )

3 堆積土 深  鉢 隆線文・ RL縄文 磨キ (縦 ) X

4 堆積土 深  鉢 沈線文・ 刺突文 磨キ (横 ) X

5 堆積土 深  鉢 沈線文・ 不明縄文 磨キ (横 )

6 堆積土 土製円盤

7 堆積土 土製円盤

第391図 120号 。121号土墳出土上器・土製円盤



第392図 1
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24-lm

ユ 5500m榊ｂ
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122号 土壊 (K-23i)上層註記表

層No 土 色 土   隆 傭 考

1 褐   10YR4/6 小礫、スコリア含む

2 褐   10YR4/4 粘土質 シル ト スコリア多量に含む

3 暗 褐 10YR3/4 ンル ト スコリア、炭化物含む、小礫含む

4 黄 褐 10YR5/6 粘土質 シル ト ローム粒、炭化物含む

No 地    区 確  認  面 平  面  形 規  模 壁  高 備 考

K-23 第 4層上面 不整円形

第393図  123号土城
貿

鼻 5500m名

0       1        2m
|

農 5500m

124号上墳 (K-23c)土層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1 1 褐   7 5YR4/4

2
2 暗 褐 10YR3/3 粘土質 シル ト スコリア、炭化物、焼土粒含む

3 暗 褐 10YR3/4 スコリア、炭化物、砂粒含む

3 明黄褐  10YR6/8 粘土質 シル ト ロームプロック含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

K・ L-23 第 4層上面 不整楕円形 267× 170 底面に大 きな凸凹がある。

第394図 124号土嫉

層位 層No 土 色 土  性 備 考

1

1 賠 褐 7 5YR3/3 ンル ト 焼土粒、スコリア、炭化物含む

2 偶   7 5YR4/4 スコリア含む

3 暗 褐 10YR3/3 ンル ト スコリア含む

2 暗 褐 10YR3/4 粘土質シル ト

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

K-22・ 23 第 4層上面 不整円形 135X125 北束部をビットに切 られる
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第395図  124号 土壊出上土器

NQ 層  位 器  形 外 面 内    面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文・ R鴎 文 。磨キ BI

2 堆積土 深  鉢 隆線文 磨キ (横 ) X

3 堆積土 深  鉢 隆線文 磨キ (横・ 斜 ) X

ユ
No 種   別 層  位 長 X幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

1 礫石器 堆積土 91× 80× 47 凹―両面

第396図  124号 土娘出土土器
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第397図  125.126.127.128.137号 土娠

砒 ∬      ∵
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農 5,00m

0       1        2m

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1

1 嗜 褐 7 5YR3/4 スコリア、炭化物含む

2 褐   7 5YR4/4 粘土質 シル ト スコリア少量含む

2

3 明 褐 7 5YR5/6 粘上質 シル ト スコリア、炭化物含む

4 黄 褐 10YR5/8 粘土質 シル ト ロームブロック含む

126号 土壊 (K-23e)上層註記表

層位 層No 土 色 土  性 備 考

1

1 暗 褐 7 5YR2/3 シル ト 炭化物、焼土粒、スコリア含む

2 にぶい黄褐 10YR4/3 炭化物、スコリア含む

2

3 黒 掲 10YR3/2 粘土質 ンル ト 炭化物 を多量に含む

4 黄 褐 10YR5/6 粘土質 ンル ト

127号土填 (K-23e')土層誰記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

l

1 暗 褐 7 5YR3/4 ンル ト スコリア、炭化物少量含む

2 褐   10YR4/4 ル ト スコリア含 む

2 3 黄 褐 10YR5/8 粘上質 シル ト ロームプロック含む

128号土損 (K-23h)上 層註記表

層位 層No 土 色 上   性 備 考

1

1 暗 褐 10YR3/3 シル ト 炭化物、焼土粒、スコリア含む

2 掲   10YR4/4 炭化物、焼土粒、ロームブロック含む

2

3 黄 褐 10YR5/6 粘土質 ンル ト スコリア、ロームプロック含む

4 黄 褐 10YR5/8 シル ト ロームブロック含む

No 地 区 確 認 面 平 面 形 規   模 壁  高 備 考

K-23 第 4層上面 不整円形 80× (72) 127、 128土壌 を切 る。

K-23 第 4層上画 橋円形 85× 70 137土 壊 に切 られ、 128、 129上 嫉 を切る。

K-23 第 4層上面 楕円形基調 (100)X100 17 125、 126、 137上 城に切 られ、128土嫡を切る。

K-23 第 4層上面 楕円形基調 105X65 126、 127土 墳に切 られている。

K-23 第 4層上面 不整円形 78× 68 126、 127土 壌を切 る。

0            5           10cm
|
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陥 種   別 層  位 長 X幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

1 際石器 畦積土 89× 79× 56 凹 ―両面

2 礫石器 堆積土 70× 56× 35 敲―一端、磨 ―片面

Ｇ

３

マ

‐
継
鱒

No 層   位 器   形 外 面 内     面 分  類 備 考

I 堆積土 深  鉢 沈線文 磨 キ (横 )

2 堆積土 深  鉢 隆線文・ LR縄文 磨キ (横 ) Xor�

3 堆積土 深  鉢 隆線文 不  明 Xl

第399図 126号上壊出土土器

層   位 器   形 外 面 内     面 底   部 分   類 備    考

1 lt積上 深 鉢 磨  キ 磨 キ (横 ) 網代痕 。磨 キ

第402図  129号土娠

第400図 137号土壊出土土器

第401図 137号上壊 出土石器

為      農 5500m

0                 5 cm

lNo 種   別 層  位 長 X幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

ユ 箆状石器 堆積土 4810× 2730X1585 頁  岩

129号 上壊 (」 -23c)上層註記表

層 位 層No 土 色 土   性 備 考

1

1 褐   10YR4/6 ングレト スコリア含む

2 暗 褐 10YR3/3 ンル ト スコリア、砂粒含む

2

3 褐   7 5YR4/4 砂質シル ト スコリア、砂粒含 む

褐   7 5YR4/3 砂質シル ト スコリア、ローム粒、砂粒含む

5 黄 褐 10YR5/6 砂質シル ト スコリア含む

3 6 橙   7 5YR6/8 粘土質 シル ト

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

J-23 第 4層上面 不整形 底面に凸凹がある。



Υ
輛

(」 -23e)上層註記表

層 位 層No 土 色 土  性 備 考

】 貢 掲 10YR5/8 シ,レ ト スコリア、ローム粒含む

2 褐   10YR4/6 スコリア、 ローム粒多量に含む

2

3 イこぶtゝ黄橙 10YR6/3 粘土質ンル ト ロームプロック含 む

4 褐   10YR4/4 粘土質ンル ト ローム粒多量に含む

にぶい黄褐  10YR5/4 粘土質シル ト ローム粒多量に含む

配 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

130 J-23 第 4層上面 不整楕円形 97× 44 底面 に段があ り、北側に21× 13× 16の ビット有。

No 層   位 器  形 外 面 内 面 分   類 備 考

1 14積土 深  鉢 隆線文 磨 キ (縦 )

131.132.133与〕二L〕寅

K+2n十
23+2n

第404図 130号土壊出土土器

0       1       2m

131号 上頼 (」 -23d)上層誰記表

層 位 層No 土 色 土   性 備 考

1

1 暗 褐 10YR3/3 スコリア含む

2 暗 褐  10YR3/4 シル ト スコリア多量に含む

2

3 にぶい黄褐 10YR4/3 ンル ト スコリア、炭化物、焼土粒含む

4 褐   10YR4/6 粘土質ンル ト スコリア、ローム粒多量に含む

5 褐   10YR4/4 スコリア、炭化物少量含む

132号 土墳 (」 -23f)上 層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1

1 褐   10YR4/4 シル ト スコリア及 び微量の炭化物含有

2 褐   10YR4/6 粘土質シル ト スコリア多量に合有

3 暗 褐 10YR3/4 スコリア、ローム粒含有

2

黄 褐 10YR5/8 粘土質 ンル ト スコリア、ローム粒多量に含有

5 黄 褐 10YR5/6 粘土質 シル ト ローム粒含有

133号土帳 (」 -23g)土層註記表

層No 土 色 土   性 備 考

l 褐 10YR4/6 スコリア、炭化物少量含む

2 褐 10YR4/4 ローム粒含む

配 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

J-23 第 4層上面 不整円形 64× 55 133土 墳 を切 る

J-23 第 4層上面 不整橋円形 145× 60 133土 墳 を切 る。底面中央部が一段下がっている

J-23 第 4層上面 不整楕円形基調
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酌 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

J-22・ 23 第 4層上面 124× 70 底面は東側が一段低 くなっている
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第408図  136号土損

A引 ⊆動卜B+K+2n
24+lm

~  略 下■口す丁雪
m

層No 土 色 土  性 備 考

, 褐   10YR4/4 スコリア含む

2 暗 褐 7 5YR3/4 スコリア多量に含む

3 褐   10YR3/4 スコリア少量含む

聴 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 傭 考

」-23 第 4層上面 不整長方形 107× 68 底面西側が一段高 くなっている

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

K-23・ 24 第 4層上面 不整円形 46X38

第409図  139号土墳

lす」

⑨
為 農 5500m

性下~「T¬~1可~FT¬~マ
m

ぺ
A    139号

土損 0-23)土層誰記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1

] 黒 褐 10YR3/2 ローム粒含む

2 褐   10YR4/4 粘土質ンル ト ローム粒含む

3 暗 褐 10YR3/4 ンルト スコリア、炭化物 を若干含む

2

4 褐   10YR4/6 粘土質ンル ト スコリアを含む

5 灰黄福 10YR4/2 粘土質 シル ト スコリアを含む

Nd 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

I-22・ 23 第 4層上面 楕円形 83× 65 底面南側が一段高 くなっている
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138号上壊 (」
-23d)上層註記表

0        1        2m

層血 土 色 土   性 備 考

1 褐   7 5YR4/4 ンル ト スコリア含む

2 暗 褐 10YR3/4 スコリア含 む

3 暗 掲 10YR4/4 ローム粒少量含む

No 地 区 確  認  面 平 面 形 規  懐 壁  高 備 考

I・ J-22・ 23 第 4層上面 不整形 103× 92 底面に25× 23× 7、 24X13× 6の ビッ ト有。
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140号土壊 (H-22c)上 層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1 l 嗜 褐 10YR3/4 シル ト スコリア少量含む

2

2 褐  10YR4/4 粘土質 ンル ト ローム粒含む

3 褐   10YR4/6 粘土質 シル ト ロームブロック含む

No 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

H・ I-22 第 4層上面 不整円形 130× 111 15 底面中央40× 30× 15の ビッ ト有。

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分   類 備 考

| 堆積土 深  鉢 隆線文・ 不明縄文 マメツ

2 堆積土 深 鉢 隆線文・ RL縄文 磨 キ (桟 )

3 堆積土 土製円盤

第414図  141号土壊

A
ヽ

第413図 140号上損出土上器・土製円盤

箸            農 5500m

辞 藷

m

141号 土Ith(P-22a)上 層註記表

層No 土 色 土  性 傭 考

1 黒 褐 10YR2/2 ンル ト 炭化物、焼土粒含む

2 皇
い

撮 10YR2/3 シル ト 炭化物、焼土粒、スコリア微量含む

3 里
【

褐 10YR2/2 ル ト スコリア微量に含む

No Ft   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

P-22 第 3層上面 不整楕円形 177× 124
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No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 沈線文 磨キ (横 ) X

2 堆積土 深  鉢 沈線文・刺突文・ LR縄文 磨キ (横・斜 )

3 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ LR縄文 磨キ (横 )

堆積土 深  鉢 沈線文・声」突文・L撚糸文・磨キ 磨 キ (横 )

5 堆積上 深 鉢 隆線文 磨 キ (横 )

6 堆積土 深  鉢 隆線文 。R撚糸文 ナデ・磨キ (横 )

堆積土 深  鉢 沈線文 。LR縄文 磨 キ (横 )

8 堆積土 深  鉢 沈線文・ R撚糸文 磨 キ (横 ,

9 堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横 。斜 )

堆積土 深  鉢 沈線文 磨キ (横 ) X15

11 堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横 )

第415図 141号土壊出土土器 (1)
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No 層   位 器   形 外 面 内 面 底   部 分   類 傭 考

1 堆積上 深  鉢 隆線文 磨 キ (横 ) BI

2 堆積土 深  鉢 隆線文 磨キ (横 ) 81

3 堆積土 深  鉢 沈線文・ RF4糸 文

4 堆積土 深 鉢 沈線文・ RL撚糸文 ナデ・磨キ (横 ) B VI

堆積土 深 鉢 L撚糸文・ 磨 キ

堆積土 土製円盤

堆積土 土製円盤

堆積土 土製円盤

9 堆積土 土製円盤

堆積土 土製円盤

11 堆積土 土製円盤

12 堆積土 土製円盤

13 堆積土 耳 飾

第416図  141号上壊出土上器 (2)。 上製品

~Ⅷ~¶

鰯
3

金
No 種 層  位 長 X幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 佼 用 痕 備 考

1 石鏃A 堆積土 (2420)× (1750)× 765 珪化凝灰岩

2 スクレイパー 堆積土 (2185)× (2030)× 800 3 00 買岩

3 二次方日工ある象J片 堆積土 (1755)× 1805× 540 1 55

第417図 141号土填出土石器 (1)



No 種   別 層 位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備 考

1 石  核 推積土 10710X10785× 3240 メノウ

2 石  核 推積土 3285X3515× 2030 玉 髄

第418図  141号上壊出上石器 (2)
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第421図
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ユ 5470m
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血 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

P-22 第 4層上面 不整形 105× 63 底面北側が一段高 くなつている。

143号土壊

血 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

143 P-22・ 23 第 4層上面 不整長方形 121× 80

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  萬 備 考

P-22 第 4層上面 不整形 南端部 に32× 22X10の ピッ ド有。

第422図  145号土墳
農 お500m

m

145号 上振 (P-21d)上層註記表

層位 層血 土 色 土  性 備 考

1

1 黒 褐 10YR2/3 ンル ト スコリア、炭化物、小礫を含む

2 暗 褐 10YR3/4 シル ト ロームブロック合む

3 黄 褐 10YR5/8 粘土質シル ト

暗 褐 10YR3/3 粘上質ンル ト スコリア、炭化物 を含む

血 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

P-21 第 4層上面 不整円形 170X107 南側壁際に一括土器出土。



Ⅷ コ 翻
ガ

４

Ocm

No 層   位 器   形 外 面 内     面 分   類 備 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・RL縄文・磨キ 磨キ (横 ) X

2 1層 深  鉢 隆線文 磨キ (横 ) X

3 1層 深  鉢 隆線文 磨キ (横 )

堆積土 深  鉢 隆線文・ RL縄文 磨キ (横 )

5 堆積土 深 鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横 )
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第424図  146号土嫉

砲 L_神 ぶ 郎 ぎ

5450m

ユ 5450n
第425図  147号土壌

杵 T¬ ~下 T引 生
下 下

~「 Tttm

配 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

P-21 第 4層上面 不整長楕円形 195X82 土壌の北端に53× 27× 12の ピット有。

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

O-22 第 4層上面 不整楕円形 87× 60 ピットに切られる。底面東側が一段高 くなっている。

第426図  148号」L境
 マ′

Ottm
ど

畠 5440m

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

O-22 第 4層上面 不整長方形 63× 54

⊆藝 G

第427図 148号土崚出土土製品

B
第428図  149号土壌  r

No 層    位 種   類

1 堆積土 不明土製品

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

O-22 第 4層上面 不整形 135× 72 中央部 に76X53× 20の 凹み有。



第429図  150号土壊
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第430図  151号土壌   2二十2m
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No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

O-22 第 4層上面 不整円形 66× 65 底面に35× 33X25の ビット有。

聴 地 区 1 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

O-21    1第 4層上面 不整形 110X88 東南端に35× 25× 16の ピット有。

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

NoO-21 第4ぽ上面 楕円形 122X97

153 M・ N-21 第 4層上面 楕円形 103× 62 上面確認のみで掘 り込み精査は行っていない。

第432図

N+lmギ
｀

21+2m

154号土壊
崖 5520m

卜、B

i54号 上損 (N-21a) 上層誰記表

m

層位 層No 土 色 土   性 備 考

l

1 暗 褐 10YR3/4 シル ト スコリア含む

褐   10YR4/4 ンル ト スコリア多量に含む

2 3 黒 褐 10YR3/2 シル ト スコリア及び若子の炭化物を含む

3 4 暗 褐 7 5YR3/4 シル ト スコリア含む

配 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

N-21 第 4層上面 橋円形 118X93

826



第433図  155.156.157号 土墳

lC
A

名

「

B5530m

浮上5530m

155号 土壊土層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1

1 暗 褐 10YR3/4 炭化物、ローム粒、焼上粒少量含む

2 褐   10YR4/4 シアレト 炭化物、ローム粒、焼土粒少量含む

3 掲   7 5YR4/4 シアレト 炭化物若干含む

2
4 褐   7 5YR4/3 粘土質 ンル ト 炭化物含む

5 暗 褐 10YR3/2 炭化物多量に含む

3

6 掲   7 5YR4/6 シアレト 炭化物少量、スコリア若干含む

7 黄 褐 10YR5/6 粘土質シル ト ローム粒含む

156号 土帳土層誰記表

層No 土 色 土   性 備 考

1 暗 褐 10YR3/4 粘土質シル ト 炭化物粒少量含む。ローム粒少握

157号 土壊上層註記表

層No 土 色 土  性 備 考

1 暗 褐 10YR3/4 粘土質 シル ト ローム粒多量に含む。炭化物粒、スコリア微量に含む

2 暗 褐 10YR3/3 ン,レ ト 炭化物粒少量含む。ロームプロック少量含む

3 暗 褐 10YR3/3 粘土質 シル ト 炭化物粒少量含む。ロームブロック少量、ローム粒多量に含む

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 傭 考

N-20・ 21 第 4層上面 隅丸方形 125× 115

M・ N-21 15住堆積土上面 円形基調 66× (37) 15住居跡、157土 壊 を切 る

157 M・ N-21 第 4層 上面 橋円形基調 拐懸魔繁零
切り、1う 0主頻に切られる。155主壌とク

‖

了�iV

5 10cm



No 層   位 器  形 外 面 内     面 底  部 分  類 備     考

1 1層 深  鉢 R撚糸文 。磨キ 磨 キ (横 ) B VI

2 層No 2 浅  鉢 L鴎 文・磨 キ 暦 キ (横 ) ヘラナデ

3 堆積土 深 鉢 隆線文・ L鵡 文・磨キ 磨 キ (横 )

4 層No 4 深  鉢 沈線文 磨キ (横 )

5 堆積土 深  鉢 隆線文・ LR縄文 磨キ (横 )

第434図  155号上坂出上土器
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No 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備     考

1 ピエス・ェスキーュ 層血 4 3195× 30 75Xl1 20 頁 岩

2 石 核 層Ne 4 4700× 3170X1845 頁岩

3 礫石器 層No] 74× 43× 27 敲―両端

礫石器 層No 2 89× 50× 33 1700 磨―片側面

第435図  155号土壊出土石器
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綾ア

No 層  位 器  形 外 面 内     面 底  部 分   類 備    考

1 l層 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横 ) X

2 1層 深  鉢 とR縄文・ 磨キ 磨キ (縦・ 横 ) 網代痕

第436図  156号土壊出土土器
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1

No 種   別 層  位 長 X幅 × 厚 (mal) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 備    考

1 礫石器 堆積土 100X88× 46 凹―両面、磨―全面

2 礫石器 堆積土 122× 92× 53 凹―両面、暦―両面

3 礫石器 堆積土 70X51× 53 敲―両面

第438図 157号上墳出土石器



159.159号 土壊

ペ

158号土壊

鼻 5500m

0       1        2m

(M-22d)上 層註記表

層位 層NQ 土 色 上  性 備 考

1

I 暗 褐 10YR3/4 ンル ト スコリア含む

2 褐   10YR4/4 スコリア層No lよ り多 く含と

2
3 褐   10YR4/6 粘土質 シル ト スコリア (層 Xlo 2よ り多い )、 ローム粒含む

4 暗 褐 7 5YR3/4 粘土質 シル ト 少量のスコリア、炭化物 を含む

3
5 黄 褐  10YR5/6 粘土質 シル ト スコリア含む

6 黄 褐 10YR5/8 粘土質シル ト スコリア層No 5よ り多 く含む

159号土壊 (M-22e)上層誰記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1

ユ 黒 褐 10YR3/2 シアレト スコリア、炭化物 を含む

2 暗 褐 10YR3/3 ンル ト スコリア、炭化物 を含む

3 暗 褐 10YR3/4 スコリア、炭化物焼土 を含む

2
4 美 褐  10YR5/8 粘土質 シル ト ロームプロックを含む

5 にぶい黄褐 10YR4/3 ル ト スコリア多量 に含む

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

M-22 第 4層上薗 不整方形 105× 85
ど 踏

t7Jる 。 原 団 甲 災 部 内 奇 り に Z3× Z∪ X Zυ q

M・ N-22 第 4層上面 不整精円形基調 170× 120 158土壌 に切 られる

第441図  160.161号土墳 第440図  158159号 土填出上土器

o           5           10cm

監 飾   鴫 輸

0       1        2m

No 層   位 器  形 外 面 内 面 分   類 備 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文 磨 キ (横 ) 158、 159ど ちらに属すか不明

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

M-22 第 4層上面 不整楕円形 153 X l13 161土墳を切る。底面南側に81× 45× 23の 凹み有。

M-22 第 4層上面 楕円形基調 (110)× 102 160上城に切 られる。底面中央に30× 30X17の ビット有。



第442図     22+lm
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No 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 FFi 考

M-22 第 4層上面 楕円形 72× 58

第443図  163号土壊

M+lm十
22  163号

土損 (M-22b)上層註記表

ム 湿 5550m

層 位 層No 土 色 土  性 備 考

1

1 暗 褐 10YR3/3 スコリアを少量含む

2 暗赤褐 5YR3/3 ンル ト スコリアを少量含む。焼上を少量含む

3 暗 褐 7 5YR3/4 ル ト スコリアを少量及び多量の炭化物含む

2

4 褐   7 5YR4/4 スコリア少量及び焼土少量の炭化物含む

5 褐   7 5YR4/3 スコリア少量及び焼土少量の炭化物含む

6 暗 褐 10YR3/4 ンル ト スコリア・炭化物 を少量含む

3

7 暗 褐 5YR3/2 炭化物 を若干含む

黄 褐  10YR5/6 粘土質 ンル ト

No 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

163 M-22 第 4層上面 楕円形 115× 98

昭

口
，

‐

0            5           10cm

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 沈線文・ RL縄文 磨キ (横 ) X

2 堆積土 深  鉢 隆線文 ナデ・磨 キ (横 ) BI

3 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文 磨キ (横 )

4 堆積土 深  鉢 沈線文 ナデ・ 磨キ (横 )

5 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ L撚糸文 ナデ・磨キ (横 )

堆積土 隆線文 磨キ (横 )

7 堆積土 深  鉢 隆線文・ LR縄文 磨キ (横 )

第444図  63号土坂出土上器
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0            5           10cm
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No 種   別 層  位 長 X幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

1 石  核 堆積土 2905× 5900× 1755

2 礫石器 堆積土 11l X 105× 66 凹―両面、磨 ―全面

第446図  164号土城

164号 上損 (M-22c)土層註記表

第445図 163号土損出土石器

名

層位 層No 土 色 上   性 備 考

1

1 黒 褐 7 5YR2/2 炭化物若干含む

2 褐   7 5YR4/6 シル ト 炭化物焼土含む

2
3 明 褐 7 5YR5/6 粘土質ンル ト 炭化物含む

4 明 褐 7 5YR5/8 粘土質ンル ト



No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

M-22 第 4層上面 長楕円形 147× 88

∝盈配

第448図  165号 土境
第447図 164号土壊出土上器

名

Ocm

農 5560m

o        1        2m

農 5520m

166.170f〕 ELツ買
名

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分   類 備 考

1 堆積土 深  鎌 隆線文・ LR縄文 磨 キ (横 ) X

2 堆積土 深  鉢 LR縄 支 ナデ (横 )

3 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文 磨キ (横 ) BI

M十
23

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

M-22 第 4層上面 橋円形 135× 112 北側をピットに切 られる。13住居跡炉 を切 る。

甚(鸞尋

166号 土坂 (M-22a)上層註記表

層位 層No 土 色 土  性 備 考

I

暗 褐 7 5YR3/4 ン,レ ト スコリア含む

2 褐   7 5YR4/3 ンル ト スコリア、炭化物、礫含有、Fire sand含む

2

3 暗 褐 10YR3/3 スコリア、若子の炭化物含有む

4 暗 褐 10YR3/4 ンアレト ロームブロック含有、若干の焼上、炭化物含む

5 黒 褐 10YR2/3 ンル ト 多量の炭化物含有、スコリア少量含む

3

6 暗赤褐 5YR3/3 砂質シル ト 焼土多量に含む

黒 褐 7 5YR3/2 炭化物、Fire sand含 む

170号土壊 (L-22a)上 層註記表

層位 層No 土 色 上   性 備 考

1

1 暗 褐 7 5YR3/3 ンル ト 若干の炭化物含む

黒 褐 7 5YR3/2 ン,レ ト 若干のスコリア炭化物焼上 を含む

3 褐   7 5YR4/3 ングレト スコリア炭化物を少量含む

2 4 褐   10YR4/6 粘土質 シル ト スコリア炭化物 を少量含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

LoM-23 第 4層上面 円  形 183× 156 170上境を切 る。

LoM-22 第 4層上面 円形基調 120× (80) 166土壌に切 られる。

335
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No 層  位 器   形 外 面 内    面 底  部 分  類 備    考

1 堆積土 隆線文・沈線文・LR縄文・磨キ 隆線文・ 磨キ (横 ) X

2 堆積土 深 鉢 沈線文・ R撚糸文・磨キ 磨キ (横・縦)

3 堆積土 深 afr 磨  キ 磨キ (横 ) 磨 キ

4 堆積土 深 鉢 暦  キ 磨キ (横 ) 磨 キ

第450図  166号土境出土土器 (1)
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No 層   位 器  形 外 面 内    面 分   類 傭 考

堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文 。LR縄文 磨キ (横 )

2 堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横 )

3 堆積土 深  鉢 沈線文 磨キ (横・斜 ) X

4 堆積土 深  鉢 沈線文・不明縄文 磨キ (横 )

5 堆積土 深  鉢 沈線文・ R撚糸文 ナデ・磨 キ (横 )

6 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ R撚糸文 磨キ (横 )

7 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ RL縄文 ナデ・ 磨 キ (横・斜| X

8 堆積土 深  鉢 沈線文・ L撚糸文 磨キ (横 )

9 唯積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ L撚 糸文 磨キ (横 )

唯積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横 )

堆積土 深  鉢 沈線文・ R撚糸文 磨キ (横 )

堆積土 土製円盤

堆積土 土製円盤

第451図  166号土損出土上器(2)。 土製円盤
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第453図 170号土壊出上土器・土製円盤

0            5           10Cm

Ne 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

1 石 核 堆積土 2550X2770X1285 6 35 頁  岩

2 石 核 堆積土 3575× 2655× 2370 /ウ

3 石 核 堆積土 2630× 5440× 1710

Ｖ

３

い，

一∪
子

ｗ
ゎ狗
口
）
５

No 層   位 器   形 外 面 内    面 分  類 備 者

1 堆積土 深  鉢 沈線文・刺突文・ LR縄文 磨キ (横 )

2 It積土 深  鉢 沈線文・ RL縄文 磨 キ (横 ) X

3 堆積土 深  鉢 沈線文・とR縄文 磨キ (横 )

4 It積土 深  鉢 隆線文・ LR縄文 磨キ (横 )

5 堆積土 土製円盤

6 堆積土 土製円盤

7 堆積上 上製円盤

8 堆積上 土製円盤

干       
晰41n

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規   模 壁  高 考傭

M-21・ 22 第 4層上面 不整形 107× 53



第456図  169号土装
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No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

M-21 第 4層上面 不整形 128× 80 底面中央に50× 45× 29の ピッ ト有。

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

M-21 第 4層上面 楕円形 15 底面束lRlに 22× 22× 24の ピット有。

21+2m

二 5500m

171号上帳 (L-22b)上層註記表

ふ 兆
‐

172号 土壊 (L-22e)上層誰記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1

1 褐   10YR4/4 スコリア、炭化物、礫を含む

2 暗 褐 10YR3/3 スコリア、炭化物含む

2 3 褐   10YR4/6 粘土質ンル ト スコリア、ローム粒含む

NQ 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

し-22 第 4層上層 不整楕円形 142× 120
西側 に張 り出す部 分 言 。 底 向東側 に33 X Z7× 30の ビッ

層位 層No 土 色 上   性 備 考

I

1 暗 褐 10YR3/4 シル ト スコリア少量含む

2 暗 褐 10YR3/3 スコリア少量含む、炭化物少量含む

2
3 黒 褐 10YR2/2 粘土質シル ト 炭化物及び焼土含む

4 褐   10YR4/4 ンル ト 炭化物着干含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

L-22・ 23 第 4層上面 不整楕円形 153 X l10 東側 をピッ トに切 られる。



第
十;:写7鳴土城サM lmね

173号上墳 (L-22d)上層註記表

層 位 層No 土 色 上  性 備 考

1

〕 暗 褐 10YR3/4 シル ト スコリア、炭化物、砂粒含む

2 暗 掲 10YR3/4 スコリア、炭化物含む

3 褐   7 5YR4/4 スコリア、砂粒含む

2 4 褐   7 5YR4/3 粘土質 ンル ト ローム粒、小礫含む

3

5 褐   10YR4/6 ンル ト ロームブロック含む

6 褐 10YR4/4 砂糧含む

174号 土娠 (L-22c)上 層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

〕

1 暗 褐 7 5YR3/4 ローム粒、着千の炭化物含む

2 褐   10YR4/6 シル ト スコリア、炭化物 を含む

2 3 策 褐  10YR5/6 粘土質 シル ト ロームブロック含む

ピット 黄 褐 10YR5/8 粘土質 シル ト

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

L-22 第 4層上面 楕円形基調 67× (45) 174土 城 に切 られる。

L-21・ 22 第 4層上面 隅丸長方形 157× 85 64 173土壊 を切る。北側・ 南側壁 に崩落の痕路有。

σ

デ

|:::;

No 層  位 器   形 外 面 内     面 分  類 傭 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文・ LR縄文 磨キ (横 ) X

2 堆積土 土製円盤

173号上損出土土器・ 土製円盤

辮

‐ｏｃｍ

翠

５No 層   位 器   形 外 面 内    面 分  類 備 考

1 lE積土 深  鉢 隆線文・ RL縄文 磨キ (横・斜 )

2 唯積土 深  鉢 隆線文・ RL縄文 ナデ・磨 キ (横 )

3 堆積土 深  鉢 沈線文 。R鴎 文 磨キ (横 )

4 堆積土 深  鉢 沈線文 磨キ (横 )

5 堆積土 深 鉢 隆線文・不明縄文 磨キ (横 )

6 堆積土 土製円盤

第461図 174号土壊出土土器・上製円盤
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176号土IIF(K-22c)上層註記表

崖 5510m

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

K・ L-21・ 22 第 4層上面 不整長方形 155× 57 176土墳に切 られる。底面北側に14× 12× ■のピット有。

層位 層No 土 色 土  性 備 考

1

1 皇
小

褐 7 5YR3/1 ンル ト 焼土粒、スコリア含む

2 極暗褐 7 5YR2/3 砂質シル ト 焼土粒、炭化物小礫 (パ ミス)含む

3 暗 褐 7 5YR3/4 ローム粒含む

2
4 暗 褐 10YR3/3 炭化物含む

5 暗 褐 10YR3/4 ンル ト ローム粒、炭化物含む

血 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

K・ L-21・ 22 第 4層上面 不整円形 175土墳 を切る。

ゝ型ニノ
1

0            5           10cm
l―

―聴 地区・ 層位 器   形 外 面 内     面 底  部 分  類 備    考

1 K-22c ミニチュア ナ  デ ナ  デ

第464図 176号 土坂出土土器

阜         鼻 5500m

A引

K+lm十
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177号土填 (K-22a)土 層註記表

|――B

層位 層� 土 色 土  性 備 考

1

1 黒 褐 10YR2/2 ンル ト 炭化物少量含む

2 黒 褐 10YR2/3 ン,レ ト スコリア及び多量の炭化 7/」含む

2

3 褐   10YR4/4 スコリア及び焼上を含む

4 黒 褐 10YR3/2 ン,レ ト 少量の炭化物、スコリア少量含む

5 暗 褐 7 5YR3/4 ンル ト スコリア少量含む

3 黄 偶 10YR5/8 粘土質シルト



178号 土壊 (K-22b)土 層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1

1 黄 橙 10YR8/6 ローム粒、焼土含む

2 暗 褐 10YR3/3 粘土質シル ト スコリア含む

2
3 褐   7 5YR4/4 粘上質ンル ト 焼上多量に含む

暗 褐 7 5YR3/3 スコリア、炭化物少量含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

K-22 第 4層上面 不整形 200× 177
59× 2℃

=¥さ

eミ尭隻
凶 甲大郡 に藤 偏 。心 EI]し来 tElに OZ'

K-22 第 4層上面 不整円形基調 127× (95) 177土壌に切 られる。

一―
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第466図 177号 土坂出土上器・土製品

10cln

No 層   位 器   形 外 面 内 面 底  部 分   類 備 考
1 堆積土 深  鉢 隆線文・不明縄文 磨 キ (横 ) X
2 堆積土 深  鉢 隆線文 。RL縄文 磨キ (横 )

3 堆積土 深  鉢 沈線文・ R撚糸文 磨キ (横 )

4 堆積土 深  鉢 隆線文 磨 キ (横 ) X
5 堆積土 深  鉢 隆線文・刺突文 磨 キ (横 ) X5
6 堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横 )

7 堆積土 _チ ュア 磨  キ 磨 キ (横 ) 磨  キ

8 堆積土 土製円盤

9 堆積土 土製円盤

堆積土 土製円盤

堆積土 轟

長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g)

51× 43× 40

177号 上壊出土石器 (1)



No 種   別 層 位 長 × 福 X厚 (Inc) 重量 (g) 石 材 使 用 反 備 考

I 石 核 堆積上 4215× 6040× 2705 頁 岩

2 礫石器 堆積土 152X89× 56 1021 5 凹―片面、敲―一端、磨―片面

第468図

ワ1

177号土壊出土石器 (2)

No 層  位

1 堆積土

第469図 178号土墳出上土製円盤



血 種   別 層  位 長 × 幅 X厚 (n皿 ) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備 考

I 石 皿 堆積土 (■ 8)X(84)× 45 磨―片面

179号土壊 (K-22)上層註記表

第470図 178号土壊出上石器

名    崖5'00m

M
0                2m

層No 土 色 土  性 備 考

1 褐   10YR4/4 スコリア少量含む

2 黄 褐  10YR5/6 粘土質 シル ト ロームブロック含む

聴 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

J・ K-22 第 4層上面 不整円形基調 [5

〕（削》げ

鼻 6500m

|十 二m+
23-2m

第473図  181号土壌
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180号 上壊 0-22b)上層註記表

層位 層配 土 色 土  性 備 考

1

1 にぶい黄褐 10YR4/3 シル ト ローム粒若干含む

2 褐   10YR4/6 シル ト ローム粒、炭化物若干含む

2 黄 褐 10YR5/6 ロームプロック含む

配 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 傭 考

I-22 第 4層上面 不整楕円形 87× 75

rA
農 5500m



181号 土損 (|-22a)土 層註記表

層位 層No 土 色 土  性 備 考

1

1 暗 褐 10YR3/4

2 褐   10YR4/6 粘土質 シル ト ロームをブロック状、Fine sandを 多量に含む

2
3 暗 褐 10YR3/3 ル ト Find sandを 含む

褐    7 5YR4/3 Find sandを 含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

H-22、 -21・ 22 第 4層上面 不整円形 122 X l13

第474図  182.183.184号 土墳

5470m
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182号土壊 (H-22a)上 層註記表

７

　

７

５

蟹藝蟄7
2

腸

３

層 位 層No 土 色 土   性 備 考

1

I 掲   10YR4/4 少量の炭化物、焼土粒、ローム粒含む

2 掲   10YR4/6 ンル ト ローム粒、炭化物多 く含む

3 にぶい黄褐  10YR4/3 ン,レ ト 炭化物、ローム粒含む

2 4 黄 褐  10YR5/6 粘土質 ンル ト ロームブロック含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

H-22 第 4層上面 不整楕円形 355× 175
りに6A× RA× 14の ピ ッ ト有 ^

H-22・ 23 第 4層上面 不整楕円形基調 177× (100 182土壌に切 られる。

H-22 第 4層上面 不整円形基調 H5× (65) 15 182土境に切 られる。

h 層   位 器   形 外 面 内     面 分  類 備 考

1 堆積土 深 鉢 隆線文 磨キ (横 ) X

2 堆積土 深 鉢 沈線文・刺突文 。LR縄文 ナデ (斜 )・ 磨 キ (横 ) X

3 堆積土 深 鉢 隆線文・ LR縄文 磨キ (横・縦・斜 )

4 堆積土 深 鉢 隆線文・ LR縄文 磨キ (横 )

5 堆積土 深 鉢 隆線文 磨キ (横 )

6 堆積土 深 鎌 隆線文・不明縄文 磨キ (横 )

堆積土 深  鉢 隆線文・不明縄文

第475図  182号土壊出土土器 (1)
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第476図  182号土渡出土土器 (2)・ 土製円盤
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第477図  182号土壊出土石器

第478図  185号土嫉
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No 層   位 器  形 外 面 内 面 分  類 備 考

1 堆積土 深 鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横 )

2 堆積土 深 鉢 隆線文 マメツ

3 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文 磨 キ (横 ) X

堆積土 深  鉢 隆線文・ LR縄文 磨キ (横・ 縦・ 斜 )

5 堆積土 深  鉢 沈線文・ RL縄文 磨 キ (縦 。斜 )

6 堆積上 土製円盤

No 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備 考

I 石  核 堆積土 1675× 3230× 1445 チャー ト

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 考備

L-21 第 4層上面 不整形 154× 110



バ、/界 479図  186.187.194.196号 土娠

層 位 層 配 土   色 土  性 備      考

1

1 黒 褐 10YR3/2 シル ト 礫、炭、黄褐色土粒含 む

2 暗 褐 10YR3/3 黄褐色土ブロック含む

2

3 暗 褐 10YR3/4 黄褐色土、黒褐色土 との混合土

暗 褐 10YR3/4 シアレト 黄褐色上、黒褐色上 との混合土

187号上壊 (L-21d)上層誰記表

層 位 層No 土   色 土   性 備      考

1 1 暗 褐 10YR3/3 炭、焼土粒を含む

2

2 黒 褐 10YR3/2 炭、焼土粒を含む

3 暗 褐 10YR3/4 ンル ト 炭、若干の焼土粒 を含む

3
褐   10YR4/6 ン,レ ト

5 褐 loYR4/6 黒褐色土 とロー ム粒、炭 を含 む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

L-21 第 4層上面 不整楕円形 125× 110 187土壌 を切 る。底面南束部に36× 25× 6の ピッ ト有。

K・ L-21 第 4層上面 不整形 (280)X225
186上城 、ビ ツ トに切 られ る。 194、 lυ O二嫉 を剪 ●。凰

K-21 第 4層上面 不整楕円形基調 (95)× 80 187、 196土壌 に切 られる。東側に張 り出す部分有。

第 4層上面 方形基調

響
Ｊ

２

押麒攀一綱

No 層   位 器   形 外      面 内     面 分  類 備      考

1 堆積土 深 鉢 沈線文 磨キ (縦 )

2 堆積土 深  鉢 隆線文・ RL縄文 磨キ (横・縦 )

3 lE積土 深  鉢 磨 キ 磨キ (横 )

4 堆積土 土製円盤

5 堆積土 土製円盤

第480図  186号上坂出上土器・上製円盤

No 種   別 層  位 長 × 幅 X厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

1 石 鏃A 1層 4585X1465× 1005 3 95

第481図  186号 土壊出土石器



第482図  187号土坂出土土器
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No 層   位 器   形 外 面 内     面 分   類 備 考

1 堆積土 深  鉢 磨 キ ナデ・磨 キ (横 )

2 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ LR縄文 磨キ (横 )
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No 層   位 器  形 外 面 内     面 分   類 備 考

1 嵯積土 深  鉢 陸線文 。磨キ ナデ (横 )

2 堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨 キ (横 ) X

3 堆積土 深  鉢 隆線文 磨キ (横 )

4 堆積士 深  鉢 隆線文・ 沈線文 磨 キ (横 )

5 堆積土 ミニチュア 磨 キ ナ デ

6 堆積土 土製円盤

翻

翔 呻 卿 4騨

No 種   別 層  位 長 × 幅 X厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

1 石 核 堆積土 2060× 2810× 1230 5 75 頁 石

第485図  188号土娠
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No 地    区 確 認 面 平 面 形 規  模 壁  高 考備

L-21 第 4層上面 不整楕円形
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1饉鷺汀嚢警♂
3

地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

K-21 第 4層上面 不整楕円形基調 (172)× 138

K-21 第 4層上面 円形基調 (128)× (65
lЪυ主 張 に171ら れ 、 19ツ 上顔 を切 る。 4E横 上 に関 す る言己

K-21 第 4層上面 円形基調 (115,X(54 189土 娠 に切 られる。

K-21 第 4層上面 楕円形基調 98× (85 15

課Z ttV

o            5           10cm
|

第487図 189号土損出土土器

No 層   位 器  形 外 面 肉 面 分   類 備 考

1 唯積土 深  鉢 隆線文・ RL縄文 磨 キ (横・斜 ) X

2 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ LR縄文 磨 キ (横 )

3 堆積上 深  鉢 沈線文・ R撚糸文 磨 キ (横 ) X

4 堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨 キ (横 )

5 堆積上 深  鉢 隆線文・ LR縄文 磨 キ (横・縦 )

6 堆積土 深  鉢 R撚糸文 磨 キ (横 ) B VI

7 堆積上 深  鉢 磨 キ ナデ・磨キ (横 )

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 沈線文 磨 キ (横 )

2 堆積土 深 鉢 隆線文・沈線文・ LR縄文 磨キ (横 )

第488図  190号土損出土土器
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第489図  189号、 190号上帳出土石器

4農 5520m

0             1 2m

第492図  195号土娠 第491図 193号 上帳出上土器・土製円盤

~∠I引       トユ 5520n

No 種   別 層  位 長 X tt X厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備     考

1 石 鏃A 堆積上 2170× 1470X500 0 85 頁  岩

2 箆状石器 堆積上 (3765)× 2780× 1580 頁  岩 既 けている

3 スクレイパー 堆積土 (4135,× 2905× 835 頁  岩

193号 土壊 (K-21g)上 層註記表

層位 層No 土    色 土  性 備    考

1

1 黒 掲 10YR2/3 ン,レ ト 黄褐色粘土粒、焼土粒、炭含む

2 暗 褐 10YR3/3 粘土質 シル ト 斎褐色粘上粒、炭、礫含む

2
3 黄 掲 10YR5/8 粘土質 シル ト

褐   10YR4/6 粘土質 ンル ト 地山ローム土 と黒褐色の混合土

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

K-21 第 4層上面 楕円形 125X98 南西側に40× 37× 9の ピット有。

No 層   位 器   形 外 面 内     面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文 磨 キ (横 ) BI

2 堆積土 深 鉢 沈線文・ LR縄文 磨 キ (縦 )

3 堆積土 土製円盤

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 傭 考

K-21 第 4層上面 不整楕円形 125× 90 上境北端に20X15× 25の ビッ ト有。



No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 備 考

I 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文 ,とR縄文 磨 キ (横 )

第494図  197号土壌
第493図  195号土娠出土土器

4      岸 55500m
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197号土壌 (K-21d)土 層註記表

層位 層No 上 色 土  性 備 考

1

1 褐   7 5YR4/4 ンル ト スコリア若千含む

2 暗 褐 10YR3/4 ンル ト スコリア若干含む

2

3 暗 褐 10YR3/3 粘土質 シル ト スコリア、ローム粒含む

褐   10YR4/4 粘土質ンル ト スコリア、炭化物着干含む

5 黄 褐 10YR5/6 粘土質ンル ト

配 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

K-21 第 4層上面 円  形 97X95 底面西側 に67× 45× 26、 北側に53× 37× 10の ビッ ト有

縁
８
Ｕ

門
Ｈ
日

0            5           1ocm

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 沈線文 。R鴎 文 磨 キ (横・  斜 )

2 堆積土 土製円盤

第496図

A ―
I

幹
2二 十 1m

198号土壌 第495図 197号土墳出上土器・土製円盤

洋一B
名       農 55100m

-   9

第497図  198号土壊出土上器

¶ 圧 韻〆

第498図  199.202号土装

耗耳
5550m

醜 地 区 確  認  商 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

J・ K-21 第 4層上面 不整橋円形 85× 75 14

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 沈線文・ R撚糸文 磨 キ (横 )

2 堆積土 深  鉢 隆線文・ LR縄文 磨キ (横・ 斜 )

ドレ

ぐ

ダ

b      1      2m

351



199号 上壊 (K-2a)上層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

I

1 暗 褐 10YR3/4 若千の炭化物、スコリアを含と

2 褐 岩子の炭化物、スコリア、黙■粒を含む

2

3 暗 褐 10YR3/3 炭化物、小際含む

掲   7 5YR4/4 ル ト スコリア含む

hlo 地    区 確  認  面 平 面  形 規   模 壁  馬 備 考

J・ K-20・ 21 第 4層上面 不整円形 113X l16 202JiIIliを 切る

J-2] 第 4層上面 楕円形基調 (100)＼ 84 199■増 に切 られろ。ff肝
|(|'す 1()ヽ 1く 1 lwiliげ 1,■ ト

引
Ⅳ
胤

鯵
β

‐―

け
0            5           10cm

No 層   位 器   形 外 面 内     面 分   類 傭 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文・ LR縄文・磨キ 磨 キ (横 ) XI

2 堆積土 深  鉢 RLR縄 文 ナデ (横 ) X

3 堆積上 ナ デ ヽ

堆積上 深  鉢 沈線文 磨 キ (横 ) X6(,rT

5 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文 。LR縄文 磨 キ (横 ) X6orT

6 堆積土 深  鉢 隆線文・ RL縄文 ナデ・ 磨 キ (横・ 斜

7 堆積土 深  鉢 隆線文 磨キ (縦 )

第499図  199号土墳出土土器 (1)
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No 層   位 器   形 外 面 内 面 分   類 備 者

l 堆積土 深  鉢 沈線文・ R撚糸文 ナデ・磨キ (横 ) X

2 堆積土 深  鉢 沈線文 磨 キ (横・斜 ) ヽ

3 堆積土 深  鉢 隆線文・ L撚 糸文 ナ デ .磨キ (横 )

4 堆積土 深  鉢 沈線文 磨 キ (横 )

5 堆積土 深  鉢 綾絡文・ R縄文 磨 キ (横 )

No 層  位 種 別 l lNe l層 位 1種 別 No l層 位 種 別 I No l層 位 1種  別

6 堆積土 土製円盤 7 1堆 積土   1土 製円盤 8 1堆 積土 土製円盤  1 9 1堆 積土   1土 製円盤

堆積土 耳 飾
第500図 199号上損出土土器
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No 種 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 備   考

1 礫石器 堆積土 90× 81× 48 507 0 磨―両面、一端、片側面

2 礫石器 jIL積土 113× 98× 51 619 5 凹―両面、磨―両側面

第501図 199号土壊出土石器 (1)



Φ

No 種    別 層  位 長 X幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 備 考

1 スクレイパー 堆積土 3290× 2005× 835

2 石  核 堆積土 13240X10850× 5320 669 05

第502図  199号土墳出土石器 (2)
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第503図  200号土娠
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配 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

第 4層上面 不整形

益 |≧

No 種   別 層  位 長 X幅 × 厚 (nd) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 考備

1 石 鏃B 堆積土 2035X1700× 620 1 45

2 磨製石斧 堆積土 41265× 6420× 2855 408 5

第504図 200号土墳出上石器
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第506図  201号土墳

第508図 204号土城
A
土

第505図 200号土損出土土器
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農 203号 上填 ●-21の 上層註記表
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土層註記表
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層   位 器   形 外 面 内     面 分   類 備 者

1 堆積土 深  鉢 隆線文・ L撚糸文 磨キ (横・縦 ) X

2 堆積土 深  鉢 沈線文・条線文・ RL縄文 磨 キ (横・ 斜 ) BIヽ

lNe 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

J-21 第 4層上面 不整円形 170X165 北束部 をピッ トに切 られる

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1

1 極暗褐 7 5YR2/3 炭化物、スコリア微量に含有

2 暗 褐 7 5YR3/3 炭化物、スコリア、焼土粒含有

2 3 掲   10YR4/4 絡上質 シル ト スコリア、ローム粒含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規   模 壁  高 備 考

J-21 第 4層上面 円 形 59× 57 8 底面束寄 りに20X16× 9の ビッ ト有。

層位 層No 土    色 土   性 備

1

1 暗 褐 10YR3/4 スコリア、炭化物含む

2 褐   10YR4/6 シアレト スコリア、炭化物、焼土粒含む

2 3 褐   10YR4/4 粘土質 シル ト スコリア、ローム粒多量に含む

NO 地    区 確  認  面 平 面 形 規   模 壁  高 備 考

I 」-21 第 4層上面 不整長方形基調 190× 130

No 層   位 器   形 外 面 内    面 分  類 備 考

1 3層上面 深  鉢 隆線文・ L撚糸文 磨キ (横・斜 ) X

2 3層上面 深  鉢 沈線文・ 刺突文・穿孔 磨 キ (横・縦 ) X

3 3層上面 深  鉢 沈線文 ナデ (横 )

第509図  204号土城出土土器 (1)
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No 層   位 器   形 外 面 内 面 分   類 備 考

1 2層上面 深  鉢 沈線文・ LR縄文・磨キ (横 )

2 堆積土 深  鉢 沈線文・刺突文・条線文・LR縄文 磨 キ (横 ) X

3 2層 深  鉢 沈線文 。原体圧痕・ LR縄文 ナデ・磨キ (横 ) X

4 2層上面 深  鉢 隆線文 ナデ・磨キ (横 ) BI

5 2層上面 深  鉢 暦 キ ナデ (横・斜 )

6 2層上面 深  鉢 沈線文 ナデ (横 )

7 2層 深  鎌 沈線文・ LR縄文 磨 キ (横 )

Y2∵
土
⑨
A/バ  205号上娠 (1-21a)

第510図  204号土垢出土土器(2)
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土層註記表

層No 土 色 土  性 備 考

1 暗 褐 10YR3/4 スコリア、炭化物 を含む

2 褐   10YR4/4 ンルト スコリア、炭化物 を含む

3 黄 褐 10YR5/6 粘土質ンル ト ロームブロック含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

I-21 第 4層上面 円  形 12

¨η2

No 層   位 器   形 外 面 内 面 底   部 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 不  明 マメツ

2 堆積上 深  鉢 沈線文 磨 キ (横 )

第512図 205号 土壊出土上器
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206号上填 (1-21b)上層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1

1 褐   loYR4/4 シル ト ローム粒若千含む

2 にぶい黄褐 10YR4/3 ローム粒若千含む

2 3 貢 紹目 10YR5/6 粘土質ンル ト

hlo 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 傭 考

I-21 第 4層上面 楕円形 70× 56 327土壌を切 る。

X-21 第 4層上面 橋円形基調 (55)× 55 206土壌に切 られる。底面は南側が一段低 くなっている。

牌
鷺1導イ

訂

▲

第514図  206号土帳出土土器

名      ユ 5520n

一

性庁巾コギ■すすす�Cm

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分   類 傭 考

堆積土 深  鉢 沈線文・ L縄文 磨キ (横 ) B IV

No 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 傭 考

21 第 4層上面 長精円形基調 (145)× 75 12 管 !て奢 lこ

り°X4う Xl∪ の 四 み。 同 泉 似噂∪X Z3 X lЬ″

農 55 20nl

頂1       2 て
5500m

:導郭

0        1        2m
|

208号土壊 (M-2ib)上層註記表

209号 土娯 (o-20a) 土層註記表

層位 層No 土 色 上  性 備 考

1

1 にぶい黄褐  10YR4/3 シル ト

2 にぶい黄褐 10YR4/3 粘性強い

3 褐   10YR4/4 凝灰岩 ?礫含む

2 暗 褐  loYR3/4 礫・炭化物含む

NO 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

H-21 第 4層上面 楕円形基調 130× (85) 南側は調査区外へ延びている。

層位 層No 土 色 土   性 臆 考

1

1 黒 褐  10YR2/3 シアレト スコ リア若干含 む

2 にぶい黄褐 10YR6/3 粘土質ンル ト ロームプロック含む

3 暗 褐  10YR3/3 ン,レ ト スコリア若干含 む

2

4 褐   loYR4/4 粘土質シル ト ローム粒含む

5 黄 褐 10YR5/8 粘土質シル ト ロームプロック含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規   模 壁  高 考備

Q-20 第 4層上面 円 形 H5× ■1



第519図

211号土
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2H号上娠 (P-9)上層註記表   Ptt l n十

農 5500m

210号 土壊 (Q-19a)土層註記表

7 5YR4/6 スコリア少ft含 む

明 掲 7 5YR5/60+lm十
20

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規   模 壁  高 備 考

Q-19 第 1層 上面 不整楕円形 162× 108 底面西狽1に 22X19X14の ビッ ト有。

層位 層No 土 色 土   性 備 考

〕

極暗褐 7 5YR2/3 スコリア微量に含む

2 望
〔

褐 7 5YR3/1 スコリア炭化物焼土粒含む

3 黒 掲 10YR2/3 粘土質 ンル ト スコリア、炭化物 を微量に含む

2 4 褐   10YR4/4 シル ト スコリア、ローム粒含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

P-19 第 4層上面 不整形 310× 220 底面北側に段が有 り、東側 に30X24X31の ピッ ト有。

Ⅷ
0

７

５ 葵フ10cm

灘
Ⅷ

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 沈線文・刺突文 ナ デ・磨 キ (横 ) X

2 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ LR縄文 磨 キ (横 斜 ) X6or7

3 堆積土 深  鉢 沈線文 ナデ・磨キ (横・斜 X

堆積土 深  鉢 沈線文・条線文 ナデ・磨キ (横 ) X

5 堆積土 深  鉢 沈線文・ R縄文 暦 キ (横 ) X

6 堆積土 深 鉢 隆線文 ,沈線文・ LR縄文 磨 キ (横 ) X

堆積土 深 鉢 沈線文・ L縄文 磨 キ (横 )

8 唯積土 深 鉢 沈線文 'LR縄 文 磨 キ (横 )

第520図 21号土損出土上器 (1)
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No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 備 考

瑳積土 深  鉢 隆線文・ RL縄文 磨キ (横 。斜 )

2 堆積上 深  鉢 隆線文・刺突文・ 穿孔 磨キ (横 ) X

3 堆積土 深  鉢 隆線文・ RL縄文 暦 キ (横 )

4 堆積土 深  鉢 隆線文 磨 キ (横・斜 ) BI

It積土 深  鉢 隆線文 磨キ (横 ) B

6 堆積土 深  鉢 陸線文 。R撚糸文 磨 キ (横 )

7 1層 深  鉢 隆線文・沈線文・L撚糸文・磨 キ 磨 キ (棲 )

8 IL積上 深  鉢 隆線文 。沈線文・ RL縄文 磨 キ (横 )

9 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ RL縄文 磨 キ (横 )

10 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ LR縄文 磨 キ (横 )

11 堆積土 深  鉢 沈線文 。R撚糸文 ナデ 。屠 キ (横 )

准積土 深  鉢 沈線文 。と撚糸文 磨 キ (横 )

13 l■積土 深  鉢 沈線文・ RL縄文 ナ デ (横 )

14 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ RL縄文 磨 キ (横 )

15 lt積土 深  鉢 R撚糸文 磨キ (横 )

16 唯積土 深  鉢 L撚 糸文 ナデ (横 )

17 堆積土 深  鉢 RL縄文 磨キ (横 ) Bヽ 1

堆積土 深  鉢 LR縄文 磨キ (横 ) B VI

19 堆積土 深  鉢 綾絡文・ LR縄文 ナデ・磨キ (横・斜

第521図  211号土墳出土土器 (2)
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No 層   位 器  形 外 面 内 面 底  部 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文 磨 キ (横 ) K

2 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ RL縄文 磨キ (横・斜 ) X

3 「E積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ LR縄文 磨 キ (横 ) X

堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文 磨 キ (横 ) X

5 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ RL縄文 ナデ・磨キ (横・斜 ) X

6 堆積上 深  鉢 隆線文・ RL縄文 磨 キ (横 ) X

7 准積上 深  鉢 隆綜文 。沈線文・ LR縄文 ナデ・磨キ (横 ) X

8 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・刺突文・LR縄文 磨キ (横・縦 )
X

9 」E積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ LR縄文 磨キ (横・縦 ) X

10 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ R醜 文 磨キ (横・斜 ) X OrxI

11 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ LR縄文 暦 キ (横 ) Xl

堆横土 深  鉢 隆線文 。LR縄文 磨キ (横・斜 )

堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・束1突文・LR縄文 磨キ (横・ 斜 )

堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・綾絡文・LR縄文 ナデ・磨キ (斜 )

堆積土 深  鉢 沈線文・ R撚糸文 磨キ (横 )

1層 深  鉢 沈線文 。磨キ 磨 キ (横 ) 不  明

第522図  211号土娘出土土器 (3)
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No 層   位 器   形 外 面 内 面 底  部 分  類 備 考

1 層 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨 キ (横 ) X

2 層 深  鉢 隆線文・沈線文・ LR縄文 暦 キ (横 ) XOrxI
3 層 深  鉢 隆線文・ とR縄文 磨 キ (横 ) X

層 深  鉢 隆線文・沈線文・ LR縄文 磨キ (横・縦 ) X

5 層 深  鉢 沈線文・刺突文 磨 キ (横・斜 ) X

6 層 深  鉢 隆線文・刺突文 磨キ (横・斜 )

7 層 深 鉢 沈線文・条線文 磨 キ (横 )

8 層 深 鉢 刺突文 磨キ (横・斜 ) X17
9 I層 深 鉢 l■

k線
文・沈線文 磨 キ (横 )

10 層 深  鉢 隆線文・ LR縄文 磨 キ (横 )

11 層 深  鉢 R撚糸文 磨 キ (横 ) B

12 I層 深  鉢 LR縄文 ナ デ 磨 キ (横 )

13 1層 深  鉢 R撚糸文 磨 キ (横 )

t4 1層 磨  キ

No 層   位 層   位 No 層   位 No 層   位 NO 層   位 蛇 層   位

1層 堆積土 17 堆積土 堆積上 19 堆積土 堆積土

鼈積土 堆積土 堆積土 堆積土 堆積土 堆積土

堆積土 堆積 堆積土 30 堆積土 31 堆積土

【【Ｂ一暇

第523図 2H号土壊出土土器 (4)。 上製円盤(1)
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第524図  211号土墳出土円盤 (2)
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No 種 層  位 長 × 幅 × 厚 (m罰 ) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備 考

ユ 石鏃A 堆積土 2020X1720× 695 チャート

2 石  匙 1 層 (2875)× (1775)X(765) 頁  岩

3 石 匙 1層 (2965)× (1610)X(585) 買  岩

4 石  錐 1層 (1890,× 1905× 685 玉 髄

5 毎伏石器 堆積土 6235× 3145X2095 38 50 鉄石英

6 スクレイパー 堆積土 (4075)X(2110)× (645) 3 25 貢  岩

7 スクレイパー 堆積土 2025× 15 15Xll 15 黒曜石

第525図 211号土坂出土石器 (1)
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No 種 層  位 長 X tt X厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備 考

1 スクレイパー hL積上 5155× 3070× 1510 27 85
チャー ト

2 スクレイパー 堆積土 4885× 4355× 1270 14 35 買  岩

3 二次加工ある象1片 堆積上 2625× 3920X1220 9 25 頁  岩

4 二次加工ある剣片 堆積土 3230× 2825× 840 6 85

5 1層 2445× 2770× 995 5 30 メノウ

6 石  核 1層 2685X3455× 2330 14 80 黒曜石

7 石  核 堆積土 2170× 3380× 2460 16 50 玉 髄

8 石  核 准積土 1625× 3115× 1205 貢  岩

第526図 2H号土壊出土石器 ②
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0           5           10Cm

餞

NQ 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備 考

1 磨製石斧 堆積土 (5310)× (4050)× (3120)

2 石製円盤 堆積土 26 65 扁平礫使用

3 礫石器 堆積上 120X89× 63 凹―両面

礫石器 It積土 97× 83X59 660 5 凹―片面

第527図  211号土壌出土石器(3)
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聴 種   別 層  絃 長 × 幅 X厚 (mm) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 備 考

1 礫石器 堆積上 89× 75× 55 凹―片面、磨―片面

2 礫石器 堆積土 107× 77× 41 483 0 凹―両面、敲―片面

3 礫石器 堆積土 106× 87× 54 608 0

4 礫石器 堆積土 43× 38× 23 藩―両面

5 穣石器 堆1点土 101× 46× 24 磨―両面

第528図  211号土壊出土石器 (4)



第530図  212号土墳
第529図  211号土娠出土石器(5)

名       鼻 5510m

ー

マン
/B

Q十
18+lm

種   別 層  位 長 × 幅 X厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 傭 考

礫石器 堆積土 81X69× 71 453 0 敲 ―片面、両端

′
hlo 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

P・ Q-18 第 4層上面 楕円形 12

第531図  213号土城

ヽ/″
B́

十P+2m
18+2m

名         農 5540m

0

陥 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 璧  高 備 考

P-18 第 4層上面 不整楕円形 133 X l14
北側 に40X25X16、 雨側 にZ7× 20X8、 23× 21× ツ3の

第532図 214号土墳

A引         農 B

名        津う520m

T

盛 榊

m

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

O。
'-17・

18 第 4層上面 不整橋円形 132× 83

第533図  215号上娠
/B

洋■5570n

m

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 傭 考

O-17 第 4層上面 不整糖円形 158X l16



第534図  216号土嫉  /B r^___ィ i5550n

0        1        2m

―

1葡¬
―

引

崖 6570m

＋
‐８

Pflm十

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

O・ P-18 第 4層上面 楕円形 117× 92

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規   模 壁  高 備 考

O-18 第 4層上面 不整形 底面中央に60X52× 10の凹み有。

Nキをm十
二7+3m

218号土墳 (N-17)上層註記表

第537図 21歿嫉ヱB

2mL

18-2m

名       憚 5570m

農 5570m

0        1        2m
LEIEEEEEr…

層位 層No 土 色 ±   1■ 傭 考

〕

ユ 褐   10YR4/4 スコ リア少量含む

2 暗 褐 7 5YR3/3 シ,レ ト スコ リア、炭化物少量含む

2

3 褐   10YR4/6 粘土質シル ト

褐   7 5YR4/4 ンル ト スコ リア含む

5 暗 褐 10YR3/4 ンル ト スコ リア含む

3 6 黄 褐 10YR5/6 粘土質シル ト

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

N-17 第 4層上面 長方形 115X68 不来の上頼の南、来 le〕 に覇洛の展 F71哺 。底「I IF米
】RxlAxlク の ドット右 ^

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

N-17 第 4層上面 不整形 128× 95



農 5570m

220号 土娯 (N-17a)上層註記表

層No 土     色 土   性 備     考

1 暗 褐 7 5YR3/3 シ,レ ト ローム粒を多 く含む

2 明 褐 7 5YR5/6 ンル ト 黒色土を若千含 む

NIo 地    区 確  認  面 平 面 形 規   模 壁  高 備 考

M・ N-17 第 4層上面 不整円形 187× 163 底面南西部 に28× 25× 23の ビット有。

軸
♂

２

NQ 層   位 器   形 外 面 内     面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 R撚糸文 磨 キ (横・斜 )

2 堆積土 深  鉢 沈線文・条線文 磨 キ (横 )

第540図 220号 土壊出上石器

第541図  221号土嫉

No 種   別 層  位 長 X幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

ユ 石  皿 堆積土 (120)X(67)× (44) 453 0 磨―片面

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 嬌 考

N-18 第 4層上面 不整楕円形 143× 92 16 底面北東部に25× 22× 32の ピット有。
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第542図  222号土壊

第543図 223号土娠 p

N2m十
18-2m

224号土城
鼻 5570m

μ 5570m

0        1        2m
|

津-5570n

0        1        2 rn

… …

0             5            10cm

…
― l「 調

+M・ Im
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鞠

第546図  225号土渡

NO 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 傭 考

M-17 第 4層上面 隅丸長方形 129X103 底面北部に52× 36× 13、 35× 24X10の ピッ ト有。

No 地 区 確  認  面 平 面  形 規  模 壁  高 備 考

M-17 第 4層上面 不整楕円形 132X63

224号上損 (M-7c)土層註記表

層位 層No 土 色 土  性 備 考

I

1 暗 褐 10YR3/4 粘土質 ンル ト ローム粒、若千の炭化物含む

2 曙 褐  10YR3/3 粘土質シル ト ローム粒、若干の焼土粒含む

3 にぶい黄褐 10YR4/3 粘土質シル ト ローム粒含む

2
褐   10YR4/4 シル ト質粘土 ローム粒多量に含む

5 にぶい黄褐 10YR5/4 ンル ト質粘土 ローム粒多量、若干の炭化物含む

3
6 黄 褐 10YR5/6 粘  土 ローム粒多量 に含む

7 暗 褐 10YR3/4 ンル ト質粘土 若干のローム粒含む

No 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 者

M-17 第 4層上面 不整円形基調 125× 107 27 需 搬碧
全 区 外 へ姓 ひ る。朦 薗 甲央 に 34× (55,× ツ4α

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分   類 傭 考

l 堆積土 隆線文・ RL縄文 磨キ (横 )

第545図 224号土壊出土土器

No 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

五ヽ-19 第 4層上面 不整橋円形 95× 67 断面・深 さの言己録無 し。



第547図

226.228号 土垢

A―引
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第549図

227号土境 19+lm
N+2m+

■ .=.デ
550砺 阜     P5510m

u

2m

硼
　
ヂ

第 226号 土涙 出土 上器

げ
5500m

ｙ（聞騨）「227号土帳 (N-19g)上層註記表

層位 層No 土 色 上  性 備 考

1

皇
（

掲 10YR2/3 炭化物、焼上 をやや含んでいる

2 暗 掲 10YR3/4 ングレト ローム粒 を少量合 む

3 暗 褐 7 5YR3/3 ル ト 炭化物少量含む

2 4 褐   10YR4/6 粘  土

∞V幾
'轟

〕3塊い建
50

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

N-19 第 4層上面 不整楕円形基調 135× (103) 228土塙に切 られる。底面東側に60X25X16の ビット有。

N-19 第 4層上面 不整楕円形 226土壌を切る。単層 (暗褐10Y R3/3ン ルト)

No 層   位 器   形 外 面 肉     面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨 キ (横 ) X7or8

2 堆積土 深  鉢 沈線文・ RL縄文 磨 キ (横 ) K7or8

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

N-19 第 4層上面 不整橋円形 16住居跡 を切 る。

No 層   位 器   形 外 面 内    面 分  類 備 考

I 1層 深 鉢 RL縄文 磨キ (横・縦 )

2 1層 深 鉢 刺突文 磨キ (横 )

3 1層 深 鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横 )

4 層 深  鉢 隆線文 磨キ (横

5 堆積土 土製円盤

第550図 227号土坂出土土器・土製円盤



No 種   別 層  位 長 × 幅 X厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

1 石 鏃A 1層 (2490)X1380× 320 0 65

第552図  229号土娠
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229号 土 壊 (N-20a)上 層 註 記 表

鰻 □
7

第551図 227号土填出土石器

名      「
■ 55400m

iWi
件 Tコ

_「
TJ上 下 す

~FTtt m

「
〃
俎

Ｖ

３

『７″
仇
怨

層No 土 色 土   性 備 考

I 極明褐 7 5YR2/3 焼上 を少量、黄色粘上を少量含む

2 暗 褐 7 5YR3/3 ル ト 粘土粒少量、炭化物微量含 む

3 明 褐  7 5YR5/6 シル ト

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

N-20 第 4層上面 不整楕円形 85× 67 14住 居跡 を切 る。

No 層   位 器   形 外 面 内    面 分  類 傭 考

1 1層 隆線文・ RL縄文 磨キ (横 ) X

2 1層 磨  キ 磨キ (横 )

3 1層 沈線文 。RL縄文 磨キ (横 )

1層 R撚糸文 磨キ (横 )

5 1層 隆線文・ 沈線文 磨キ (横・縦 )

6 堆積土 隆線文・ 沈線文・ LR縄文 磨 キ (横 ) X

No l 層 位 No 層  位 No 層  位 No 層  位 No 層  位 NIo 層  位

7  11層 8  11層     1 9  1堆 積土 10 1堆積土    I H I堆 積±   1 12 1堆 積土

第553図 229号上娘出土土器 。上製円盤
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第555図  230号 土壊出土土器

231号土填 (N-20cl)上層註記表

粋 T¬ _rT封 二

「

T可 ~― 雪

m

No 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

N-20 第 4層上面 不整橋円形 80× 70

No 層   位 器   形 外 面 内 面 底   部 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横 ) ヽ

彦di!暑

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1

1 塁
（

褐 10YR2/3 シル ト

2 黒 褐 10YR2/3 シル ト

3 暗 褐 10YR3/4 粘土質シル ト 炭化物を多量に含む

2

4 にぶい黄褐 10YR4/3 粘土質シル ト 炭化 4/4、 焼土を多 く含む

5 暗 褐 10YR3/3 粘土質ンル ト 炭化物 をやや多 く焼土若干含む

黒 褐 10YR3/2 粘土質シル ト 炭化物、焼上、黄色土粒 を多 く含む

7 里
（

褐 10YR3/2 粘土質シル ト 炭化物、焼上、黄色土粒を若干含む

3
褐   10YR4/4 粘土質シル ト

暗 褐 10YR3/4 粘土質ンル ト 炭化物 を多量に含 む

232号土壊 (N-20c2)上層註記表

層位 層No 土 色 土  性 備 考

l

1 黒 褐 10YR3/2 ンル ト 炭化物、焼上粒 を含む

2 塁
ヽ

掲 10YR3/2 粘土質シル ト

2 3 掲   10YR4/4 粘土質シル ト

233号土壊 (N-20d2)上 層註記表

層No 土 色 土  性 備 考

1 黒 褐 10YR3/2 ンル ト

2 掲   10YR4/4 ン,レ ト

No 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

N-19。 20 第 4層上面 不整楕円形 110× 90 233、 234土 墳 を切 る。

N-19。 20 第 4層上面 不整方形基調 197× (165) 231上壌 に切 られ、233、 234土 壊 を切 る。

N-19 第 4層上面 不整橋円形基調 133× (59) 17 23と 、232土堪 に切 られる。232土 蠣の遺物が混在する。

N-19・ 20 第 4層上面 不整方形基調 95× (87) 231、 232土壌に切 られる。
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第557図  231号土境出土上器・土製円盤

ウ

NO 地区・ 層位 器   形 外 面 内 面 底  部 分   類 備 考

1 1層 深  鉢 隆線文・ 沈線文・磨キ 磨キ (械・縦 ) ヽ

2 層No 9 深  鉢 沈線文 ナデ (横 ) X

3 1層 深  鉢 沈線文 。RL縄文 磨キ (横 )

4 層No 5 深  鉢 沈線文・ R撚糸文 磨 キ (横 ) X

5 層No 6 深  鉢 R撚糸文 ナデ 。磨キ (横 ) 1l Vl

6 1層 深  鉢 ナ デ 不明 磨  キ

1層 深  鉢 RL縄文・磨キ 磨キ (横 ) 不  明

8 1層 ミニチュア RL縄文・磨キ ナデ (横 ) 磨  キ

9 層No 6 土製円盤

0      5      11
h

|

No 種 層  位 長 X幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 備 考

1 際石器 1層 92× 78X37 306 0 凹 ―両面、磨―一端

2 礫石器 層No 3 83× 72X31 158 0 国 ―片面

第558図 231号土涙出上石器
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No 層   位 器   形 外      面 内    面 分   類 lr8     考

〕 1層 深  鉢 隆線文・刺突文 沈線文・ ナデ (横 )・ 磨キ (横 ) ヽ

2 2層 深  然 沈線文 。L撚 糸文 磨キ (横・斜 ) ヽ

3 2層 深  鉢 沈線文・ R撚糸文 磨キ (横・斜 ) X

?層 深  鉢 沈線文・ L撚 糸文 ナデ (斜 )、 磨 キ (横 ) X

1層 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨 キ (斜 ) ヽ

6 l層 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横 ) ヽ

7 堆積上 土製円盤

第559図 232号土損出土土器 。上製円盤

I◇
Lコ 三 コ 三 工 三 工 三 」

Cm

No 種   別 層  位 長 幅 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

1 石 鏃A 1層 (2115)× 1855X470 1 35 アスファル ト伺着

2 石  錐 I層 17 70Xl1 60× ?90 玉  髄

3 スクレイパー 1層 2725X1290× 675 2 65 頁  岩

石  核 1層 2830× 3185X1520 鉄石英 焼 けている

No 層   位 器  形 外       面 内     面 分   類 備      考

堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横・縦 ) X

2 層No l 深  鉢 L撚糸文 ナデ・ 磨キ (横 )

第561図 233号土壊出土土器



可
脆

第563図  237号土帳｀
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第562図  232、 233号土坂出土土器・土製円盤

観 □5監―軒_串OCm

5540m

No 層   位 器   形 外 面 内     面 分   頬 備 考

1層 深  鉢 隆線文・沈線文 RL縄文 磨 キ (横 ) X

2 I層 深  鉢 沈線文・ RL縄文 磨キ (横 ) X

3 堆積土 深  鉢 隆線文 磨キ (横 ) BI

1 堆積土 土製円盤

5 堆積土 土製円盤

ヒ 匡
=ニ

ェ 土 ェ
=コ

コ Jm

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規   模 壁  高 備 考

N-20 第 4層上面 不整方形 66× 55

No 層   位

1 堆積土

第565図  239号土娠

第566図  240.241号 土境出土
N+lm十       ハ

20-2m

第564図 237号土坂出上土製円盤

240号上横 (N-20K)上層註記表

Ｂ
庁

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

N-20 第 4層上面 不整楕円形 70× 60 断面・ 深 さの記録な し。

層 位 層NO 土    色 土    性 備    考

t

1 暗 褐 10YR3/3

2 賠 褐 10YR3/3 粘土質ンル ト

2

3 暗 褐 10YR3/4 粘土質シル ト

4 暗 褐 10YR3/4 粘土質ンル ト

5 暗 褐 10YR3/3 粘上質ンル ト

暗 褐 10YR3/3 粘土質 ンル ト

3 7 褐   10YR4/6 粘土質シル ト

376



241号土帳 (N-9K)上層註記表

層位 層No 土 色 上  性 傭 考

I

褐 炭化物多量、橙色上粒子を含む

2 褐 10YR4/4

3 褐   10YR4/6 ンル ト

2

4 暗 褐 10YR3/3 粘土質 シル ト 炭化物若干、黄色ローム土粒を多 く含む

5 暗 褐 10YR3/4 炭化物若千、黄色ローム土粒を着干含む

3

6 暗 褐 10YR3/4 黄色 ロームをプロック状に含む

暗 褐 10YR3/3 粘上質シル ト 黄色 ロームをブロック状に含む

8 黒 褐  10YR3/2 粘土質ンル ト

9 黒 褐 10YR3/2 炭化物若干含む

No 地   区 確 認 面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

M・ N-20。 21 第 4層上面 不整隅丸長方形基調 164× (90) 241土 壌に切られる。底面中央部に22× 22k15の ピット有。

M・ N-19 第 4層上面 不整円形 170X160 240二L蠣 を切る。

剛
何
Ｌ

互     『
10cm

第568図 241号上壊出土土器

彰
/

No 層  位 器  形 外 面 内 面 分  類 備 考

1 堆積上 深  鉢 隆線文・刺突文 磨 キ (横 ) X

2 堆積土 深  鉢 隆線文・ LR縄文 磨 キ (横 )

3 堆積土 深  鉢 RL縄文 磨 キ (4費 )

4 堆積土 深  鉢 隆線文・刺突文 磨キ (横・ 縦 ) X

第567図 240号土壊出上上器

Ⅷ す

性丁¬~下下ゴと下可~「T40Cm

No 層   位 器  形 外 面 内 面 分  類 備 考

1 lt積土 深  鉢 隆線文・沈線文・刺突文・LR縄文 磨キ (横・縦 ) X

2 堆積上 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ LR縄文 磨キ (縦 ) X

為 農 55001n

242.243.244.245号土城



242号土壊 (M-9a)土層註記表

層位 層NO 土 色 土   性 臓 考

1

1 褐 7 5YR4/4 ンル ト

2 暗 褐 10YR3/3 炭化物、焼土粒多 く含む。

2

3 掲   loYR4/4 粘土質 シル ト 2よ りも炭化物、焼土粒少なヽ

4 暗 褐  10YR3/4 粘土質 シル ト

243号土損 (M-9b)上層註記表

層位 層 hlo 土 色 土   性 備 者

1

1 暗 褐 10YR3/3 ンフレト

2 賠 褐 10YR3/4 ンル ト 炭化物、焼土若干含む

2

3 暗 褐 10YR3/3 粘土質 シル ト 炭化物、焼土多 く含む

望
（

掲 10YR3/2 粘土質 ンル ト 炭化物が多 く焼土若干含む

5 褐    10YR4/4 lBr土質 ンル ト

244号土填 (M-19c)

層位 層No 土 色 上   性 備 考

1

1 暗 褐 10YR3/4 ンル ト 白色土粒 を多 く含む

2 暗 褐 10YR3/4

2

3 暗 褐 10YR3/3 粘土質 シル ト 炭化物粒 を含む

4 黒 褐 10YR3/2 粘上質 シル ト 炭化物 を多 く含む

245号土壊 (M-9c)

土 色 上   性 備 考

1 掲 10YR4/4

No 地 区 確 認 面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

M-19 第 4層上面 不整方形基調 152× 138 243土 嫉に切 られる。

M-19 第 4層上面 不整楕円形 165X140 緯だ名ダ吊後洗子,Fそ,解か~段局 なヽつKい る。
M-19 第 4層上面 不整楕円形基調 162× (125)

帯 を 坊 牲 盲

Иし` と4D工 娠 tt/J● 。 界 倶Jを Zl国 の ビ ツ

M-19 第 1層上面 不整楕円形基調 175X(155) 14 窃督頑!1号窒阜浄名9占売驀摯ゅキ庸転ダヒ名弓;名 ;〈 き
に

蜜甑材

7
5

鍵
ぺ 亨 郵

７

６
7
7

Ocm

轟

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 備 考

1 3層 深  鉢 沈線文・ RL縄文 ナデ・磨キ (横 )

2 3層 深  鎌 沈線文・ RL縄文 籍キ (横 )

3 2層 深 鉢 隆線文・ R撚糸文 ナデ・ 磨キ (横 ) BI

2層 深  鉢 隆線文 藩キ (横 ) ヽ

5 1層 深  鉢 隆線文 磨キ (横・ 縦 ) BI

6 1層 深  鉢 隆線文 磨 キ (横 ) BI

7 1層 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨 キ (横 ) Bヽ 1

8 1層 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ LR縄文 磨キ (横 ) X

378

第570図  242号土渡出土土器 (1)
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No 地区・ 層位 器   形 外 面 内 面 底  部 分  類 備 考

I 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ RL縄文 磨キ (横 ) X

2 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ R撚糸文 ナデ・磨 キ (横 )

3 堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文・磨キ 磨 キ (縦 ・横 )

4 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ R鴎 文 磨 キ (横 ) ヽ

5 堆積土 深  鉢 隆線文 磨 キ (横 ) X

6 堆積土 深  鉢 RL縄文・ 磨 キ 磨 キ (横 ) 磨  キ

7 1層 深  鉢 RL縄文・磨 キ 磨キ (横 ) 磨  キ

第571図  242号土境出土土器 (2)
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No 地区・層位 器   形 外 面 内 面 底  部 分  類 備 考

1 堆横土 深  鉢 撚糸文 磨 キ (横 )

2 1層 深  鉢 ナデ (横 ) 網代痕

＼

No 種   別 層  位 長 × 幅 X厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備 考

1 石 鏃A 堆積土 (2780)× 1890× 555 凝灰岩

2 スクレイパー 1層 (2340)× (3225)× 730 頁  岩

3 1層 (9970)X5245× 525 頁  岩

第573図  242号土帳出土石器 (1)
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No 種   別 層  位 長 × 幅 X厚 (mm) 重量 (g) 石   材 使 用 痕 備   考

I ピエス 。エスキーユ 堆積土 2380× 22 25Xl1 50 5 25 メノウor碧玉

2 石 核 1層 4525× 4225× 1945 凝灰岩

3 磨製石斧 3層 (6585)× (5520)X(2270)

際石器 1層 96× 83× 44 磨 ―片面

5 礫石器 堆積土 125× 65× 52 敲―一端 磨―片側[

第574図 242号土壊出土石器 (2)
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No 層   位 器   形 面 内 面 分  類 備 考

I 堆積土 深  外 沈線文・ LR縄文 沈線文・ ナデ・磨キ (横 ) X

2 2層 深  鉢 陸線文・沈線文 磨 キ (斜 ) X

3 2層 深  鉢 沈線文・ LRIFO文 磨 キ (横 ) X

堆積土 深  鉢 隆線文・ L撚糸文 磨 キ (横 ) ヽ

2層 深  鉢 隆線文・ RL縄文 ナデ・ 磨 キ (横 )

6 堆積土 深  ilk 隆線文・沈線文 磨 キ (横 )

7 堆積土 深  鉢 沈線文・ RL縄文 磨キ (横・縦 )

8 堆積土 深  鉢 沈線文・ RL縄文 磨キ (横・縦 )

9 lE積土 深  鉢 刺突文 磨 キ (横 )

堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文・磨キ 磨キ (縦・横 ) BIヽ

11 堆積土 深  鉢 沈T/1文 磨 キ (横 )

12 堆横土 深  鉢 沈線 文 ナデ・磨 キ (横 )

13 深  抹 沈線文 磨 キ (横 )

t4 2層 深 鉢 R盤糸文 磨 キ (横 )

堆積土 深  鉢 LR縄 文 磨 キ (横・ 縦 )

2層 深  鉢 不明縄文 磨 キ (横 . 縦 )

堆積土 深  鉢 磨  キ 磨キ (横 )

堆積上 土製円盤

堆積土 土製円盤

堆積上 上製円盤

第575図 243号土損出土上器・土製円盤
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No 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 戻 備 考

l 石  錐 堆積土 2840× 2260× 725 頁  岩

2 礫石器 堆積土 (96)X(92)× 45 凹―片面、敲一一端

3 礫石器 堆積土 143X94X55 1040 0 磨―両面

4 礫石器 堆積土 115× 101× 57 1001 5

第576図 243号上娘出上石器
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NO 地区・ 層位 器   形 外 面 関 面 底   部 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 沈線文・ RL縄文 磨 キ (横 。縦 ) X8

2 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ LR縄文 沈線文・磨 キ (横 ) X ttor9

3 2層 深  鉢 沈線文・ LR縄文 暦 キ (横 ) (

4 堆積上 深  鉢 隆線文・不明縄文 ナデ (横 ) (

5 2層 深  鉢 隆線文・沈線文・ R撚糸文 磨キ (横・斜 ) X

6 堆積上 深  鉢 隆線文・ LR縄文 磨 キ (横 ) X

7 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ RL縄文 磨 キ (横・ 斜 ) X

8 堆積土 深  鉢 隆線文・ 不明縄文 磨 キ (横 ) X

9 堆積上 深  鉢 沈線文・ R撚糸文 磨 キ (横 ,斜
) X

堆積土 深  鉢 沈線文・束」突文 磨 キ (横 ) X

Iユ 堆横土 深  鉢 沈線文・ L撚糸文 磨 キ (横 。縦 ) XI

12 I層 深  鉢 LR縄文・ R撚糸文 ヘラナデ (横 )

第577図 244号 土嫉出土土器 (1)
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No 地区・ 層位 器   形 面 内 面 底   部 分   類 備 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文 磨キ (横 ) モユ I

2層 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横 )

3 堆積土 深  鉢 L撚糸文 磨キ (横 ) Bヽ 1

堆積土 深  鉢 L林糸文 磨キ (横 )

5 2層 深  鉢 条線文 ナデ (横 )

6 堆積土 深  鉢 RL縄文 ナデ・磨キ (横 )

7 堆積土 深  鉢 不明縄文 磨キ (横 )

8 1層 土製円盤

9 堆積土 土製円盤

第578図 244号土損出上上器 (2)・ 土製円盤

|

帥

    帥

No 種 層  位 長 × 幅 X厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 傭 考

I 石 鏃B 2層 2835X2115× 1130

2 礫石器 堆積土 87× 74× 44 415 5 凹 ―両面、磨 ―両面

第579図 244号 上損出土石器
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◎]5

hlo 層   位 器   形 外 面 内     面 分   煩 購 考

1 堆積土 深  鉢 沈線文・ 刺突文・ LR縄文 ナデ・ 磨 キ (横 )

2 堆積土 深  鉢 隆線文・ LR縄文 磨キ (横 ) ＼

3・ 4 堆積上 深  鉢 隆線文・ LR縄文 屠 キ (横 ) 同一個体

5 堆積土 土製円盤

第580図 245号土帳出土土器・土製円盤

→

No 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備     考

ユ スクレイパー 堆積土 5240× 3070× 1120

第581図 245号 土娯出土石器



246号土損 (M-20a)上 層註記表

層位 層No 土 色 土   性 僑 考

1

I 暗 褐 10YR3/3 焼土、炭化物、パ ミスを含む

2 掲   10YR4/4 ンル ト 暗褐 10YR3/3シ ル トをブロック状に混入

3 暗 褐 10YR3/3 院上、炭化物、バ ミスを含む

4 暗 偶 10YR3/4 若子の炭化物 を含む

2

5 暗 褐 10YR3/4 ル ト 炭化物、黄褐色土粒含む

6 褐   10YR4/4 粘土質 ンル ト 際、炭化物、黄褐色土粒含む

7 褐   10YR4/4

8 掲   10YR4/6 粘上質 シル ト 黄褐色 ローム上 を多 く含む

3
9 暗 掲 10YR3/4 ングレト 黄褐色上を若干含む、炭化物 を含む

10 暗 掲 10YR3/4 粘土質 シル ト 8層 に類似 し、 8層 より黄褐色上を多 く含む

Nlo 地 区 確 認 面 平 面 形 規  模 壁  高 傭 考

M-20 第 4層上面 不整橋円形 300X185 底面に 7個のピット有。

Ｗ
ＩＩ

ＩＩ

肌

Ocn

No 層   位 器  形 外 面 内 面 分  類 備 考

I 層No 8 深  鉢 隆線文・沈線文・RL縄文・磨キ 磨 キ (横 )

2 堆積土 深  鉢 隆線文・ LR縄文 磨 キ (横 ) X

3 堆積土 深  鉢 隆線文・ RL縄文 磨 キ (横 )

4 堆積土 深  鉢 隆線文 。LR縄文 磨キ (横 )

5 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文 。RL縄文 ナデ・磨キ (横・斜

堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横 ) X

7 堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横 ) X

第583図 246号土渡出土土器 (1)
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No 地区・層位 器   形 外 面 内 面 底   部 分   類 備 考

1 堆積土 深  鉢 沈線文・刺突文 磨キ (横 ) X IW 丹塗 り

2 堆積土 深  鉢 隆線文 磨キ (横 ) BI

3 堆積土 深  鉢 隆線文・ LR縄文 ナデ、磨 キ (横 ) BI

4 堆積土 深  鉢 沈線文・ L撚糸文 ナデ、磨 キ (横 )

5 堆積土 深  鉢 沈線文・ R撚糸文・磨キ 磨 キ (横 ) BIヽ

6 堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨 キ (横 ) BIヽ

堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨 キ (横 ) B IV

8 堆積土 深  鉢 磨  キ 隆線文・磨 キ (横 )

9 堆積土 深  鉢 磨  キ 磨 キ (横・斜 )

10 堆積土 深  鉢 LR縄文 磨キ (横・ 斜 )

11 堆積土 深  鉢 ナ デ 磨 キ (横 ) ナ  デ

堆積土 深  鉢 磨  キ 磨 キ (横 ) 磨  キ

第584図  246号土娠出土土器 (2)
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No 層  位 種   類 Ne 層  位 種   類 No 層  位 種  類 No 層   位 種  類

日No 8層 芸
一

2 堆積土 土製円握 3 堆積土 土製円盤 1 層 土製円盤

2 1～ 4層 土製円盤 6 堆積土 土製円盤 7 堆積土 上製円盤 8 堆積土 土製円盤

9 堆積土 土製円盤 10 堆積土 土製円盤 11 堆積上 土製円盤

コ
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俳

∩
卿

∨

6

第585図 246号土壊出土土製品

Cm

簿

４
No 種   別 層  位 長 × 幅 X厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備     考

〕 石  錐 堆積土 3390× 2010X830 頁  岩

2 層No 8層 3920× 44,75× 14,50 22 25

3 二次カロエある劉片 堆積土 2580X1880× 1060 頁  岩

ポイント 堆積上 (2960)× (1425)× (1060) 3 35

5 石  核 層血 8層 3735× 3175× 2620 21 05 買  岩

第586図 246号土垢出土石器 (1)




